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定額で学び放題。
eラーニングライブラリ®は、「むずかしい」を「わかりやすく」、
「手軽に学べて満足できる」ことを特長とし、インターネットで、
1年間、いつでも、何度でも受講できます。

！ 材教いすやび学特長１

●ケーススタディを中心としたアニメーションや実写映像で、
　ポイントを短時間でわかりやすく学べます。

！ プッナンイラなか豊ンョシーエリバ特長2

●「全コース」「マネジメント系」「技術・技能系」の3つのライブラリから、目的に応じて選択できます。
　契約期間中は追加料金無しで新コースが続々追加されていきます。

時流に合わせて教材をアップデート！特長4

●法改正に合わせた教材の改訂はもちろん、事例や統計データなども随時更新しているため、
常に新しい情報を学ぶことができます。

教育担当者

JMAM

受講者
コース選択
学習

教材、履歴データの管理 受講登録

eラーニングライブラリ ヘルプデスク （Mail：jmam-help@toshiba-sol.co.jp）

受講者サポート 教育担当者サポート

教育計画の立案
受講案内

受講状況確認
学習進捗サポート

インターネットインインタターーネッネットトター

eラーニングライブラリ® サービスイメージ

●

！ 制額定間年1いすやし入導でトスコ低特長3

各ライブラリに含まれるコースを、1年間、何コースでも学習できます。
マネジメント系ライブラリ 100名：427,680円（税込）（1コースあたり約31円!）

※価格表は、最終ページをご覧ください。

●モバイル版は、多言語を含めて131コース対応しています。（2018年2月現在）

新コース続々追加！ 全194コース

1 2

マネジメント系コース
100コース
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※コース数には、開発中のコースも含まれます
※各コースには、学習内容をまとめた資料集（PDFファイル）が付属します（一部コースを除く）
※価格表は最終ページをご覧ください　

下記ライブラリに含まれるコースを、1年間、いつでも、何度でも受講できます
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PCスキルコース　24コース

マネジメント系コース
100コース
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語学コース　13コース
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マネジメント系ライブラリ

鉄道

CSR・
コンプライアンス

労務・メンタルヘルス

戦略・マーケティング

マネジメント全般

組織

目標管理・人事評価

eラーニングライブラリRコース一覧（全194コース）
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	 	　	上級管理者コース	 NEWNEW 		 	 	 	 	 17

	 　	ステークホルダーからみたMBA早わかりコース	 	 	 	 	 17

	 　	チームマネジメント基本コース	 	 	 	 	 18

	 　	リーダーシップ発揮のための7ステップ		 	 	 	 	 18

	 　	ケースで学ぶ	組織・人材マネジメントコース	【2017-2018年版】	 改訂 		 	 	 	 	 18

	 　	ケースで学ぶ	経営戦略コース	【2017-2018年版】	 改訂 		 	 	 	 	 18

	 　	ケースで学ぶ	戦略マーケティングコース	【2017-2018年版】	 改訂 		 	 	 	 	 19

	 　	メンバーのための目標管理基本コース		 	 	 	 	 19

	 　	目標によるマネジメント基本コース		 	 	 	 	 19

	 　	人事評価の基本コース	職能資格制度編		 	 	 	 	 19

	 　	人事評価の基本コース	コンピテンシー・行動ベース評価編			 	 20

	 　	CSR（企業の社会的責任）の基本早わかりコース		 	 	 	 	 20

	 　	企業倫理・コンプライアンス基本コース	 	 	 	 	 20

	 　	職場のコンプライアンスステップアップコース	 	 	 	 	 20

	 　	最新事例に学ぶ	企業倫理・コンプライアンス実践コース	【2016-2017年版】		 	 	 21

	 　	組織風土を考える	企業倫理・コンプライアンスコース		 	 	 	 	 21

	 	　	企業倫理・コンプライアンス	リスク感度アップコース	 NEWNEW 			 	 	 	 21

	 　	〈改訂版〉食の安心・安全を守る	コンプライアンス	食品表示偽装編		 	 	 21

	 	　	20分で学ぶ	インサイダー取引規制コース		 	 	 	 	 22

	 	　	下請法入門コース		 	 	 	 	 22

	 	　	景品表示法入門コース	 NEWNEW 		 	 	 	 	 22

	 　	知財入門コース	著作権・営業秘密・商標・商号編	 開発中 			 	 	 	 22

	 　	内部統制基本コース	 	 	 	 	 23

	 　	個人情報保護＆情報セキュリティ基本コース	【改正法対応版】		 改訂 		 	 	 	 23

	 　	最新事例で学ぶ	個人情報保護対応コース	【改正法対応版】		 改訂 			 	 	 	 23

	 　	改正法対応！個人情報保護法のポイントコース	 NEWNEW 			 	 	 	 23

	 　	あなたが守る	情報セキュリティコース	【2016-2017年版】		 	 	 	 24

	 　	Your	Compliance:	Information	Security	Course	 多言語〈英〉	 	 24

	 　	 	多言語〈中〉		 	 	 	 	 24
	 	　	知っておきたい	マイナンバー制度	【2017-2018年版】	 改訂 		 	 	 	 	 24

	 　	女性活躍の推進を通じて学ぶダイバーシティコース			 	 	 24

	 　	多様な働き方を考えるダイバーシティ実践コース		 	 	 	 	 25

	 　	LGBTから考えるダイバーシティ推進コース		 	 	 	 	 25

	 　	災害を先読みする	地震災害対応コース		 	 	 	 	 25

	 	　	産業廃棄物の適正処理を学ぶコース	 	 	 	 	 25

	 　	リスクマネジメントコース		 	 	 	 	 26

	 　	職場ハラスメント対応コース		 改訂 		 	 	 	 	 26

	 	　	セクシュアル・ハラスメント防止コース	【2018-2019年版】	 改訂 		 	 	 	 26

	 	　	マタニティハラスメント防止コース		 	 	 	 	 26

	 　	パワー・ハラスメント防止コース	 改訂			 	 	 	 	 27
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37
38
39
40
41

NEWNEW  新コース ／ 改訂  リニューアルコース ／ 開発中  2018年度内開講予定 ／ 多言語〈英〉〈中〉 グローバル（多言語）対応
 　スマホ・タブレット対応 ／ 　 2018年度内スマホ・タブレット対応予定開発中
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に
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に
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て

ビジネススキル

CS（顧客満足）・営業

ビジネス教養

キャリア

労務・メンタルヘルス

※開発中のコースの名称は変更になる場合があります。

	 		〜	　　事例で学ぶ	すぐに使える声かけ編／　上手な聴き方編／　休業・復職対応編		 	 27

	 　	心の健康を守る組織のコミュニケーション		 		 	 	 	 28

	 　	マネジャーのための労務管理基本コース【2018年版】	 改訂 	※		 	 	 	 	 28

	 		〜	　マネジャーのための労務管理基本シリーズ
	 開発中 労務管理の考え方と法律編	 開発中／開発中 労働時間管理と健康編	 開発中／開発中 働きやすい職場環境づくり編	 開発中 		 29

	 　	経営品質入門コース			 	 	 	 	 29

	 　	法人営業入門コース			 	 	 	 	 30

	 　	ソリューション提案コース［顧客分析編］			 	 	 	 	 30

	 　		　	クレーム対応基本コース	／　	クレーム対応実践コース		 	 	 30

	 　	今からはじめるキャリアベーシックコース		 	 	 	 	 31

	 　	仕事の心がまえコース	 NEWNEW 		 	 	 	 	 31

	 　	ビジネスマナー基本コース／　		Basic	Course	for	Business	Manners	 多言語〈英〉／
	 　		 	 多言語〈中〉		 31
	 		〜	　エッセンス＆ドリルで確認！仕事の基本シリーズ
	 　	「電話応対編」／　「敬語編」／　「訪問・応対編」／　「文書作成編」／　「ホウ・レン・ソウ編」／
	 　	「時間管理編」／　「PDCA編」	 開発中 		 	 	 33

	 		〜	　早わかり	部門の仕事シリーズ
	 　	「人事部」／　「総務部」／　「経営企画部」／　「経理部」／　「お客様相談室」		 	 35

	 　	　	「仕事の覚え方」基本コース	／　		「仕事の教え方」基本コース	 	 	 	 36

	 　	人を動かすプラン＆プレゼンテーション基本コース			 	 	 	 36

	 　	事務ミスゼロのための仕事の小ワザ20のスキル		 	 	 	 	 36

	 　	定時に帰る！仕事術	 開発中 		 	 	 	 	 37

	 　	ケースで学ぶ	ビジネス計数コース	【2017-2018年版】	 改訂 		 	 	 	 	 37

	 　		　	〈新訂版〉企業会計ベーシックコース	／　	〈新訂版〉企業会計アドバンスコース	 	 37

	 　	決算書が読めるコース	 NEWNEW 		 	 	 	 	 38

	 　	メンタリング入門コース	 	 	 	 	 38

	 　	〈新訂版〉ビジネス・コーチング基本コース	 	 	 	 	 38

	 　	ロジカル・シンキング基本コース		 	 	 	 	 38

	 　	論理的思考力ステップアップコース	 	 	 	 	 39

	 　	問題解決の基本コース	 	 	 	 	 39

	 　	リーダー・マネジャーのための課題解決基本コース		 	 	 	 	 39

	 　	問題解決の基本コース（QC七つ道具によるデータ分析・活用編）	 	 	 39

	 　	ゲーム理論の基本がわかるコース	 NEWNEW 		 	 	 	 	 40

	 	　	コンフリクト・マネジメント入門コース		 	 	 	 	 40

	 　		　		「伝える力」スキルアップコース／　	「自己アピールする力」スキルアップコース	 	 40

	 　	自分らしさを活かした対人能力向上コース	 	 	 	 	 41

	 　	ファシリテーション基本コース		 	 	 	 	 41

	 　	実践！「やる気」アップ15のスイッチ		 	 	 	 	 41

	 　	レジリエンスの鍛え方基本コース	 NEWNEW 		 	 	 	 	 41

	 　	アンガーマネジメント基本コース	 開発中 		 	 	 	 	 42

	 		〜	　　	ビジネスに活かす論語	入門コース／　名言編	／　道標編	 	 	 	 42

	 　	ビジネスに活かす孫子の兵法	戦略入門編	 	 	 	 	 43

	 　	身近な経済のしくみがわかるコース	 NEWNEW 		 	 	 	 	 43

	 　	グローバル・コミュニケーション入門コース	 	 	 	 	 43

42 44
45
46

4947

50
51
52
4553 54

55

56
57

6458

開発中

6965

71 716670
72
73
74 開発中

75
76 77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
7688 89
90
91
92
93
94 開発中

9795
98
99
100

※「マネジャーのための労務管理基本シリーズ」の新規開講に伴い、「マネジャーのための労務管理基本コース【2018年版】」は2018年12月の申し込みを最終として、廃講予定です。
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NEWNEW  新コース ／ 改訂  リニューアルコース ／ 開発中  2018年度内開講予定 ／ 多言語〈英〉〈中〉 グローバル（多言語）対応
 　スマホ・タブレット対応 ／ 　 2018年度内スマホ・タブレット対応予定開発中

PCスキル

語学

PCスキル

語学

	 　Windows	7	基本編	 	 	 	 	 44
	 　Office	2003と2010	機能比較編	 	 	 	 	 44
	 　　Word	2010	基本編／活用編		 	 	 	 	 44
	 　　Excel	2010	基本編／活用編		 	 	 	 	 45
	 　　PowerPoint	2010	基本編／活用編		 	 	 	 	 45
	 　Access	2010	基本編		 	 	 	 	 45

	 　Windows	8	基本編		 	 	 	 	 46
	 　　Word	2013	基本編／活用編		 	 	 	 	 46
	 　　Excel	2013	基本編／活用編		 	 	 	 	 47
	 　　PowerPoint	2013	基本編／活用編		 	 	 	 	 47

	 	　	かんたん学習！Windows10	 NEWNEW 		 	 	 	 	 48
	 	　	かんたん学習！Word	2016	 NEWNEW 		 	 	 	 	 48
	 	　	かんたん学習！Excel	2016	 NEWNEW 		 	 	 	 	 48
	 	　	かんたん学習！Power	Point	2016	 NEWNEW 		 	 	 	 	 48

	 　　Word	得テクニック70選	〈Office	2003対応〉	／〈Office	2007〜 2013対応〉	 	 49
	 　　Excel	得テクニック70選	〈Office	2003対応〉	／〈Office	2007〜 2013対応〉	 	 49

101
102
103 104
105 106
107 108
109

110
112111

113 114
115 116

117
118
119
120

121 122
123 124

	 	　	〈新訂版〉梁先生と学ぼう	初級ビジネス中国語		 	 	 	 	 50
	 　	グロービッシュ式　らくらく英語		 	 	 	 	 50
	 　　　	「グロービッシュ式」上級編	ビジネスシーンで使える実践英会話1	・2		 50
	 	　	「おもてなし」の心を伝える英会話コース		 	 	 	 	 51
	 　	TOEIC®ミニ模試	30分スコア測定		 	 	 	 	 51
	 　	TOEIC®	Listening＆Reading	Test	ミニ模試		〈新形式対応〉	 NEWNEW 		 	 	 51
	 　　　TOEIC®	模試	第1回／　第2回	腕試し＆直前対策			 	 52
	 　TOEIC®	模試	〈新形式対応〉		 	 	 	 	 52
	 		〜	　　TOEIC®	テスト	スコアアップ	470点	／　600点	／　730点		 	 53

125
126

128127
129
130
126131

133127132
134

137135

※			PCスキルと語学は、［全コース］、［マネジメント系］、［技術・技能系］のいずれのライブラリでも利用可能です。
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生産管理

電気・制御

設備保全

問題集

鉄道

ヒューマンエラー

バルブ・配管

安全

化学

ご
利
用
方
法
・

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

お
申
込
に
つ
い
て

	 　IEによる現場マネジメント基本コース	 	 	 	 	 54
	 　Basic	course	for	Genba(fieldwork)	management	through	IE	 多言語〈英〉／　 	 多言語〈中〉		 54
	 	　生産現場の基礎QCD、安全・環境編	／　The	Basics	of	the	Manufacturing	Site	 多言語〈英〉		 54

	 	　電気の基礎コース／	　Basic	Electricity	Course		 多言語〈英〉		 	 	 	 	 55
	 　電気の基礎コースⅡ（交流回路編）	 	 	 	 	 55
	 　電気の基礎コースⅢ（三相交流編）	 	 	 	 	 55
	 	　設備の基礎コース	電気編	 	 	 	 	 56
	 　電気設備の基礎コース	 	 	 	 	 56
	 　絶縁抵抗測定コース／接地抵抗測定コース	 	 	 	 	 56
	 　新・シーケンス制御の基礎コース（新JIS対応）	 	 	 	 	 57
	 　シーケンス制御の基礎コースⅡ（タイムチャート編）	 	 	 	 	 57
	 　シーケンス制御のトラブルシューティング基礎コース	 	 	 	 	 57
	 　プログラマブルコントローラの基礎コース	 	 	 	 	 57
	 　電気の保全コース	 	 	 	 	 58
	 　設備の基礎コース	計装・制御編	 	 	 	 	 58
	 	　制御の基礎コース（PID制御編）／　Control	Basics	Course	 多言語〈英〉	 NEWNEW 		 	 	 58
	 　計装の保全コース	 	 	 	 	 58
	 	〜	　電験3種合格講座　理論の要点／電力の要点／機械の要点		 	 59

	 　蒸留の基礎コース	／	　Distillation	Basics	Course	 多言語〈英〉	 NEWNEW 		 	 	 	 59
	 　伝熱の基礎コース	／	　Heat	Transfer	Basics	Course	 多言語〈英〉	 NEWNEW 			 	 60
	 	　反応の基礎コース	／	　Reactions	Basics	Course	 多言語〈英〉	 NEWNEW 		 	 	 	 60
	 	　ポンプの基礎コースⅠ／　Pump	Basics	CourseⅠ	 多言語〈英〉	 NEWNEW 		 	 	 	 60
	 	　ポンプの基礎コースⅡ（運転・保守管理編）／　Pump	Basics	CourseⅡ	 多言語〈英〉	 NEWNEW 		 	 60
	 	　圧縮機の基礎コースⅠ（往復動圧縮機編）／　Compressor	Basics	CourseⅠ	 多言語〈英〉	 NEWNEW 		 61
	 	　圧縮機の基礎コースⅡ（遠心圧縮機編）／　Compressor	Basics	CourseⅡ	 多言語〈英〉	 開発中 		 61

	 　設備の基礎コース	機械要素編	 	 	 	 	 61
	 　設備の基礎コース	回転機器編	 	 	 	 	 61
	 　機械要素の保全コース	 	 	 	 	 62
	 　回転機器の保全コース	 	 	 	 	 62
	 　振動法による設備診断技術コース	 	 	 	 	 62
	 　Diagnosis	of	Rotating	Machinery　（回転機器の診断）	 多言語〈英〉		 	 	 62
	 　シール技術コース	 	 	 	 	 63
	 　油空圧機器の保全コース	 	 	 	 	 63
	 　腐食・防食技術コース	 	 	 	 	 63
	 　潤滑技術コース	 	 	 	 	 63
	 　回転機器の心出し調整コース	 	 	 	 	 64
	 　ボルト・ナットの締付け調整コース	 	 	 	 	 64
	 　軸受の組立調整コース	 	 	 	 	 64
	 　回転機器のバランス調整コース	 	 	 	 	 64

	 　バルブコース（上）、（下）	 	 	 	 	 65
	 　配管補修コース（上）、（下）	 	 	 	 	 65

	 	〜	　設備保全・設備基礎実力診断問題集	 	 	 	 	 66
　　　	　		機械要素編／回転機器編／油空圧機器編／電気編／計装・制御編	

	 　熱傷薬傷災害の安全知識コース	 	 	 	 	 67
	 　爆発火災の安全知識コース	 	 	 	 	 67
	 　はさまれ・巻き込まれ災害の安全知識コース	 	 	 	 	 67
	 　電気災害の安全知識コース	 	 	 	 	 67

	 　ヒューマンエラー防止のための	要因分析コース／エラー自己抑制コース	 68

	 　電子連動装置コース（Ⅰ）	 	 	 	 	 68

138

121121139

140
141
142
143
00144

146145
00147
00148
00149
00150
151
133152
00134153
154
155 157

153133147158
133147159
141140134160 開発中

142140134161 開発中

143140134162 開発中

144140134163 開発中

145140134164 開発中 開発中

165
166
167
168
169
170
171
172
173
174
175
176
177
178

180179
182181

183 187

188
189
190
191

193192

194

※開発中のコースの名称は変更になる場合があります。

技術・技能系
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若 手 中 堅 管 理 者若 手 中 堅 管 理 者

マ ネ ジ メ ン ト 系

マネジメント
全般

戦略・
マーケティング

目標管理・
人事評価

CSR・
コンプライアンス

CS（顧客満足）・
営業

キャリア

ハラス
メント

メンタル
ヘルス

労務
管理

労
務
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

組織

ビジネス
基礎・
マナー

財務・
会計

ビジネス教養

育成

問題・
課題解決

ヒューマン
スキル

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル

「仕事の覚え方」基本コース70

仕事の心がまえコース56 NEW

〈新訂版〉
企業会計ベーシックコース

76 〈新訂版〉
企業会計アドバンスコース

77

人を動かすプラン＆プレゼンテーション基本コース72

事務ミスゼロのための仕事の小ワザ20のスキル
定時に帰る！仕事術

73
74 開発中開発中

ケースで学ぶ ビジネス計数コース 【2017-2018年版】75 改訂

「仕事の教え方」基本コース71

メンタリング入門コース79 〈新訂版〉ビジネス・コーチング基本コース80

ビジネスマナー基本コース
Basic Course for Business 
Manners
商务礼仪基本课程

多言語〈英〉

多言語〈中〉

57

エッセンス＆ドリルで確認！仕事の基本シリーズ
　「電話応対編」／　 「敬語編」／　 「訪問・応対編」／　 「文書作成編」
　「ホウ・レン・ソウ編」／　 「時間管理編」／　  「PDCA編」　開発中

～58 64

開発中

ビジネスに活かす論語 入門コース／　 名言編／ 　道標編～95 97
98 ビジネスに活かす孫子の兵法 戦略入門編

グローバル・コミュニケーション入門コース100

身近な経済のしくみがわかるコース99 NEW

「伝える力」スキルアップコース
「自己アピールする力」スキルアップコース

88
89

自分らしさを活かした対人能力向上コース90

実践！「やる気」アップ15のスイッチ92

レジリエンスの鍛え方基本コース93 NEW

アンガーマネジメント基本コース94 開発中 開発中

ファシリテーション基本コース91

コンフリクト・マネジメント入門コース87

ロジカル・シンキング基本コース
論理的思考力ステップアップコース
問題解決の基本コース
問題解決の基本コース（QC七つ道具によるデータ分析・活用編）
ゲーム理論の基本がわかるコース

81
82
83
85
86 NEW

リーダー・マネジャーのための
課題解決基本コース

84

※開発中のコースの名称は変更になる場合があります。

今からはじめるキャリアベーシックコース55

事例で学ぶ  すぐに使える声かけ編／　 上手な聴き方編／　 休業・復職対応編  ～42 44

マネジャーのための職場の
メンタルヘルスケア基本コース

40自分のためのメンタルヘルスケア基本コース41

心の健康を守る組織のコミュニケーション45

リスクマネジメントコース35

上級管理者コース02 NEW

ステークホルダーからみたMBA早わかりコース 03

CSR（企業の社会的責任）の基本早わかりコース
企業倫理・コンプライアンス基本コース
職場のコンプライアンスステップアップコース 
最新事例に学ぶ 企業倫理・
コンプライアンス実践コース 【2016-2017年版】
組織風土を考える 企業倫理・コンプライアンスコース
企業倫理・コンプライアンス リスク感度アップコース 
〈改訂版〉食の安心・安全を守る
コンプライアンス 食品表示偽装編
20分で学ぶ インサイダー取引規制コース
下請法入門コース
景品表示法入門コース
知財入門コース 著作権・営業秘密・商標・商号編

13
14
15
16

17

19

21
20

22
23

25
26
27
28

18

24

31
30

32
33
34

改訂

改訂

改訂

多言語〈英〉

多言語〈中〉您需依循的信息安全课程
29

内部統制基本コース
個人情報保護＆情報セキュリティ基本コース 【改正法対応版】
最新事例で学ぶ 個人情報保護対応コース 【改正法対応版】
改正法対応！個人情報保護法のポイントコース
あなたが守る 情報セキュリティコース 【2016-2017年版】
Your Compliance: Information Security Course

知っておきたい マイナンバー制度 【2017-2018年版】
女性活躍の推進を通じて学ぶダイバーシティコース 
多様な働き方を考える ダイバーシティ実践コース
LGBTから考えるダイバーシティ推進コース
災害を先読みする 地震災害対応コース
産業廃棄物の適正処理を学ぶコース

NEW

NEW

開発中

NEW

開発中

マネジメントの基本コース
Basic Management Course 多言語〈英〉

01

メンバーのための目標管理基本コース09 目標によるマネジメント基本コース 
人事評価の基本コース
職能資格制度編
人事評価の基本コース
コンピテンシー・行動ベース評価編 

11

12

10

経営品質入門コース50

法人営業入門コース51

ソリューション提案コース［顧客分析編］52

クレーム対応基本コース53

クレーム対応実践コース54

職場ハラスメント対応コース
セクシュアル・ハラスメント防止コース 【2018-2019年版】
マタニティハラスメント防止コース

36

パワー・ハラスメント防止コース39 改訂

37 改訂

改訂

38

早わかり 部門の仕事シリーズ
　「人事部」／　「総務部」／　「経営企画部」／　「経理部」／　「お客様相談室」

～65 69

チームマネジメント基本コース            リーダーシップ発揮のための7ステップ
ケースで学ぶ 組織・人材マネジメントコース 【2017-2018年版】06

0504
改訂

ケースで学ぶ 経営戦略コース 【2017-2018年版】
ケースで学ぶ 戦略マーケティングコース 【2017-2018年版】

07
08

改訂

改訂

決算書が読めるコース78 NEW

マネジャーのための
労務管理基本コース 【2018年版】　　  ※

労務管理の考え方と法律編　　　  
労働時間管理と健康編　　　  
働きやすい職場環境づくり編

46

47 49
改訂

開発中
開発中

開発中

開発中

開発中

開発中

～　　マネジャーのための労務管理基本シリーズ

※「マネジャーのための労務管理基本シリーズ」の新規開講に伴い、「マネジャーのための労務管理基本コース【2018年版】」は2018年 12月の申し込みを最終として、廃講予定です。

eラーニングライブラリRコースマップ
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若 手 中 堅 管 理 者若 手 中 堅 管 理 者

マ ネ ジ メ ン ト 系

マネジメント
全般

戦略・
マーケティング

目標管理・
人事評価

CSR・
コンプライアンス

CS（顧客満足）・
営業

キャリア

ハラス
メント

メンタル
ヘルス

労務
管理

労
務
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

組織

ビジネス
基礎・
マナー

財務・
会計

ビジネス教養

育成

問題・
課題解決

ヒューマン
スキル

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル

「仕事の覚え方」基本コース70

仕事の心がまえコース56 NEW

〈新訂版〉
企業会計ベーシックコース

76 〈新訂版〉
企業会計アドバンスコース

77

人を動かすプラン＆プレゼンテーション基本コース72

事務ミスゼロのための仕事の小ワザ20のスキル
定時に帰る！仕事術

73
74 開発中開発中

ケースで学ぶ ビジネス計数コース 【2017-2018年版】75 改訂

「仕事の教え方」基本コース71

メンタリング入門コース79 〈新訂版〉ビジネス・コーチング基本コース80

ビジネスマナー基本コース
Basic Course for Business 
Manners
商务礼仪基本课程

多言語〈英〉

多言語〈中〉

57

エッセンス＆ドリルで確認！仕事の基本シリーズ
　「電話応対編」／　 「敬語編」／　 「訪問・応対編」／　 「文書作成編」
　「ホウ・レン・ソウ編」／　 「時間管理編」／　  「PDCA編」　開発中

～58 64

開発中

ビジネスに活かす論語 入門コース／　 名言編／ 　道標編～95 97
98 ビジネスに活かす孫子の兵法 戦略入門編
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「伝える力」スキルアップコース
「自己アピールする力」スキルアップコース
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89

自分らしさを活かした対人能力向上コース90

実践！「やる気」アップ15のスイッチ92
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82
83
85
86 NEW

リーダー・マネジャーのための
課題解決基本コース

84

※開発中のコースの名称は変更になる場合があります。

今からはじめるキャリアベーシックコース55
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07
08

改訂

改訂

決算書が読めるコース78 NEW

マネジャーのための
労務管理基本コース 【2018年版】　　  ※

労務管理の考え方と法律編　　　  
労働時間管理と健康編　　　  
働きやすい職場環境づくり編

46

47 49
改訂

開発中
開発中

開発中

開発中

開発中

開発中

～　　マネジャーのための労務管理基本シリーズ

※「マネジャーのための労務管理基本シリーズ」の新規開講に伴い、「マネジャーのための労務管理基本コース【2018年版】」は2018年 12月の申し込みを最終として、廃講予定です。
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初 級 中 級 上 級

※開発中のコースの名称は変更になる場合があります。

若 手 中 堅 管 理 者

技 術 ・ 技 能 系PC スキル

Windows

Office

初 級 中 級 上 級

中
国
語

〈新訂版〉梁先生と学ぼう
初級ビジネス中国語

125

Office 2003と2010 機能比較編102

Word 2010 基本編
Word 2013 基本編
かんたん学習！Word 2016

103
111
118 NEW

Excel 2010 基本編
Excel 2013 基本編
かんたん学習！Excel 2016

105
113
119 NEW

PowerPoint 2010 基本編
PowerPoint 2013 基本編
かんたん学習！PowerPoint 2016

107
115
120 NEW

Word 　 テクニック70選〈Office2003対応〉
  〈Office2007～2013対応〉

121 122

Excel 　 テクニック70選〈Office2003対応〉
 〈Office2007～2013対応〉

123 124

Windows 7 基本編
Windows 8 基本編

101
110

かんたん学習！Windows 10117 NEW 生産管理

電気・制御

化学

設備保全

バルブ・配管

問題集

安全

鉄道

ヒューマン
エラー

　 絶縁抵抗測定コース／接地抵抗測定コース
新・シーケンス制御の基礎コース（新JIS対応）
シーケンス制御の基礎コースⅡ（タイムチャート編）

145 146
147
148

蒸留の基礎コース／　 Distillation Basics Course
伝熱の基礎コース／　 Heat Transfer Basics Course
反応の基礎コース／　 Reactions Basics Course
ポンプの基礎コースⅠ／　 Pump Basics CourseⅠ
ポンプの基礎コースⅡ（運転・保守管理編）／　 Pump Basics CourseⅡ
圧縮機の基礎コースⅠ（往復動圧縮機編）／　 Compressor Basics CourseⅠ
圧縮機の基礎コースⅡ（遠心圧縮機編）／　 Compressor Basics CourseⅡ

158
159
160
161
162
163
164

多言語〈英〉

多言語〈英〉

多言語〈英〉

多言語〈英〉

多言語〈英〉 開発中

多言語〈英〉

多言語〈英〉

開発中

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW開発中

開発中

開発中

開発中

開発中

機械要素の保全コース
回転機器の保全コース
振動法による設備診断技術コース
 Diagnosis of Rotating Machinery（回転機器の診断）
シール技術コース
油空圧機器の保全コース
腐食・防食技術コース
潤滑技術コース

167
168
169
170
171
172
173
174

多言語〈英〉

電子連動装置コース（Ⅰ）194

～      設備保全・設備基礎実力診断問題集
機械要素編　       回転機器編　      油空圧機器編
電気編　       計装・制御編

183 187
183
186

184 185
187

電気の保全コース151

計装の保全コース154

電気の基礎コース／　 Basic Electricity Course 多言語〈英〉140

設備の基礎コース 電気編143

設備の基礎コース 計装・制御編152

設備の基礎コース 機械要素編／回転機器編165 166

ヒューマンエラー防止のための要因分析コース
ヒューマンエラー防止のためのエラー自己抑制コース

192
193

熱傷薬傷災害の安全知識コース はさまれ・巻き込まれ災害の安全知識コース
爆発火災の安全知識コース 電気災害の安全知識コース

188
189

190
191

制御の基礎コース（PID制御編）
Control Basics Course

153
多言語〈英〉 NEW

回転機器の心出し調整コース
ボルト・ナットの締付け調整コース
軸受の組立調整コース
回転機器のバランス調整コース

175
176
177
178

バルブコース（上）・（下）179 180 181 182 配管補修コース（上）・（下）

電気設備の基礎コース144

電気の基礎コースⅡ（交流回路編）
電気の基礎コースⅢ（三相交流編）

141
142

電験3種合格講座 理論の要点／電力の要点／機械の要点155 157～

シーケンス制御の
トラブルシューティング基礎コース
プログラマブルコントローラの基礎コース

149

150

英
語

ビ
ジ
ネ
ス
英
会
話

T
O
E
I
C

語 学

「おもてなし」の心を伝える英会話コース129

TOEIC®ミニ模試 30分スコア測定130

TOEIC® Listening & Reading Test ミニ模試 〈新形式対応〉 131 NEW

グロービッシュ式 らくらく英語126

　 TOEIC®模試 第1回／　 第2回 腕試し&直前対策
TOEIC®模試 〈新形式対応〉 

132 133
134

TOEIC®テスト
スコアアップ470点

TOEIC®テスト
スコアアップ600点

TOEIC®テスト
スコアアップ730点

135 136 137

「グロービッシュ式」 上級編
ビジネスシーンで使える実践英会話1・2

127 128

Word 2010 活用編
Word 2013 活用編

104
112

Excel 2010 活用編
Excel 2013 活用編

106
114

PowerPoint 2010 活用編
PowerPoint 2013 活用編

108
116

Access 2010 基本編109

IEによる現場マネジメント基本コース
Basic course for Genba (fieldwork) 
management through IE
通过IE开展现场管理的基础课程
生産現場の基礎 QCD、安全・環境編
The Basics of the Manufacturing Site

多言語〈英〉
多言語〈中〉

138

139
多言語〈英〉

eラーニングライブラリRコースマップ
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学習風土を醸成する

●自己啓発支援の現状 ●企業内教育のトレンド

eラーニングライブラリを導入すれば、
自ら学習するしくみが整います。

eラーニングライブラリなら、
全社一斉教育も手軽に始められます。

しくみができるから
学習意識が高まる

po
int

コストダウンをンン
実現する

限られた教育予算を、
より効果的に
活用できる

po
int

21,000円/
eラーニングライブラリ

1人当たりの年間教育予算

（％）

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000

1人当たりの教育訓練費用と自己啓発支援費用

（円）

　厚生労働省「平成28年度能力開発基本調査結果」より

全体重視　　全体重視に近い　　選抜に近い　　選抜重視　　不明

e でできること

eラーニングライブラリは、「全コース」「マネジメント系」「技術・技能系」の３つのライブラリと
194コースのラインナップにより、学習目的に応じてコース選択できるので、ライブラリの
導入と同時に、自ら学習するしくみが整います。

自己啓発を実施した正社員は４割強。 選抜して能力を高めるよりも、全体の能力アップを重視する
割合が増えています。

自己啓発を実施した正社員の状況と
自己啓発支援制度利用者の割合

「選抜重視」or「全体重視」（正社員）

平成28年
（2016）

0 10 20 30 40 50

平成28年
（2016）

eラーニングライブラリは、１年間いつでも、どこでも、何度でも学習可能。旅費や交通費、会場費といったコストが発生しないため、低価格で
社員教育を実施できます。同一テーマ、多人数の研修などにおいて、その価格メリットは歴然です。

●1人当たりの教育訓練費用
社員１人当たりの教育訓練費用は年間21,000円。eラーニングライ
ブラリを利用すれば、必須の教育メニュー（137コース）がわずか
4,277円※で学べ、限られた教育予算を有効に使えます。

※マネジメント系ライブラリ100名利用１人当たりの価格（消費税込み）

平成28年
（2016）

自己啓発を実施した正社員 　 うち、費用援助を受けた正社員
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デザイン
思考

2018年 下期STARTNEW!

“知っているようで知らないこと”
ありませんか？

知って得する3分シリーズ
（仮称）

社会人なら最低限、知っておきたい
ビジネス・キーワードを3分間で確実に学ぶ教材です。

※開発中のため、開講時期・コース名・教材内容等は変更になる場合があります。

• 情報・通信（ブロックチェーン、ビットコイン）
• 戦略・ビジネス（SWOT分析）
• 思考・マインド（アドラー心理学）　　 ...etc

開講予定の
コース

• 「わからない単語ばかりで、
　 話の内容が頭に入ってこない…」
• 「お客様との商談前、話のネタに悩んでいる…」
• 「昇格試験に備えて、キーワードのポイントを勉強したい」

こんな
あなたに

GDP

ブロック
チェーン

AI

IR

IoT

ビット
コイン

コーチング

働き方
改革

マネタイズ
リカレント
教育

アドラー
心理学

SWOT分析
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eラーニング活用に関する調査
＜調査概要と結果について＞
調査対象： 日本全国の主要法人から抽出した企業等の教育担当者
調査方法： ネットリサーチ方式
回収票数： 296票
調査期間： 2017年9月1日～11月13日の約２ヶ月間（一部抜粋）

1 「約８割」がｅラーニングを実施　

■前回調査と比較すると、横ばい状況であり、
約8割の実施が定着傾向である。

「79.1％」の企業がｅラーニングを実施。

2 ｅラーニングの対象者は
「全社員」が約７割

■前回調査と傾向は変わっていない。

ｅラーニング実施企業におけるｅラーニング
の対象者は、「全社員」が66.2％で、業種・従
業員規模にかかわらずトップとなっている。

3

4

導入形態は
「全社員対象の一斉教育」が約６割

■前回調査より「一斉教育」は約10ポイント増、
｢福利厚生制度の一環｣は約13ポイント増で、
“働き方改革”による影響が考えられる。

具体的な導入形態は「全社員対象の一斉教育」
が59.4％。「福利厚生制度の一環」が16.2%。

教育テーマは
「コンプライアンス」が約７割

■「コンプライアンス」は、
　 前回調査から約11ポイント増加している。

実施している教育テーマは「コンプライアンス」
「個人情報保護、情報セキュリティ」｢メンタルヘル
ス､ハラスメント」の順。社会状況を反映している。

5

6 学習可能時間は「就業時間内、
就業時間外、どちらも可」が53.4％

■「制度（必修）コースのみ、就業時間内も可」は
　 前々回、前回調査から増加傾向。

学習可能時間は、「就業時間内、就業時間外、どち
らも可」が過半数だが、他の選択肢では「就業時間内」
が増えている。“働き方改革”による労働時間管理の
適正化の影響が反映されていると考えられる。

7

8

受講率・修了率向上のための
工夫は「必修または推奨コースの設定」

■前回調査より約3ポイント増加している。

受講率・修了率向上のための工夫は「必修または
推奨コースの設定」が 65.4％。e ラーニング活用
にあたっての工夫が浸透し定着傾向。

使用機器は「職場のＰＣ」が90.6％
「個人のＰＣ」が62.0％

■前回調査より「スマホ、タブレット」が7～8％増加。

学習時の使用機器は、「職場のＰＣ」が90.6％、前
回調査と傾向は変わっていないが、「スマホ、タブレ
ット」（個人、職場とも）が増加している。eラーニング
活用の定着により、すき間時間活用の傾向が表れて
いる。

ｅラーニング活用のために期待
することは、「コースラインナップ
の充実」

■前回調査より8ポイント増加している。

ｅラーニング活用のために期待することとして、
最も多くあげられたのが、「コースラインナップの
充実」で77.8％。

2017年度調査（N=296)

2015年度調査（N=360)

2013年度調査（N=706)
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導入事例１

eラーニングコースを体系化し、
3ヵ年継続教育計画を策定

▼ランク（階層）別教育体系図

活用事例からわかる

3つの課題と活用方法

1. 主に必修分野の設定による全員受講+自己啓発の併用
2. 集合研修の事前・事後課題
3. 主に自己啓発による受講+階層別注目コース設定など

一斉教育 制度受講 自己啓発

活用方法

平等な教育機会の提供 組織の底上げ
階層別教育、昇格要件 学習風土の醸成

1課題 2課題 3課題

評価者自身の
くせや特性把握

事前学習でeラーニングを活用
集合研修は1日でコンパクトに

※利用コース：『人事評価の基本コース』

「評価傾向フィードバッ ク」 「人事評価研修」

討議と実践訓練中心
集まる価値のある研修に

導入の背景

導入事例２

研修の効率化、制度定着化のため、
人事評価の基本をeラーニングで教育・定着

導入理由 

実施概要 

導入の背景

導入事例３

eラーニングで基礎力を養い、スムーズな技術伝承を促進

導入理由 

実施概要 

※詳細は弊社営業担当者より配布しております『eラーニングライブラリ』活用事例をご参照ください。

● 人材戦略の刷新に取り組むため、研修の効率化、制度定着化の手段を探していた。

● 人事評価の均質化、能力向上のため。
● 集めなくても学べるものは、ｅラーニングで事前学習してもらうことで、集まってやるだけの価値がある研修にするため。

● 読まれない「人事制度マニュアル」の配布ではなく、見て実感するｅラーニングで学習する。
● 基本知識は理解度テストでしっかりチェックする。
● 制度の核となる目標管理の基本も合わせてｅラーニングで学習する。

●人材教育に割く時間がなく、また、教える人材の不足から、若手技術者の現場
スキルの低下が課題として浮き彫りになった。

● ビジュアルで感覚的に理解しやすい内容になっていること。
●必要なときに何度でも繰り返しトレーニングできるため、OJTの補完教育に最適で
あった。

● 技能要件定義に基づき、コースをピックアップした。
● 現場ごとに手挙げ方式で学習を開始した。

ト
ン
メ
ス
セ
ア

修
研
合
集

研修前:
・人事評価の基本知識の理解
・自社人事制度の理解
・評価スキルの向上

研修後: さらに、職場に帰ってライブラリで振返り

1514

導入の背景

● 計画的な教育を実施するため、教育体系を整備する
ことになった。体系化にあたって、ベースとなる知識・
スキルを網羅的に提供できる手段を探していた。

導入理由 

● 基礎力アップにつながるベーシック教育を提供する
手段として、幅広い区分とテーマを持つ、eラーニング
ライブラリに注目。

実施概要 

● 

● 

教育テーマを「全社テーマ」「マネジメント」「問題解
決」「コミュニケーション」「自己啓発」の５つに分類
し、社員のミッション・ジョブランク別に3年間で履修
すべきコースを指定した。

10月1日を開始日とし、翌年9月30日までを区切り
として、以降1年ごとに更新を検討する。

実施後の評価・成果 

● 全社員に学ぶべきテーマの道筋を示すことができ、
会社が求める人材像や能力が、明確に提示できた。

eラーニングライブラリ

HPにも掲載しています。http://www.jmam.co.jp/hrm/elearning_lib/jirei/itiran.html
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各コースのご案内

コース案内の見方

マネジメント系ライブラリ　P17～ PCスキル　P44～ 語学　P50～ 技術・技能系ライブラリ　P54～

各コースの情報は下の例のように表示されています。

テスト F  ： 各コース２回

カリキュラム

動画はこちら！

❶ マネジャーは何をなすべきか
❷ 業務をマネジメントするために
❸ 人をマネジメントするために
❹ マネジャーの役割を推進するために

POINT
これからのマネジャーのあるべき姿を示し、マネジメン
トのレベルアップを図ります。

受講対象者 管理者（新任・既任）およびその候補者

最短実行時間 50分 想定学習時間 5時間

人を活かし、成果に結びつける01

マネジメントの基本コース
NEW Basic Management Course

　多言語 英 

コース名：
コースの正式名称。
受講申込の際は、
こちらの正式名称を
ご使用ください。

コース番号：
各コースにふられている
通し番号。

想定学習時間：
コース内の課題対応を
含み、学習開始から
終了までにかかる目安
となる時間。

QR コード：
スマートフォン、タブレット
端末でご利用ください。
詳しい情報や、教材の一部
を体験できます。

コースイメージ（多言語）：
実際に学習するコース画面。

テスト数：
事後テスト（レポート問題）
の数。

出題形式：
　  （Fix：固定）毎回、同じ問題を固定で出題。
　  （Random：ランダム）問題の一部または問題の順番が
　  入れ替わるランダム出題。

最短実行時間：
コースのナレーション
（音声）総時間。
問題やワークシートに
取り組む時間は含みません
（音声のないコースは270 
文字／分で計算）。

カリキュラム：
学習コースの目次立て。

コースイメージ：
実際に学習するコース画面。

受講対象者：
受講をお勧めしたい対象
者（職種・階層など）。

マネジメントの基本コース

Basic Management
Course

F
R

 アイコン
（下記説明参照）

 アイコン
（下記説明参照）

 アイコン

英多言語　英 中  　　英語対応  　　中国語対応中

２０１8年度内開講予定スマホ
開発中

新コースNEW

リニューアル改 訂

２０１8年度内開講予定開発中

スマホ・タブレット対応スマホ

コース管理番号V＊＊

16

VDD

VFU



学習イメージ動画や受講者の声は、各コースのQRコードから確認できます

��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

01 人を׆かし、Ռに݁ͼつける

 スマホ  Ϛネジϝントの基本コース
動画は͜ らͪʂ 動画は͜ らͪʂ

 スマホ #asic .anageNent CoVrse

POINT これからのϚネジϟーのあるき࢟をࣔし、Ϛネジϝントのレベルアップをਤります。

カリキュラム
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❸ 人をマネジメントするために
❹ マネジャーのׂをਪ進するために
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06

05 あらΏる部ॺ・৬छのリーμーにڞ௨するج本を学ぶ

カリキュラム

 スマホ  リーμーシップൃشのたΊの
７ステップ

動画は͜ らͪʂ

プロローグ　人をಈかすしさ
❶ ̨̩̥̚１　૬ޓ理解から始める
❷ ̨̩̥̚２　メンバー参加ܕでビジョンを共༗する
❸ ̨̩̥̚３　ほめるしくみで「やるؾ」をҾき出す
❹ ̨̩̥̚４　効果的なフィードバックでメンバーをҭてる
事の「しくみ化」「見える化」でメンバーを自ཱさせる　５̨̥̩̚ ❺
❻ ̨̩̥̚６　ֶびଓけるνームをͭくる
❼ ̨̩̥̚７　人をಈかすリーμーとしてັ力をຏく

POINT
「自分で動くこと」と「ଞ人を動かすこと」のࠜ本తな
ҧいを理ղします。

受講対象者 ཧऀɺϏδωスϦーμー͓Αͼͦのީิऀ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�̍ճ

ビジネスリーμーのための

カリキュラム

 վ గ  έースで学Ϳ
 スマホ  ৫・ਓࡐϚネジϝントコース

ʲ2017�2018 版ʳ 動画は͜ らͪʂ

基本編
❶ ৫をͭくる：事を進めるみとは
❷ ৫をಈかす：やるؾにさせるためには
❸ 人ࡐを管理する：事を進めるみ・ֻけとは

ケース編
 ケーススタディ

POINT
૪༏Ґੑを高めるための組৫・人ڝ、い組৫をつくりڧ
。ઓུを身につけますࡐ

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠɺಛʹएखʙதࣾݎһ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�̍ճ

04 νームリーμーのための

POINT
νームの֓೦やνームϚネジϝントのॏཁੑ、νームϚ
ネジϝントの۩ମతख法について学ͼます。

カリキュラム

 スマホ  νーϜϚネジϝント基本コース
動画は͜ らͪʂ

❶ 成果をあ͛るνームとは
❷ νームͮくりのためのマネジメント
❸ νームの成のためのマネジメント

受講対象者 ৬場ϦーμーɺϦーμーީิऀɺϚωδϝϯτスλΠϧの変ֵΛ
ཁする৫のཧऀ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̐

テスτ� F �ɿ�̍ճ

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

07 ビジネスリーμーのための

カリキュラム

 վ గ  έースで学Ϳ
 スマホ Ӧઓུコースܦ 

ʲ2017�2018 版ʳ 動画は͜ らͪʂ

基本編
営戦略の基本を知るܦ ❶
❷ 戦略をࡦ定する
❸ 事業構を構ஙする
❹ 戦略を進化させる

ケース編
 ケーススタディ

POINT 。しますײӦઓུのҙٛを実ܦ動における׆業ا

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠɺಛʹएखʙதࣾݎһ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�̍ճ

VHNVH2

VHUVDT



11 実ફతなධՁスΩルを身につける

0908 ඪ理の効Ռを࠷େݶに発شするビジネスリーμーのための

カリキュラムカリキュラム

 վ గ  έースで学Ϳ
 スマホ  ઓུϚーέテΟングコース

ʲ2017�2018 版ʳ

 スマホ  ϝンόーのたΊの
ඪཧ基本コース

動画は͜ らͪʂ動画は͜ らͪʂ

❶ 目標管理って何のため？
❷ ここが؊心ʂ目標設定のポイント
❸ 目標をୡ成するためのみ
❹ さらなるレベルアップのために

基本編
❶ マーケティングとは何か
❷ ୭に：ターήットを決める
❸ 何を：プロμクツにযを当

てる
❹ どのように１：Ձ֨を決める
❺ どのように２：νャネルを作る

❻ どのように３：プロϞーション
を行う

❼ マーケティングの新しい՝題

ケース編
 ケーススタディ

POINT
ඪ理を組৫にとって実効ある੍として定着ͤ͞る
ためのࢧԉπールです。

POINT 。えますߟでചれる仕組みͮくりをࢤ٬ސ

受講対象者 ඪཧ੍Λಋೖ͍ͯ͠るۀاのҰൠࣾһ・৬һ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̐

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠɺಛʹएखʙதࣾݎһ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� F �ɿ�̎ճテスτ� R �ɿ�̍ճ

VAW

カリキュラム

 スマホ  ਓࣄධՁの基本コース
৬能੍֨ࢿ編

動画は͜ らͪʂ

学習イメージ動画や受講者の声は、各コースのQRコードから確認できます

❶ 人事ධՁの意ٛ
❷ 人事ධՁの基本
❸ 人事ධՁのݪଇと実ࡍ
　 ー人事ධՁの３ͭのステップ
❹ 人事ධՁとフィードバック

POINT
人事ධՁのਐめํを理ղし、ج本తなスΩルを身につけ
ます。

��

受講対象者 ཧऀʢ৽・طʣ͓Αͼͦのީิऀ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̐

VHO

テスτ� F �ɿ�̎ճ

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

10 Ռをあげる！

カリキュラム

 スマホ  ඪʹΑる
Ϛネジϝント基本コース

動画は͜ らͪʂ

❶ 目標管理の基本
❷ 目標設定の考え方と方法
❸ メンバーの目標設定ࢦಋ
❹ 目標ୡ成活ಈへの支ԉ
❺ ධՁの考え方と方法

POINT
日ৗのϚネジϝントと࿈動したඪ理を身につけま
す。

受講対象者 ඪཧΛಋೖ͍ͯ͠るۀاのཧऀʢ৽・طʣ͓Αͼͦのީ
ิऀ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̐

テスτ� F �ɿ�̎ճ

VD2 VDR
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15

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

コンプライアンスඞमシリーζᶄ

カリキュラム

 スマホ  ৬のコンプϥΠアンス
ステップアップコース

動画は͜ らͪʂ

業ෆ事の特徴ا日的なࠓ ❶
質に関わる՝題ࢿ人ݸ ❷
❸ ৫ମ質に関わる՝題
❹ おわりに

POINT
組৫、ݸ人として、ਖ਼しい行動をৼりฦり、૬ޓに高め
あ͏৬場ͮくりをめざします。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̏

テスτ� F �ɿ�̍ճ

VE(

14 コンプライアンスඞमシリーζᶃ

カリキュラム

 スマホ ཧ・コンプϥΠアンスྙۀا 
基本コース

動画は͜ らͪʂ

業活ಈとྙ理・コンプライアンスا ❶
❷ 日常活ಈにおけるコンプライアンスの՝題
を乗り越える౻ ❸

POINT
ࣾ会の৴པを֬実なものにする「ا業ྙ理・コンプライ
アンス」について学ͼます。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̏

テスτ� F �ɿ�̍ճ

VDA

13 なͥ？ Ͳのよ͏に？ をΘかりやすくઆ໌

カリキュラム

 スマホ  C4Rʢۀاのࣾ会తʣの基本
ૣΘかΓコース 動画は͜ らͪʂ

❶ CSR（ا業の社会的）とは
❷ CSR の進め方
❸ 社һにとっての CSR

POINT
C4R のҙٛを理ղし、ا業Ձを高める行動にओମత
にࢀՃするҙࣝをৢします。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̏

テスτ� F �ɿ�̍ճ

VDK

12 実ફతなධՁスΩルを身につける

カリキュラム

 スマホ  ਓࣄධՁの基本コース
コンϐテンシー・ߦಈϕース
ධՁ編 動画は͜ らͪʂ

❶ 人事ධՁの意ٛ
❷ 人事ධՁの基本
　 ーコンピテンシーとは
❸ 人事ධՁのݪଇと実ࡍ

ーコンピテンシーධՁの２ͭのステップ
❹ 人事ධՁとフィードバック

POINT
人事ධՁのਐめํを理ղし、ج本తなスΩルを身につけ
ます。

受講対象者 ཧऀʢ৽・طʣ͓Αͼͦのީิऀ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̐

テスτ� F �ɿ�̎ճ

VDS



学習イメージ動画や受講者の声は、各コースのQRコードから確認できます

��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

18 コンプライアンスඞमシリーζᶇ

POINT
クレッシーの「ෆਖ਼のトライアングル」を取りあげ、ෆ事ʢෆਖ਼
行ҝʣのժとなる、ෆਖ਼リスクを回ආするためのํ法を学ͼます。

カリキュラム

 NEW ཧ・コンプϥΠアンスྙۀا 
 スマホ  リスクײアップコース

❶ 身の回りのෆ事のժ（３ͭのෆ正リスク）
❷ リスクײをߴめる

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̍

テスτ� R �ɿ�̍ճ

VIZ
動画は͜ らͪʂ

17 コンプライアンスඞमシリーζᶆ

カリキュラム

 スマホ  ৫෩をߟえる
ཧ・コンプϥΠアンスコースྙۀا

動画は͜ らͪʂ

❶ ෆ事と৫෩
❷ ෆ事の境目と悪しき෩
❸ ৬をৼりฦり、自らできることを考える

POINT
ෆ事のࠜݯとなる「৬場 ŋ 組৫の෩」をݟし、ෆ
事をىこ͞ない෩、ا業Ձを高める෩をߟえます。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�̍ճ

VHS

16 コンプライアンスඞमシリーζᶅ

カリキュラム

 スマホ 学Ϳʹྫࣄ新࠷ 
ཧ・コンプϥΠアンスྙۀا
実践コースʲ2016�2017 版ʳ 動画は͜ らͪʂ

❶ いまコンプライアンスにٻめられること
❷ コンプライアンス活ಈを見直すための５ͭの視
❸ ケーススタディ　࠷新事ྫにֶͿ৬業ྙ理
❹ ৬業ྙ理の実ફに向けて（事ྫアーカイブ）

POINT
ࣾ会からٻめられる「コンプライアンス」とはԿか、「ا業ྙ理」
をΩーワーυに、それをͲのよ͏に実ફするかを学ͼます。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�̍ճ

VEO

19 ਖ਼しい৯දࣔのありํを学ぶ

カリキュラム

 スマホ  〈վ訂版〉৯の҆心・̓ શをकる
コンプϥΠアンス
৯දِࣔ編 動画は͜ らͪʂ

❶ 食表示のِ
～だますͭもりはなかった、いͭものとおりやっただけ～

❷ औりみ、意ࣝをどのようにมえればよいか
～自身の行ಈを見直す、ྫ׳・習׳～

❸ ルールをकる、ルールを理解する
～正しい食表示の考え方にͭいて～

POINT
৯දࣔのِ事݅の事例をとおして、৯を取りѻ͏
ऀとしてのあるき࢟を学ͼます。

受講対象者 ֎৯��த৯ۀ࢈ɺϗテϧɺඦ՟ళɺスーύーなͲͰ৯Λऔりѻ
͏ํ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̍

テスτ� R �ɿ�̍ճ

VHT
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21 ビジネス法務シリーζᶄ

カリキュラム

 スマホ  Լ๏ೖコース

❶ Լ法がٻめる「ެ正なऔҾ」 
❷ これはμメ  ! ケースでֶͿԼऔҾ
❸ まとめ　ެ正なऔҾを行うために

POINT
ؒ࣌で「Լ法」にؔするϙイントを学ͼます。日々の行
動にམとしࠐΉために、身ۙな事例を༻いてղઆをおこな
い、 実ફతな知ࣝの習得をめざします。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ��

テスτ� R �ɿ�̍ճ

動画は͜ らͪʂ

22 ビジネス法務シリーζᶅ

カリキュラム

 NEW දࣔ๏ೖコース スマホܠ   

❶ 景と表示の法を知る
❷ ケースでֶͿ　景表示法

POINT
とは「、ෆなදࣔܠաେな」する੍نදࣔ法がܠ
Ͳのよ͏なものか、事例をަえて学ͼます。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̍

テスτ� R �ɿ�̍ճ

VJX

動画は͜ らͪʂ
VIY

23 ビジネス法務シリーζᶆ

カリキュラム

 ։ൃத  ࡒೖコース　
 スマホ

։ൃத  ஶݖ࡞・Ӧۀൿ ・ີඪ・߸編

❶ 知的࢈ࡒとは
❷ 身ۙな知的ݖ࢈ࡒ「ஶ作ݖ」「営業ൿີ」「標・号」
利৵ݖをͭけようʂ ありがちなؾ ❸

POINT
知తݖ࢈ࡒの֓ཁ、ؔ࿈法の੍ن༰なͲを学ͼ、事
例を௨して「身ۙなݖ利৵」について理ղします。

20 ビジネス法務シリーζᶃ

カリキュラム

 スマホ  20分で学Ϳ
ΠンαΠμーऔҾ੍نコース

❶ インサイμーऔҾとは？ 
❷ こんな࣌がةないʂʂ
　 ケースでֶͿ　あなたが当事者にならないために
❸ まとめ　インサイμーऔҾをぐために

POINT
ؒ࣌で「インαイμー取Ҿ੍ن」にؔするϙイントを学ͼ
ます。日々の行動にམとしࠐΉために、身ۙな事例を༻いて
ղઆをおこない、実ફతな知ࣝ習得をめざします。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ��

テスτ� R �ɿ�̍ճ

動画は͜ らͪʂ
VHW

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 ��ʢ予ఆʣ 想定学習時間 ʢ予ఆʣؒ࣌�

テスτ� R �ɿ�̍ճ

��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

VMH

։発中



26 あらためてػة理ҙࣝを高める！

カリキュラム

 վ గ で学Ϳྫࣄ新࠷ 
 スマホ 対応コースޢਓใอݸ 

ʲվਖ਼๏対応版ʳ 動画は͜ らͪʂ

人報保護に関する問題ݸ ❶
ނ人報औり扱い事ݸ　新事ྫからৼりฦる࠷ ❷

POINT
ނ新事例をৼりฦり、そのリスクと事࠷のނ人ใؔ࿈事ݸ
をىこ͞ないためのݸ人ใの取りѻいについて学ͼます。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̍

テスτ� R �ɿ�̍ճ

学習イメージ動画や受講者の声は、各コースのQRコードから確認できます

��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

27 վਖ਼ݸ人ใอޢ法のप知పఈに !

カリキュラム

 NEW  վਖ਼๏対応！
 スマホ ๏のϙΠントコースޢਓใอݸ 

❶ վ正ݸ人報保護法のキーワード
人報औり扱いのルールݸ ❷

POINT
վਖ਼法のϙイントを中৺に、「ݸ人ใ」を取りѻ͏͏
えで理ղしておくき༰を学ͼます。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̍

テスτ� R �ɿ�̍ճ

25 知ࣝを٧めࠐΉだけでใ࿙えいはげますか ! 

カリキュラム

 վ గ ใηΩュリテΟ&ޢਓใอݸ 
 スマホ  基本コースʲվਖ਼๏対応版ʳ 動画は͜ らͪʂ

業にとって「報」とはا ❶
人報保護のポイントݸ ❷
❸ ネットワークを使った報管理・利用のポイント
❹ さま͟まな形の報管理・利用のポイント

POINT
お٬͞まやࣾ会から৴པ͞れるا業やࣾһとして、ใ
อޢに対するײを高めます。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̏

テスτ� F �ɿ�̎ճ

24 日本版 4O9 法を;まえた

カリキュラム

 スマホ  ෦౷੍基本コース
動画は͜ らͪʂ

❶ 内部統੍とは
❷ 業プロセスにおけるリスク
❸ 私たちのऔりみ

POINT
ݟ上に݁ͼつく「部౷੍」「業務プロセスの業Ձا
し」のҙٛと֓ཁをશै業һにΘかりやすくઆきます。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̐

テスτ� F �ɿ�̍ճ

VDY VDF

動画は͜ らͪʂVJRVFD

ί
ー
ス
Ұ
ཡ

Ϛ
ω
δ
ϝ
ϯ
τ
ܥ

̥
̘
ス
Ω
ϧ
・
ޠ
ֶ

ٕ
ज़
・
ٕ

ܥ

γ
ス
ς
Ϝ

Ձ
֨
ද

ご
利
用
方
法
・

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

お
申
込
に
つ
い
て

Ϛ
ω
δ
ϝ
ϯ
τ

શ
ൠ


৫

ઓ
ུ

Ϛ
ー
έ
ς
ỹ
ϯ
ά


ඪ

ཧ
・

 

ਓ
ࣄ
ධ
Ձɹ

̘
̨
̧

ί
ϯ
ϓ
ϥ
Π
Ξ
ϯ
ス

࿑

・

ϝ
ϯ
λ
ϧ
ϔ
ϧ
ス

̘
ǫ̛́
ސ
٬
ຬ

Ờ・

Ӧ
ۀ

Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ

ビ
δ
ω
ス
ス
Ω
ϧ

ビ
δ
ω
ス
ڭ
ཆ

Ϛ
ω
δ
ϝ
ϯ
τ
ܥ



カリキュラム

28

動画は͜ らͪʂ

30 し、新たなՁをੜみ出すݟみをࠐいࢥ

カリキュラム

 スマホ  ঁੑ活༂のਪਐを௨͡て学Ϳ
μΠόーシテΟコース

動画は͜ らͪʂ

❶ ৫におけるμイバーシティ
❷ 管理৬の視から
❸ ঁੑ社һ自身の視から
❹ உੑ社һの視から

POINT
ଟ༷なՁ؍を׆かすڥをつくり、一人ͻとりがಇき
やすい৬場をめざします。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̐

テスτ� R �ɿ�̍ճ

29 ５つのケースと 1� の 2&" で「Ϛイφンόー」を知る

カリキュラム

 վ గ  ͬてお͖た͍ ϚΠφンόー੍
 スマホ  ̡ 2017�2018 版ʳ

❶ マイナンバー੍とは？ 
❷ 知っておきたい５ͭのこと
❸ マイナンバー੍のޙࠓのల開は？

POINT
Ϛイφンόー੍について知っておくきج本知ࣝを、
アニϝーションでΘかりやすくえます。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̍

テスτ� R �ɿ�̍ճ

動画は͜ らͪʂ VHVVIA

動画は͜ らͪʂ

❶ 報セキュリティのいま
❷ どうぐ？　あなたの身ۙにજΉڴҖ　セキュリティ࠷新事ྫ

POINT ใセΩュリテΟの࠷新事例をとおして、৬場 ŋ 自なͲにજΉใセΩュリテΟの「リスク」とその対ॲ法を学ͼます。

 スマホ  ͋なた͕कる ใηΩュリテΟコース
ʲ2016�2017 版ʳ

ใセΩュリテΟのʠいまʡを学ぶ

スマホ  :oVr CoNQliance� InGorNation
4ecVritZ CoVrse

 スマホ  ଢ଼ླ၇࿖的ྐ༏νಆ课程

ଟݴ語ɹ 英  中

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 ��ɹ英 ��ɹ中 �� 想定学習時間 ؒ࣌̍

テスτ� R �ɿ�֤コース̍ճ

͋なた͕कる ใηΩュリテΟコース

:oVr CoNQliance�
InGorNation 4ecVritZ
CoVrse

ଢ଼ླ၇࿖的ྐ༏νಆ课程

��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

VES
VHE

VHF



学習イメージ動画や受講者の声は、各コースのQRコードから確認できます

��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

31 ૬効Ռでڝ૪༏Ґに立つ

カリキュラム

 スマホ  ଟ༷なಇ͖ํをߟえる
μΠόーシテΟ実践コース

❶ μイバーシティとは
❷ μイバーシティを活かすカギ
❸ ケース１ ओ力をߴめる
❹ ケース２ 期的なキャリアをඳく
❺ ケース３ ワーク・ライフ・バランスをଚ重する
❻ ケース４ シニアの活༂を支ԉする

POINT
ଟ༷なՁ؍を׆かし、૬ޓに高めあ͏৬場ͮくりをめざ
して、一人ͻとりがҙࣝすきことを学ͼます。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�̍ճ

32 ୭もがいきいきとಇける৬場をめざして

カリキュラム

 スマホ  L(#T からߟえる
μΠόーシテΟਪਐコース

❶ L(BT の基本知ࣝ
❷ L(BT をऔりרくಈき
❸ ୭もがಇきやすい৬をめ͟して

POINT
L(BT にؔする知ࣝとߟえํを理ղし、ଟ༷なՁ؍
を׆かす৬場ͮくりをめざします。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̍

テスτ� R �ɿ�̍ճ

動画は͜ らͪʂ 動画は͜ らͪʂ
VIO VIU

33 によるࡂを࠷খԽする「ࡂݮ」のߟえํを学ぶ

カリキュラム

 スマホ を先ಡΈ͢るࡂ 
ࡂ対応コース

動画は͜ らͪʂ

❶ ࡂを自分の事としてଊえる
～からେなものをकるのは自分ࡂ～

～にඋえるためにࡂのポイント　～ࡦ対ࡂ ❷
～練܇の対応ࡂイマジネーション　～ࡂ ❸

POINT
ࡂのૅج知ࣝを学ͼ、ࡂをイϝージするトレー
ニングによって、自らのࡂ対策をߟえます。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̑

テスτ� R �ɿ�̍ճ

34

カリキュラム

「知らなかった」ではࡁま͞れない！

 スマホ のغഇۀ࢈ 
దਖ਼ॲཧを学Ϳコース

動画は͜ らͪʂ

❶ ഇغ物ॲ理の実ଶ
❷ ഇغ物ॲ理法をֶͿ
物のద正ॲ理غ業ഇ࢈ ❸

POINT
こىのॲ理のํ法や、ࣾһの知ࣝෆがҾきغ業ഇ࢈
すリスクを簡ܿにղઆした、શ৬छڞ௨の教ࡐです。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̍

テスτ� F �ɿ�̍ճ

VDBVER
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38 ಇきやすい৬場ͮڥくりのために

カリキュラム

 スマホ  ϚλニテΟϋϥスϝント
ࢭコース

❶ ৬のマタニティϋラスメントとは  
❷ マタϋラが問われるケース
❸ ৬でマタϋラやパタϋラを起こさないために

POINT
「ϚλニテΟハラスϝントʢϚλハラʣ」のىこるഎܠや法、法ن
੍について理ղし、ࢭのための対策のϙイントを学ͼます。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�̍ճ

37 あなたの認ࣝはくないか

カリキュラム

 վ గ  ηクシュアϧ・ϋϥスϝント
 スマホ  ࢭコースʲ2018�201� 版ʳ

動画は͜ らͪʂ 動画は͜ らͪʂ

❶ セクϋラとは何か
❷ セクϋラࡋྫにֶͿ
❸ ৬の෩を見直す
❹ セクϋラを起こさないために

POINT
ਖ਼しい知ࣝとߟえํでಇきやすい৬場ڥをつくりま
す。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�̍ճ

35 日ৗのϚネジϝントにજΉリスクにහײになる

カリキュラム

 スマホ  リスクϚネジϝントコース
動画は͜ らͪʂ

❶ リスクとは何か
❷ リスクマネジメントのख法と実行

POINT
リスクのੑײを高め、ج本తなॲ理ख法を身につけま
す。

受講対象者 ॳڃཧऀʢ৽・طʣʙ෦ɺࢧళ�ʗܦ�Ӧاըࣨɺا
のશൠ෦の୲ऀۀ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̒

テスτ� F �ɿ�̎ճ

36 շదな৬場ڥをめざす

カリキュラム

 վ గ  ৬ϋϥスϝント対応コース スマホ  
動画は͜ らͪʂ

❶ ৬でのϋラスメントとは
❷ ৫શମとしての対ॲ法
❸ あなたは加者になっていないか
❹ 自分がඃ者になったらどうすればよいか

POINT
৬場ハラスϝントࢭのための知ࣝとߟえํを理ղし、
ಇきやすいͮڥくりをめざします。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̐

テスτ� F �ɿ�̍ճ

��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

VA( VED

VIXVEP



41

カリキュラム

৬場のϝンλルϔルスケアシリーζᶄ

 スマホ  ࣗ分のたΊの
ϝンλϧϔϧスέア基本コース

動画は͜ らͪʂ

❶ ʻؾ付きʼセルフνェック
❷ ʻ対ॲ１ʼセルフコントロール
❸ ʻ対ॲ２ʼ૬ஊ

POINT
にಇけに自分のストレスをコントロールして、ԁظૣ
るよ͏になることをめざします。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̐

テスτ� F �ɿ�̎ճ

39 40 ৬場のϝンλルϔルスケアシリーζᶃ

カリキュラム カリキュラム

 スマホ  ϚネジϟーのたΊの৬の
ϝンλϧϔϧスέア基本コース

動画は͜ らͪʂ

❶ ৬のメンタルϔルスケアがٻめられているわけ
❷ 日常の業のなかでできるメンタルϔルスケア
業から෮৬までのメンタルϔルスケアٳ ❸

POINT
ϝンόーがいきいきと仕事のできるͮڥくりのために、ϝン
λルϔルスケアのଆ໘で、理ऀとしてできることを学ͼます。

受講対象者 ཧऀʢ৽・طʣ͓ΑͼͦのީิऀɺϦーμー

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̑

テスτ� F �ɿ�̎ճ

৬場ڥվળのҙࣝを高めます

 վ గ  ύϫー・ϋϥスϝントࢭコース スマホ
動画は͜ らͪʂ

❶ ৬のパワー・ϋラスメントの実ଶ
❷ ৬のパワー・ϋラスメントを生み出す５ͭのパターン
❸ ৬のパワー・ϋラスメントをどうぐか

POINT
パワハラのݪҼをۙ࠷の例とともに理ղし、理ऀと
しての৬場での取り組みํについて学ͼます。

受講対象者 ཧऀʢ৽・طʣ͓ΑͼͦのީิऀɺϦーμー

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�̍ճ

学習イメージ動画や受講者の声は、各コースのQRコードから確認できます

��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

学習イメージ動画や受講者の声は、各コースのQRコードから確認できます

��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

42 ৬場のϝンλルϔルスケアシリーζᶅ

カリキュラム

 スマホ で学Ϳྫࣄ 
͙͢ʹ使えるか͚編

❶ 「声かけ」はコミュニケーションのきっかけ
❷ 事ྫでֶͿ「声かけ」

POINT
ϝンλルϔルスケアのΧΪを握る日ৗの「かけ」につ
いて、۩ମ例をもとに学ͼ実ફにつなげます。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�̍ճ

動画は͜ らͪʂ
VHX

VFP VDI

VDJ
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��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

43

カリキュラム

৬場のϝンλルϔルスケアシリーζᶆ

 スマホ で学Ϳྫࣄ 
্खなௌ͖ํ編

❶ 「ௌくこと」はコミュニケーションの५༉
❷ 事ྫでֶͿ「ௌき方」

POINT
ϝンλルϔルスをਂࠁԽͤ͞ないために、૬ޓに「話をௌけ
る」ことはେ事です。۩ମ例をもとに学ͼ実ફにつなげます。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�̍ճ

動画は͜ らͪʂ
VHY

44 ৬場のϝンλルϔルスケアシリーζᶇ

カリキュラム

 スマホ で学Ϳྫࣄ 
෮৬対応編・ۀٳ

業・෮৬のメンバーをサポートするٳ ❶
❷ 事ྫでֶͿ「ٳ業・෮৬ޙの対応」

POINT
৬場のϝンόーのٳ業・෮৬࣌のαϙートのํ法やཹҙ点
について、۩ମ例をもとに学ͼ実ફにつなげます。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�̍ճ

動画は͜ らͪʂ
VHZ

46 ࿑ಇ法のҙࣝを高め、日ৗのϚネジϝントをݟす

カリキュラム

 վ గ  ϚネジϟーのたΊの
 スマホ  ࿑ཧ基本コース

ʲ2018 版ʳ 動画は͜ らͪʂ

❶ ࿑管理の基本的な考え方
❷ ࿑管理は「ؒ࣌管理」
❸ ࿑管理は「݈߁管理」
❹ ࿑管理は「৬෩管理」

※「マネジャーのための࿑管理基本シリーズ」の新ن開ߨにい、本コー
スは 2018 年 12 月のਃし込みを࠷ऴとして、ഇߨ予定です。

POINT
࿑務理の実ଶを法త؍点からݟし、理ऀとして

「できること」「すきこと」を学ͼます。

受講対象者 ཧऀʢ৽・طʣ͓Αͼͦのީิऀ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̑

テスτ� F �ɿ�̎ճ

45 ৬場のϝンλルϔルスケアシリーζᶈ

カリキュラム

 スマホ  心の݈߁をकる
৫のコミュニέーシϣン

動画は͜ らͪʂ
VD(

❶ 活ੑ化しない৬のݪҼは
❷ 上खに伝え合う
❸ ৬のコミュニケーションを活ੑ化させる
❹ ௌく力で৬をؾݩにしよう

POINT
ԁなコミュニケーションを௨じて、ಇきやすい৬場を
つくります。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̑

テスτ� F �ɿ�̎ճ

VEI



学習イメージ動画や受講者の声は、各コースのQRコードから確認できます

��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

47

カリキュラム

Ϛネジϟーのための࿑務理ج本シリーζᶃ

 ։ൃத  ࿑ཧのߟえํと๏編 スマホ
։ൃத  

❶ ࿑管理に関わる法を理解する
❷ ଟ様化するޏ用形ଶに関わる法を理解する

  知ࣝ確認テスト

※本シリーズの新ن開ߨにい、h マネジャーのための࿑管理基本コース
ʲ2018 年൛ʳɦ は 2018 年 12 月のਃし込みを࠷ऴとして、ഇߨ予定です。

POINT
ಇきํվֵのがりのなかでٻめられる࿑務理のありํやߟ
えํを理ղし、ؔ࿈するج本తな法のϙイントを学ͼます。

受講対象者 ཧऀʢ৽・طʣ͓Αͼͦのީิऀ

最短実行時間 ��ʢ予ఆʣ 想定学習時間 ʢ予ఆʣؒ࣌�

テスτ� R �ɿ�̍ճ

։発中

VMD

48

カリキュラム

Ϛネジϟーのための࿑務理ج本シリーζᶄ

 ։ൃத  ࿑ಇؒ࣌ཧと݈߁編 スマホ
։ൃத  

❶ ࿑ಇؒ࣌をద正に管理する
でಇきଓけるための࿑管理を行う߁݈ ❷
❸ ॊೈなಇき方に対応する࿑管理を行う

  知ࣝ確認テスト

※本シリーズの新ن開ߨにい、h マネジャーのための࿑管理基本コース
ʲ2018 年൛ʳɦ は 2018 年 12 月のਃし込みを࠷ऴとして、ഇߨ予定です。

POINT
దਖ਼な࿑ಇؒ࣌理のありํを理ղし、݈߁でಇきଓけ
るための࿑務理のࢹ点を学ͼます。

受講対象者 ཧऀʢ৽・طʣ͓Αͼͦのީิऀ

最短実行時間 ��ʢ予ఆʣ 想定学習時間 ʢ予ఆʣؒ࣌�

։発中

VME

テスτ� R �ɿ�̍ճ

49

カリキュラム

Ϛネジϟーのための࿑務理ج本シリーζᶅ

 ։ൃத  ಇ͖͍͢৬ͮڥくΓ編 スマホ
։ൃத  

❶ μイバーシティとޏ用ۉにٻめられる৬境ͮくり
❷ ワーク・ライフ・バランスのとれたಇき方と৬境ͮくり
❸ リスク管理の意ࣝをߴめる৬境ͮくり

  知ࣝ確認テスト

※本シリーズの新ن開ߨにい、h マネジャーのための࿑管理基本コース
ʲ2018 年൛ʳɦ は 2018 年 12 月のਃし込みを࠷ऴとして、ഇߨ予定です。

POINT
ಇきやすい৬場ͮڥくりのためにඞཁと͞れる࿑務
理のࢹ点を学ͼます。

受講対象者 ཧऀʢ৽・طʣ͓Αͼͦのީิऀ

最短実行時間 ��ʢ予ఆʣ 想定学習時間 ʢ予ఆʣؒ࣌�

։発中

VMF

テスτ� R �ɿ�̍ճ

50

カリキュラム

お٬͞まࢹ点で仕事をߟえる

 スマホ Ӧ࣭ೖコースܦ 
動画は͜ らͪʂ

❶ お客さまにとって質とは
❷ 部分࠷దからશମ࠷దへ
❸ Ձલ提で考える

POINT
一人ͻとりがお٬͞まࢹ点で仕事をすることで、お٬͞
まのఏڙՁを高めます。

受講対象者 のҰൠࣾһۀاಈʹऔりΜͰ͍る׆্Ӧ࣭ܦ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̑

テスτ� F �ɿ�̎ճ
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��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

52 ̨̗̘ʢόランススコアΧーυʣを׆༻した

カリキュラム

 スマホ  ιリューシϣンఏҊコース
ʦ٬ސ分ੳ編ʧ

動画は͜ らͪʂ

❶ ιリューション提案の視
❷ ιリューション提案のためのސ客分析
❸ ιリューション提案のためのԾ説設定

POINT
単なる・αービスのఏҊからιリューションఏҊ
 !!

受講対象者 ୯ചり͔Βɺ٬ސの՝ղܾのసΛٻΊΒれ͍ͯるӦۀ୲
のํ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̐

テスτ� F �ɿ�̎ճ

51

カリキュラム

Ӧ業׆動のج本を学ぶ

 スマホ  ๏ਓӦۀೖコース

❶ これからの法人営業にٻめられること
❷ 基本をԡさえた営業のྲྀれ（事લ準උ）
❸ 基本をԡさえた営業のྲྀれ（訪問・ஊ）
❹ 基本をԡさえた営業のྲྀれ（アフターケア）

POINT 。本をԡ͞えたӦ業のྲྀれを学ͼますج

受講対象者 ৽ਓ・৽のӦۀ୲ऀ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�̍ճ

動画は͜ らͪʂ VDVVIN

53

カリキュラム

クレーム対応の̏つのルールをお͞える

 スマホ  クϨーϜ対応基本コース

❶ しいクレームが૿えている
❷ クレーム対応の基本࢟と３ͭのʠルʡ
❸ クレーム対応の基本的なྲྀれ
❹ クレーム対応のスキルをຏく

POINT
クレームの対応のج本ルールをお͞えて、ݸ人ででき
るスΩルのຏきํについて理ղします。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�̍ճ

動画は͜ らͪʂ

54

カリキュラム

のためにదに対応するࢭとະવࢭ発࠶

 スマホ  クϨーϜ対応実践コース

❶ クレーム対応がめ͟すこと
❷ クレーム対応のయܕ的な４ͭのケース
？のためにできることとはࢭとະવࢭ発࠶ ❸

POINT
事例をとおして、クレームに対する実ફతな対応ํ法につい
て理ղし、࠶発・ະવࢭのためのదな対応をお͞えます。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�̍ճ

動画は͜ らͪʂ
VIP VI2



学習イメージ動画や受講者の声は、各コースのQRコードから確認できます

��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

カリキュラム

57

動画は͜ らͪʂ

動画は͜ らͪʂ

❶ 身だしなみとあいさͭ
❷ 言葉ͮかいと電話のマナー
❸ ۰応対と訪問
❹ ビジネス文書と e メール
❺ ビジネスマナーとコミュニケーション

POINT 。ビジネスパーιンをめざします「がきくؾ」、本ルールʴコミュニケーションでج

 スマホ  ビジネスϚφー基本コース

本ルールからコミュニケーションまでج

 スマホ  #asic CoVrse Gor #Vsiness .anners

 スマホ  അༀড়၎基Ч课程

受講対象者 ఆ ・ऀ৽ೖࣾһɺएख・தݎϏδωスύーιϯɺϏδωスϚφーΛ֬࠶ೝ͍ͨ͠ਓ

最短実行時間 ��ɹ英 ��ɹ中 �� 想定学習時間 ؒ࣌̐

テスτ� F �ɿ�֤コース̍ճ

ビジネスϚφー基本コース

#asic CoVrse
Gor #Vsiness .anners

അༀড়၎基Ч课程

ଟݴ語ɹ 英  中

VHC

VHDVDL

56

カリキュラム

できるビジネスパーιンのୈ一歩 !

 NEW の心͕·えコース スマホࣄ   

プロローグ　社会人としてಇくということ
❶ 会社とは  
事へのऔりみ方と ❷ 7 ͭの基本意ࣝ
❸ コミュニケーションと人ؒ関
エピローグ　ಇくことはֶͿこと

POINT
ビジネスパーιンとしてお͞えておきたい仕事にか͏
。本ҙࣝを学ͼますجと࢟

受講対象者 ఆ ・ऀ৽ೖࣾһɺएखϏδωスύーιϯ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�̍ճ

VJ2
動画は͜ らͪʂ

55

カリキュラム

あなたの仕事のՁ؍をมえる！

 スマホ から͡Ίるࠓ 
Ωϟリアϕーシックコース

動画は͜ らͪʂ

❶ キャリアをデβインする
❷ 自分自身にͭいてよく理解する
❸ キャリアをマネジメントする

POINT
一、立ͪࢭまって自分のΩϟリアをߟえてみまͤん
か？

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̑

テスτ� F �ɿ�̍ճ
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��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

58 〜64 仕事の行にあたってج本となる̓つのテーϚをબ定

 Τッηンス＆υリϧで֬ೝ！ ࣄの基本シリーズ

POINT 仕事のج本となるスΩルを֬認しৼりฦることで、৬場での応༻力を高めます！

˒仕ࣄのߦʹあͨͬͯجຊͱなる̓ͭのコースΛબఆ

ʪh ిԠରฤʱΑりʫ

コースラインφップ 1 ʙ̓

本シリーζの特色

コース １・ ి話応対編
コース ̎・ ܟ語編
コース ̏・ ๚問・応対編
コース ４・ 文ॻ作編
コース ５・ ϗ・レン・ι編
コース ̒・ ؒ࣌理編
コース ̓・ 1%C" 編ʢ։ൃதʣ

本スΩルのج
֬認

ৼりฦりの
ڙ会のఏػ

本からج
応༻

Τッセンスを
֬認する

υリルを
ԋ習する

テストで
仕上げる

ঢ়گผの
Τッセンスを

֬認！

ランΩング
දࣔを
֬認！

֤テーϚの
「ΩϗンのΩ」

を֬認！

ϙイントを
֬認！

υリルの
̏は

シϟッϑル出題！
りฦし܁
トライ！



学習イメージ動画や受講者の声は、各コースのQRコードから確認できます

��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

テスト R ɿ֤コース１回

58  スマホ  「ి話応対編」

電話応対　キホンのキ
❶ 電話を受けるとき
❷ 電話をかけるとき

˒ドリル 45 選

動画はͪ͜ らʂ

受講対象者 ఆऀɺ৽ೖࣾһɺएखதࣾݎһʢೖࣾ̏ΊまͰʣ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

59  スマホ 「語編ܟ」 

カリキュラム
語　キホンのキܟ
❶ ຖ日の৬で話すܟ語
❷ お客さまと話すܟ語

˒ドリル 45 選

動画はͪ͜ らʂ

受講対象者 ఆऀɺ৽ೖࣾһɺएखதࣾݎһʢೖࣾ̏ΊまͰʣ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

60  スマホ  「๚・応対編」

カリキュラム
訪問・応対　キホンのキ
❶ 来社されたお客さまに応対する
❷ お客さまを訪問する

˒ドリル 35 選

動画はͪ͜ らʂ

受講対象者 ఆऀɺ৽ೖࣾһɺएखதࣾݎһʢೖࣾ̏ΊまͰʣ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

61  スマホ  「จॻ࡞編」

カリキュラム
文書作成　キホンのキ
❶ 社内向けにビジネス文書を作成する
❷ 社֎向けにビジネス文書を作成する

˒ドリル 35 選

動画はͪ͜ らʂ

受講対象者 ఆऀɺ৽ೖࣾһɺएखதࣾݎһʢೖࣾ̏ΊまͰʣ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

62  スマホ  「ϗ・Ϩン・ι編」

カリキュラム
ホウ・レン・ιウ　キホンのキ
事のキレ味をよくする報告 ❶
事のスピードがアップする࿈བྷ ❷

❸ ৬も自分もイキイキする૬ஊ ˒ドリル 35 選

動画はͪ͜ らʂ

受講対象者 ఆऀɺ৽ೖࣾһɺएखதࣾݎһʢೖࣾ̏ΊまͰʣ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

カリキュラム

63 「ཧ編ؒ࣌」        

カリキュラム
管理　キホンのキؒ࣌
❶ 確認と計ը：スケジューリングの

ステップ

❷ 実行：事を効的に進めるؒ࣌
管理

❸ 対応と習׳化：ؒ࣌のओಋݖをѲる

˒ドリル 35 選

受講対象者 ఆऀɺ৽ೖࣾһɺएखதࣾݎһʢೖࣾ̏ΊまͰʣ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

スマホ

動画はͪ͜ らʂ

64  　　        「P%CA 編」

カリキュラム
PDCA　キホンのキ
❶ P 計ը：ここが一൪の؊ !　何のための Plan（計ը）か  
❷ D 実行、C ධՁ、A վળ：目標に向かって進め

受講対象者 ఆऀɺ৽ೖࣾһɺएखதࣾݎһʢೖࣾ̏ΊまͰʣ

最短実行時間 ��ʢ予ఆʣ 想定学習時間 ʢ予ఆʣؒ࣌̎

։ൃத スマホ
։ൃத

։発中

VFK

VFL

VFM

VFN
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VJW
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※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

POINT ֤部のൣғな業務をؒ࣌で学ぶ！ɹ知りたいときにඞཁな業務༰をす͙にҾき出ͤる！

+.". ロングセラーॻ੶『ਤղでΘかる 部の仕事シリーζ』e ラーニング版65 〜69

本シリーζの特色
˔�
˔��

˔�
˔�
˔�

本シリーζのねらい
˔�
˔�
˔�

 ૣΘかΓ ෦のࣄシリーズ

よりৄしいղઆ
をݟたい人は、
ɹɹをクリック

もっと知りたい
人は、

ɹɹをクリック

ௐたい༻語や
ϑレーζを
ೖ力して、
ީิをදࣔ

ʪh ૯෦ʱΑりʫ

ϝΠϯղઆ

αϒղઆ̍

ϑϦーϫーυࡧݕ

αϒղઆ̎

ʂ

ਓؾϩϯάηϥーॻ੶Λ FϥーχϯάԽͨ͠ࡐڭͰɺཁΛԡさ͑ながΒɺΑりखܰʹɺޮతʹֶश͍͚ͨͩます。
ଟذʹΘͨる෦のۀΛ ��߲΄Ͳʹྨ͠ɺ�߲あͨりのӾཡؒ࣌は̍ఔ。スΩϚؒ࣌ʹֶश͠す͍ߏ��
Ͱす。
Ͳの߲ʮϝΠϯղઆʯͱʮαϒղઆʯがありɺؒ࣌のな͍ํはʮϝΠϯղઆʯのֶश͚ͩͰ֓ཁがཧղͰ͖ます。
ௐ͍ͨ༻ޠ・ϑϨーζৄ͠くり͍߲ͨなͲɺࡐڭ͔ΒϑϦーϫーυͰࡧݕͰ͖ます。
͓さ͓͑ͯく͖෦の༻ޠはɺʮ༻ूޠʯͰֶशͰ͖ます。

ؒ࣌Ͱͦの෦の仕ࣄશମΛѲ͠ɺۀʹରするෆ҆Λऔりআ͖ます。
ϚχϡΞϧͱͯ͠׆༻する͜ͱͰɺਖ਼͍͠仕ࣄのりํΛͦの場Ͱす͙ʹ֬ೝ͠ます。
෦の仕ࣄΛۀ͝ͱɺ݄ؒスέδϡーϧ͝ͱʹɺ࣮ʹԊͬͯཧղ͠ます。



学習イメージ動画や受講者の声は、各コースのQRコードから確認できます

��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

テスト R ɿ֤コース１回

66  スマホ  「૯෦」

カリキュラム

૯部カレンμー、
社内・社֎関࿈図
❶ ૯部の社内的機能
❷ ૯部の社֎的機能

業営関ܦ ❸
管理およびશൠ管理業࢈ࢿ ❹
❺ 統੍業
❻ ॸ関業

❼ ࿑・利ް生業
❽ ૯部にඞ要な知ࣝ

〈શ 50 ߲目〉

動画はͪ͜ らʂ

受講対象者 ૯෦ʹҟಈલޙのϏδωスύーιϯɺ৽ೖࣾһ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̍

67  スマホ 「ը෦اӦܦ」 

カリキュラム

、ը部カレンμーا営ܦ
社内・社֎関࿈図
ը部の機能ا営ܦ ❶
ը部のا営ܦ ❷ 6 ͭの業

❸ 中期ܦ営計ըのࡦ定
営৫のมֵܦ ❹
❺ 事業࠶構ஙの実ࢪ
❻ グローバル・スタンμードのಋ入

ը部にඞ要なスキル・知ࣝا営ܦ ❼

〈શ 50 ߲目〉

動画はͪ͜ らʂ

受講対象者 のϏδωスύーιϯɺ৽ೖࣾһޙը෦ʹҟಈલاӦܦ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̍

68 「ཧ෦ܦ」        

カリキュラム

、理部カレンμーܦ
社内・社֎関࿈図
理部の機能ܦ ❶
事理部のܦ ❷

会計ࡒ ❸
業ۚࢿ ❹
❺ 管理会計
理部にඞ要な知ࣝܦ ❻

❼ これからのܦ理部

〈શ 51 ߲目〉

動画はͪ͜ らʂ

受講対象者 のϏδωスύーιϯɺ৽ೖࣾһޙཧ෦ʹҟಈલܦ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̍

69         「お٬༷૬ஊࣨ」

カリキュラム

社内・社֎関࿈図
❶ お客様૬ஊࣨとは
❷ お客様対応
❸ 苦対応

❹ お客様対応におけるة機管理
❺ お客様の声の活用
❻ 苦対応マネジメントシステム

の構ங

❼ お客様対応機能の向上
❽ お客様૬ஊࣨにඞ要な知ࣝ

〈શ 50 ߲目〉

動画はͪ͜ らʂ

受講対象者 ͓٬様૬ஊࣨʹҟಈલޙのϏδωスύーιϯɺ৽ೖࣾһ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̍

65         「ਓࣄ෦」

カリキュラム

人事部カレンμー、
社内・社֎関࿈図
❶ 人事部の機能
事用にかかわる࠾ ❷

❸ ධՁと配ஔにかかわる事
❹ 人ࡐ開発にかかわる事
༩支払いにかかわるڅଵ管理とۈ ❺

事

❻ ࿑管理と利ް生にかかわる
事

❼ ৬活ੑ化にかかわる事

〈શ 53 ߲目〉

動画はͪ͜ らʂ

受講対象者 ਓࣄ෦ʹҟಈલޙのϏδωスύーιϯɺ৽ೖࣾһ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌�
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��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

70 仕事֮えのコπをつかΉ

カリキュラム

 スマホ  ͜Ε͚ͩお͞えてお͖た͍
基本コース「の֮えํࣄ」 動画は͜ らͪʂ

プロローグ　৫の一һとして事をするための心がまえ
事覚えをૣくする法ଇ ❶
❷ ˻ऩ集˼　インプットするための３ͭの行ಈ
❸ ˻整理˼　プロセッシングするための３ͭの行ಈ
❹ ˻発৴˼　アウトプットするための３ͭの行ಈ
エンディング　「ֶびマインド」をもち「ֶびスキル」を実ફする

˒関࿈コース：「h 「事の教え方ʱ基本コース

POINT
仕事֮えのコπを、日ৗ業務のなかの̓つの行動に݁ͼ
つけて学ͼます。

受講対象者 ఆऀɺ৽ೖࣾһɺएखதࣾݎһ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�̍ճ

VHB

71 人に「教える」ことをつ͏じて自ら学ぶ

カリキュラム

 スマホ  ͜Ε͚ͩお͞えてお͖た͍
基本コース「えํڭのࣄ」

動画は͜ らͪʂ

プロローグ　ň教える」લに知っておきたいこと
❶ 教え上खになるための準උ
❷ 教えるための基本ステップと教えるスキル
❸ ঢ়گに応じて教える
エンディング　教え上खは、ֶばせ上ख

˒関࿈コース：「h 「事の覚え方ʱ基本コース

POINT
「教える」ためのج本తなスΩル、ঢ়گに応じた教えํ
のϙイントを学ͼます。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠɹಛʹएखதࣾݎһ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�̍ճ

VFX

72 プレθンの便利ワザを知って・作って・トライアル

カリキュラム

 スマホ  ਓをಈか͢
プϥン＆プϨθンテーシϣン
基本コース 動画は͜ らͪʂ

❶ 説得力のあるプランの基本編
❷ 注目を集めるスライド੍作編
❸ 印にる発表スキル習得編

POINT
λーήットのͪ࣋ؾを動かすプレθンテーションのϙイ
ントを理ղします。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̐

テスτ� F �ɿ�̎ճ

VAU

73 事務ミスθロはୡՄなඪです！

カリキュラム

 スマホ ミスθロのたΊのࣄ 
のখϫβࣄ 20 のスΩϧ

動画は͜ らͪʂ

プロローグ　たかがミス、されどミス
❶ よくあるミスの事ྫとそのわけ
❷ ミスを͗効アップする事の小ワβʬ20 のスキルʭ

習׳をมえるʗஈऔりをมえるʗみ・境をมえるʗपғ
にಇきかけるʗ「見える化」する

POINT
事務ミスをいで効率よく仕事をਐめるための 20 のখ
ワザを学ͼます。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠɹಛʹएखதࣾݎһ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�̍ճ

VFY



学習イメージ動画や受講者の声は、各コースのQRコードから確認できます

75 ビジネスリーμーのための

カリキュラム

 վ గ  έースで学Ϳ
 スマホ  ビジネスܭコース

ʲ2017�2018 版ʳ 動画は͜ らͪʂ

基本編
❶ ൢ売活ಈの数字をಡΉ
❷ 生࢈活ಈの数字をಡΉ
理の数字をಡΉܦ ❸

ケース編
 ケーススタディ

POINT
数໘から理ղし、શࣾతなઓུత発想を身ܭ動を׆業ا
につけます。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠɹಛʹएखதࣾݎһ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�̍ճ

VHP

76 会ࣾのしくみがΘかる

カリキュラム

 スマホ  〈新訂版〉
ϕーシックコースܭ会ۀا

動画は͜ らͪʂ

❶ 集めたおۚはどこへ行く？
❷ もうけはどのようにして生みだされるのか？
❸ 支出しなくてもコストになる？
❹ 売上が２ഒになったら利ӹが３ഒ？
❺ 利ӹが出てもۚࢿがない？
❻ 決算書からわかること

POINT
会ࣾのしくみが数ࣈをとおしてΘかりやすく理ղできま
す。

受講対象者 ఆऀɺ৽ೖࣾһ͔Βதࣾݎһ�ʗ�ৗతʹはۀاձܭのࣝΛ
ඞཁͱ͠な͍がɺۀのόοΫάϥϯυͱͯ͠शಘ͍ͨ͠ํ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̑

テスτ� F �ɿ�̎ճ

VEE

77 ӦのしくみがΘかるܦ

カリキュラム

 スマホ  〈新訂版〉
アυόンスコースܭ会ۀا

動画は͜ らͪʂ

❶ ऩӹ構を戦略的にվળする�ऩӹੑ分析
業をめ͟す�҆શੑ分析اମ質をվળして༏ྑࡒ ❷
❸ Ձをするマネジメントを行う�生ੑ࢈分析
❹ 戦略的なܦ営のための意思決定を行う

POINT
をとおしてΘかりやすく理ղできまࣈӦのしくみが数ܦ
す。

受講対象者 தࣾݎһ͔Βཧ৬�ʗ�ৗతʹはۀاձܭのࣝΛ͍ͯͬ
な͍がɺۀのϨϕϧΞοϓのͨΊʹशಘ͍ͨ͠ํ

最短実行時間 ��� 想定学習時間 ؒ࣌̑

テスτ� F �ɿ�̎ճ

VAM

74

カリキュラム

一人ͻとりのҙࣝをมえるʙੜੑ࢈上でಇきํվֵを実ݱ！

 ։ൃத  定ؼʹ࣌る！ࣄज़ スマホ
։ൃத  

❶ 悪い習׳をゼロにする
❷ ஈऔりのムμをゼロにする
❸ 境のムμをゼロにする
❹ コミュニケーションのムμをゼロにする

POINT
࣌上ͤ͞るํ法なͲ、「定をੑ࢈理のҙࣝやੜؒ࣌
にؼる」ための仕事の仕ํを学ͼます。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 ��ʢ予ఆʣ 想定学習時間 ʢ予ఆʣؒ࣌�

։発中

VM(

テスτ� R �ɿ�̍ճ

��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。
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78 「数ࣈアレルΪー」を一ؾにࠀ !

カリキュラム

 NEW ॻ͕ಡΊるコース スマホࢉܾ   

プロローグ　決算書って何だろう  
❶ ି借対র表とは
❷ ଛӹ計算書とは
❸ キャッシュフロー計算書とは

POINT
務̏දを、それͧれʠਤʡにすることでパッとಡみղࡒ
くํ法を学ͼます。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�̍ճ

動画は͜ らͪʂVJV

79 新人・एखࣾһをࢧԉする人のための

カリキュラム

       ϝンλリングೖコース
動画は͜ らͪʂ

❶ メンタリングにあたって
❷ メンタリングを始める
事の進め方を教える ❸
❹ ৬生活をサポートする

POINT
「仕事」と「ここΖ」の྆໘をαϙートし、新人・एख・
సೖऀの定着とઓ力Խをめざします。

受講対象者 ৽ೖࣾһҟಈʹΑるʮ෦৽ਓʯのҭΛ୲するएखʙதݎ
ࣾһ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̐

テスτ� F �ɿ�̎ճ

スマホ

VDN

80 実ફతなコーνング・スΩルを身につける

カリキュラム

 スマホ  〈新訂版〉
ビジネス・コーνング
基本コース 動画は͜ らͪʂ

❶ コーνングとは
❷ ৴པとௌ
❸ OPE/ 法
化׳化と習ڧ ❹
❺ コーνングの使い分け

POINT
日ৗのϚネジϝントに׆かすコーνングを身につけま
す。

受講対象者 ཧऀʢ৽・طʣ͓Αͼͦのީิऀ�ʗ�コーνϯά・スΩϧΛ
ʹ͚͍ͭͨํ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̏

テスτ� R �ɿ�̍ճ

81

VH(

ロジックπリー、.ECE なͲ、ج本知ࣝを習得する

カリキュラム

 スマホ  ロジΧϧ・シンΩング
基本コース

❶ 理思考は何のにཱͭ？
❷ ロジカルに「見る」「ฉく」
❸ ロジカルに「考える」
❹ ロジカルに「伝える」

POINT
ビジネスのج本となる理ߟࢥを、例題をղきながら、
ମܥతに身につけて、৬場の問題・՝題ղܾをめざします。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌�

テスτ� R �ɿ�̍ճ

��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

動画は͜ らͪʂVIT



学習イメージ動画や受講者の声は、各コースのQRコードから確認できます

82 ロジΧルシンΩング、E. 法にͮجいた

カリキュラム

 スマホ  ཧతྗߟࢥ
ステップアップコース

動画は͜ らͪʂ

❶ 考えることのඞ要ੑ
～Ҽを探るݪるが売れ౾～　໌ڀҼݪ ❷
❸ 意思決定　～もうけを૿やすために新を選Ϳ～
❹ リスク分析　～スーパーへ౾をԷす～
❺ ঢ়گ分析　～このままでいいのかオレの౾店～

POINT
「಄が理できた」よ͏で、ޙでৼりฦるとできていない、
そんな人におすすめです。

受講対象者 ए・தݎҎ্

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̑

テスτ� F �ɿ�̎ճ

��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

85

カリキュラム

2C ख法を使って、問題ղܾ・業務վળಋく

 スマホ  ղܾの基本コース
 ʢ2Cࣣͭಓ۩ʹΑるσーλ分ੳ・活用編ʣ

動画は͜ らͪʂ

❶ վળ活ಈへのऔりみ

˒関࿈コース：「問題解決の基本コース」の事લֶ習をਪ

POINT
ঢ়گに応じ、2C ख法を使い分けて、ਅのݪҼ໌ڀ、問
題の۷りԼげํを身につけます。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̍

テスτ� R �ɿ�̍ճ

VEK

84

カリキュラム

着؟と新たな発想でレベルアップをਤる

 スマホ  リーμー・ϚネジϟーのたΊの
՝ղܾ基本コース

動画は͜ らͪʂ

83

カリキュラム

「Կが問題か」をపఈతにٴし、ओମతにղܾ策を୳る

 スマホ  ղܾの基本コース
動画は͜ らͪʂ

❶ 問題解決の進め方
❷ 問題解決のख法

POINT
ະવに問題を発ݟし、ࠜ本ղܾとಋく、「発ܕݟ問題
ղܾ法」を学ͼます。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̐

テスτ� F �ɿ�̍ճ

❶ ՝題解決へのアプローν
❷ ՝題を探ࡧする
❸ 解決するためのண؟と方法
❹ 関者のঝ認をऔり付ける

POINT
問題ղܾの応༻編として、՝題ղܾのखॱとそのアプ
ローνํ法を学ͼます。

受講対象者 ཧऀʢ৽・طʣ͓ΑͼͦのީิऀɺϦーμー

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̐

VEH

テスτ� F �ɿ�̍ճ

VDO

VDH
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カリキュラム

87 ৬場外の対立をࠀするための

 スマホ  コンϑリクト・Ϛネジϝント
ೖコース

❶ よい対ཱ、悪い対ཱ
❷ 条件の対ཱ：交ব
❸ 認知の対ཱ：共༗
の対ཱ：関心ײ ❹
❺ 対ཱのススメ

POINT
対立のछྨとそれͧれのղܾまでの「ܕ」を学ͼ、対立か
ら新しいՁをੜみ出すํ法をߟえます。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠɹಛʹ৫֎のຎࡲʹΑͬͯる͖͜
ͱが͏まくਐまͣʹ՝Λ๊͍͑ͯるํ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�̍ճ

動画は͜ らͪʂ
VIM

カリキュラム

88 ？いたいことが͏まくΘらないのはなͥݴ

 スマホ  「伝えるྗ」
スΩϧアップコース

動画は͜ らͪʂ

❶ 伝えたいメッセージをಧけるには？
❷ 伝え方の５ͭのコツ
❸ 言いにくいことをきちんと伝える

POINT
人ؒؔͮくりのج本となる「える」ためのコミュニケー
ション力を、「アαーテΟϒ」なスΩルと৺ߏえから学ͼます。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�̍ճ

カリキュラム

89 ૬खを知り、上खに自ݾアϐールするには？

 スマホ 「アϐーϧ͢るྗݾࣗ」 
スΩϧアップコース

動画は͜ らͪʂ

❶ プラスЋの自己アピールとは？
❷ 自分をもっとධՁしてもらう
❸ ૬खを知り自己アピールする

˒関࿈コース：「h 伝える力ʱスキルアップコース」の事લֶ習をਪ

POINT 「アαーテΟϒ」なコミュニケーション力を高め、ͪ࣋ؾのよい自
。くりをめざしますͮアϐールでプラスЋの人ؒؔݾ

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�̍ճ

��

VFZ

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

VHA

86 身ۙな問題ղܾに׆かす

カリキュラム

 NEW  ήーϜཧの基本͕Θかる
 スマホ  コース

❶ 問題のશମ૾をͭかΉ
❷ 社会がಈくしくみを知る
❸ 利関のଟ様ੑを知る
のม化をಡΉگաとঢ়ܦؒ࣌ ❹
エピローグ　ήーム理を応用するには  

POINT
身ۙな問題ղܾに役立つ「ήーム理」のج本తなߟえ
ํを理ղします。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̏

テスτ� R �ɿ�̍ճ

動画は͜ らͪʂVIS



学習イメージ動画や受講者の声は、各コースのQRコードから確認できます

��

91

カリキュラムカリキュラム

90 ԁにビジネスをਐめるために

 スマホ  ࣗ分らし͞を活かした
対ਓ能ྗ্コース

動画は͜ らͪʂ

❶ 自分を知る、૬खを知る
❷ Win�Win スタイルの活用
❸ ルールの実ફに向けて

POINT
Ҿきこもったり、ٞでΩレたり、人ؒؔでんでい
る人はいまͤんか？

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̐

テスτ� F �ɿ�̍ճ

会ٞを仕れない自分から一歩౿み出すために

 スマホ  ϑΝシリテーシϣン基本コース
動画は͜ らͪʂ

❶ 起：「」の計ը・基൫ͮくりをする
❷ ঝ：「」の関をਂめる
❸ 転：「」のల開と対ཱに関わる
❹ ݁：݁をಋき出す

POINT
νームϝンόーのओମੑをҾき出し、૬ޓの৴པؔと
ٞをଅਐするためのスΩルを身につけます。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̐

テスτ� F �ɿ�̎ճ

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

93 ᶸંれない৺ᶹをつくる

カリキュラム

 NEW  ϨジリΤンスのえํ
 スマホ  基本コース

プロローグ　レジリエンスはえることができる
❶ ൱定的なײをコントロールする
❷ 自৴をߴめ、ڧみを活かす
❸ ピンνのମ験からֶび成する

VDW

POINT
レジリΤンスを高めることで、ストレスにෛけないॊೈ
な৺をつくります。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�̍ճ

VJU

92

カリキュラム

無理だ・μϝだ・ؾがॏい ŋŋŋ そのμϝージをプラスにมえるには？

 スマホ  実践！
「るؾ」アップ 1� のスΠッν

動画は͜ らͪʂ

プロローグ　ňやるؾŉ アップのためのスイッνとは？
❶ その心理がストレスをݺび込んでいる
❷ ňやるؾŉ のもͭ３ͭの特徴
❸ ňやるؾŉ アップ 15 のスイッνを入れる
エピローグ　事タイプからみた ňやるؾŉ 分析

POINT
日々の仕事のなかでडける͞まざまなμϝージを、「やるؾ」
にมえて取り組める人の特をつかΉことをめざします。

VEC

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠɹಛʹएखதࣾݎһ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�̍ճ

VHL
動画は͜ らͪʂ
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95

カリキュラム

e ラーニングで学ぶɹ中国ݹయシリーζᶃ

 スマホ  ビジネスʹ活か͢語
ೖコース

動画は͜ らͪʂ

❶ 語とは
語とはどのようなものか、本コースでの語のಡみ方・ֶび
方を解説

❷～❸ 語の言葉
語 17 選をビジネスパーιンにとって身ۙな事ྫと共にֶͿ

❹ このコースでऔり上͛た語
語の࿕ಡをൈਮしてৼฦる

POINT
「語」をݱのビジネスシーンにஔきえて、人の行動やߟえを
。のありํのώントを得ますを学ͼ、ಇきํや人ؒؔ࣠جえるࢧ

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̏

テスτ� R �ɿ�̍ճ

96

カリキュラム

e ラーニングで学ぶɹ中国ݹయシリーζᶄ

 スマホ  ビジネスʹ活か͢語
編ݴ໊

動画は͜ らͪʂ

と語ࢠ ❶
とはどのような人物か、本コースでの語のಡみ方・ֶび方を解ࢠ
説

❷～❸ 語の名言
語の名言 12 選をビジネスパーιンにとって身ۙな事ྫと共にֶͿ

❹ このコースでऔり上͛た語
語の࿕ಡをൈਮしてৼฦる

POINT
語の໊ݴから「人ؒの本࣭ʢ人の行動やߟえをࢧえる
。ʣ」を学ͼ、「ಇきํ」や「ੜきํ」のώントを得ます࣠ج

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�̍ճ

��

VEL

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

97 e ラーニングで学ぶɹ中国ݹయシリーζᶅ

カリキュラム

 スマホ  ビジネスʹ活か͢語
ಓඪ編

❶ このコースのֶび方
❷ 語ʦ࿕ಡと解ऍʧʦ事ྫとखҾʧ

語 11 選をビジネスに関わる身ۙな事ྫとともにֶͿ
❸ このコースでऔり上͛た語

POINT
語の໊ݴを、身ۙなビジネスの場໘、日ৗੜ׆の一コϚにஔきえ
て学ͼます。よりྑい人ੜをおくるためのώントがここにあります。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�̍ճ

94 ౖりにৼり回͞れないために

POINT
ʠౖりʡのײと͏まくつきあえるよ͏になるために、
そのϝΧニζムを知り、ج本スΩルを学ͼます。

カリキュラム

 ։ൃத  アンΨーϚネジϝント
 スマホ

։ൃத  基本コース

プロローグ　アンΨーマネジメントとは？
❶ ʠౖりʡが生まれるメカニズムを知る
❷ ʠౖりʡをコントロールするための対ॲ法を知る
❸ ʠౖりʡを上खに伝える

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 ��ʢ予ఆʣ 想定学習時間 ʢ予ఆʣؒ࣌̎

VE2

テスτ� R �ɿ�̍ճ

動画は͜ らͪʂ

VMC

VIF



学習イメージ動画や受講者の声は、各コースのQRコードから確認できます

��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

ཧ者コースڃ্◆

෦のׂ৺͑ߏΛる͜ͱͰɺ෦がٻΊるۀ
ΛཧղͰ͖まͨ͠。まͨɺඪͱΞΫシϣϯがମܥత
ʹઆ໌され͍ͯるのͰɺ࣮ݱのߦಈʹͯはΊす
͔ͬͨͰす。

◆৬のコンϓラΠΞンススςοϓΞοϓコース

ͲのΑ͏なձࣾ৬छͰɺࣾձ৫のதʹあるҎ্ɺ
ステーΫスϗϧμーͱのؔΛҙࣝ͠ながΒ仕ࣄΛ
ਐΊ͍ͯくඞཁはあるのͰɺେ変ʹཱͬͨ。

◆ϨδϦエンスの͑ํ基ຊコース

༕ᓔなͪ࣋ؾʹなͬͨͱ͖のཱͪりํΛֶͿ͜ͱ
がͰ͖ͨ。

の৺͕ま͑コースࣄ◆

େֶੜͱࣾձਓのେ͖なҧ͍がΑくΘ͔りまͨ͠。ࣾ
ձਓʹٻΊΒれ͍ͯる͜ͱɺͨりલͱͯ͠Ͱ͖な͚
れ͍͚な͍͜ͱがগ͠ͰΘ͔ͬͨのͰͱͯΑ
͔ͬͨͰす。

受講者の声
Ϛネジϝントܥコース

100

カリキュラム

ଟ༷な外国人とスムーζに仕事をਐめるために

 スマホ  グローόϧ・コミュニέーシϣン
ೖコース

動画は͜ らͪʂ

❶ 「グローバル」って何？
❷ グローバル・コミュニケーションのコツ

POINT
グローόルに׆༂するためにඞཁな、ੈքڞ௨のߟえํ
とスΩルを身につけます。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�̍ճ

VF2

9998

カリキュラム

e ラーニングで学ぶɹ中国ݹయシリーζᶆ

 スマホ  ビジネスʹ活か͢
ଙࢠのฌ๏　ઓུೖ編

動画は͜ らͪʂ

❶ 計ร
❷ 作戦ร
❸ 攻ร
❹ このコースでऔり上͛たฌ法

POINT
「ଙࢠのฌ法」をݱのビジネスシーンにஔきえて、ビジネス
ઓུのج本やビジネスでޭするためのώントを学ͼます。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�̍ճ

ニュースの理ղをਂめるࡁܦ

カリキュラム

 NEW  ۙなࡁܦのしくΈ͕
 スマホ  Θかるコース

プロローグ　ࡁܦのしくみは世の中そのもの
❶ おۚのׂとՁ
のしくみࢢ ❷
と成のしくみࡁܦ ❸
❹ 物Ձとインフレ・デフレのしくみ
❺ ۚ༥とۚ利のしくみ
❻ ۚ༥政ࡦと日本ۜ行のׂ

POINT
のࡁܦ知ࣝとして、ニュースで取り上げられるૅجのࡁܦ
しくみを、身の回りのでき͝ととつなげて理ղします。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌�

テスτ� R �ɿ�̍ճ

動画は͜ らͪʂ
VIRVFR
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※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

��

103  Word 2010　基本編

カリキュラム

❶ Word 2010 の基本操作
❷ 文書の作成と書式設定
❸ 文書のレイアウト

❹ 表・図形など、オブジェクトの挿入
❺ 印刷

動画はͪ͜ らʂ

受講対象者 8PSE�ॳ৺ऀɺ8PSE�����Λ͜れ͔Β͓͍ʹなるํ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

104  Word 2010　活用編

カリキュラム

❶ 文書作成に便利な機能
❷ Excel の表の貼り付け
❸ 文書の保護

❹ 差し込み印刷

動画はͪ͜ らʂ

受講対象者 .JDSPTPGU�8PSE�����のجຊૢ࡞Λཧղ͍ͯ͠るํ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

102  Office 2003 と Office 2010　機能比較編

カリキュラム

❶ Office 共通
❷ Word

❸ Excel
❹ PowerPoint

動画はͪ͜ らʂ

受講対象者 ͜れまͰ0⒏DF����Λ͝ར༻ʹな͍ͬͯͨํͰɺ͜れ͔Β0⒏DF����Λ͓͍ʹなるํ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

101  Windows ７　基本編

カリキュラム

❶ Windows 7 の基本操作
❷ ファイルの管理
❸ コントロールパネルでの設定

❹ 便利なアプリケーション
❺ インターネットの利用

動画はͪ͜ らʂ

受講対象者 8JOEPXTॳ৺ऀɺ8JOEPXT�Λ͜れ͔Β͓͍ʹなるํ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌�

ねらいと特色
˔ࣗの࣮ྗ༻్ʹԠ͖ͯ͡なͱ͜Ζ͔Βɺؒ࣌ͰɺखܰʹֶशͰ͖ます。
˔ϫϯϙΠϯτΞυόΠスͰɺ͓ͬͯくͱศརなૢ࡞なͲΛհ͍͖ͯ͠ます。
˔࣮あるΠϯスτϥΫλーが͑ڭるϙΠϯτΛりࠐΜͩコースͰす。

101〜109

POINT 0⒏DF����・8JOEPXT の̓スムーζなಋೖͱ׆༻Λαϙーτ͠ ます。
ˎຊシϦーζは౦ࣳσδλϧιϦϡーシϣϯζ᷂ͱのఏࡐڭܞͰす。

日々の業務効率を着実にアップする

 Office2010・Windows7 シリーズ

テスτ� R �ɿ�֤コース̍ճ

テスτ� R �ɿ�֤コース̍ճ

VET

VEU

VEV

VJJ



※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

学習イメージ動画や受講者の声は、各コースのQRコードから確認できます

��

105  Excel 2010　基本編

カリキュラム

❶ Excel 2010 の基本操作
❷ セルやシートの基本操作
❸ 表データの作成

❹ 表の編集
❺ 数式と関数
❻ グラフの作成　　ほか

動画はͪ͜ らʂ

受講対象者 &YDFM�ॳ৺ऀɺ&YDFM�����Λ͜れ͔Β͓͍ʹなるํ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

106  Excel 2010　活用編

カリキュラム

❶ データ分析を行うための表・グラフ
❷ 表中心のビジネス文書
❸ データベース

❹ 日付・曜日を扱う表の作成

動画はͪ͜ らʂ

受講対象者 .JDSPTPGU�&YDFM�����のجຊૢ࡞Λཧղ͍ͯ͠るํ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

107  PowerPoint 2010　基本編

カリキュラム

❶ PowerPoint 2010 の基本操作
❷ プレゼンテーションの作成
❸ オブジェクトの挿入

❹ 効果の設定
❺ プレゼンテーションの実行
❻ プレゼンテーションの印刷・配布

動画はͪ͜ らʂ

受講対象者 1PXFS1PJOU ॳ৺ऀɺ1PXFS1PJOU�����Λ͜れ͔Β͓͍ʹなるํ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

108  PowerPoint 2010　活用編

カリキュラム

❶ 図形やイメージの活用
❷ データの視覚化

❸ スライドのカスタマイズ

動画はͪ͜ らʂ

受講対象者 .JDSPTPGU�1PXFS1PJOU�����のجຊૢ࡞Λཧղ͍ͯ͠るํ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�֤コース̍ճ

テスτ� R �ɿ�֤コース̍ճ

テスτ� R �ɿ�֤コース̍ճ

109  Access 2010　基本編

カリキュラム

❶ Access の基礎
❷ テーブル
❸ リレーションシップ
❹ クエリ

❺ フォーム
❻ レポート
❼ 集計クエリ

動画はͪ͜ らʂ

受講対象者 "DDFTTॳ৺ऀɺ"DDFTT������Λ͜れ͔Β͓͍ʹなるํ�

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

VEW

VJK

VEX

VJL

VJP
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※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

��

110〜116 日々の業務効率を着実にアップする

テスτ� R �ɿ�֤コース̍ճ

110  Windows 8　基本編

カリキュラム

❶ Windows8 の基本操作
❷ Windows8 メニュー
❸ 便利な機能

❹ ネットワーク
❺ カスタマイズする

動画はͪ͜ らʂ

受講対象者 8JOEPXTॳ৺ऀɺ8JOEPXT�Λ͜れ͔Β͓͍ʹなるํ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

112  Word 2013　活用編

カリキュラム

❶ 文書作成に便利な機能
❷ Excel の表の貼り付け

❸ 文書の保護
❹ 差し込み印刷

動画はͪ͜ らʂ

受講対象者 .JDSPTPGU�8PSE�����のجຊૢ࡞Λཧղ͍ͯ͠るํ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

111  Word 2013　基本編

カリキュラム

❶ Word 2013 の基本操作
❷ 文書の作成と書式設定
❸ 文書のレイアウト

❹ 表・図形など、オブジェクトの挿入
❺ 印刷

動画はͪ͜ らʂ

受講対象者 8PSEॳ৺ऀɺ8PSE�����Λ͜れ͔Β͓͍ʹなるํ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

 Offi  ce2013・Windows8 シリーズ

POINT
0⒏��DFॳ৺ऀはͪΖΜɺچόーδϣϯ͔Β����ΞοϓάϨーυされるํରʹɺϏδω
スのさま͟まな場໘Ͱར༻Ͱ͖るجຊૢ࡞ΛϚスλー͠ます。
ˎຊシϦーζは౦ࣳσδλϧιϦϡーシϣϯζ᷂ͱのఏࡐڭܞͰす。

ねらいと特色
˔ࣗの࣮ྗ༻్ʹԠ͖ͯ͡なͱ͜Ζ͔Βɺؒ࣌ͰɺखܰʹֶशͰ͖ます。
˔ϫϯϙΠϯτΞυόΠスͰɺ͓ͬͯくͱศརなૢ࡞なͲΛհ͍͖ͯ͠ます。
˔࣮あるΠϯスτϥΫλーが͑ڭるϙΠϯτΛりࠐΜͩコースͰす。

テスτ� R �ɿ�֤コース̍ճ

VHH

VHI

VJM



※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

学習イメージ動画や受講者の声は、各コースのQRコードから確認できます

��

テスτ� R �ɿ�֤コース̍ճ

テスτ� R �ɿ�֤コース̍ճ

114  Excel 2013　活用編

カリキュラム

❶ データ分析を行うための表・グラフ
❷ 表中心のビジネス文書

❸ データベース
❹ 日付・曜日を扱う表の作成

動画はͪ͜ らʂ

受講対象者 .JDSPTPGU�&YDFM�����のجຊૢ࡞Λཧղ͍ͯ͠るํ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

113  Excel 2013　基本編

カリキュラム

❶ Excel 2013 の基本操作
❷ セルやシートの基本操作
❸ 表データの作成
❹ 表の編集

❺ 数式と関数
❻ グラフの作成
❼ 印刷
❽ データベース

動画はͪ͜ らʂ

受講対象者 &YDFM ॳ৺ऀɺ&YDFM�����Λ͜れ͔Β͓͍ʹなるํ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

116  PowerPoint 2013　活用編

カリキュラム

❶ 図形やイメージの活用
❷ データの視覚化

❸ スライドのカスタマイズ

動画はͪ͜ らʂ

受講対象者 .JDSPTPGU�1PXFS1PJOU�����のجຊૢ࡞Λཧղ͍ͯ͠るํ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

115  PowerPoint 2013　基本編

カリキュラム

❶ PowerPoint 2013 の基本操作
❷ プレゼンテーションの作成
❸ オブジェクトの挿入

❹ 効果の設定
❺ プレゼンテーションの実行
❻ プレゼンテーションの印刷・配布

動画はͪ͜ らʂ

受講対象者 1PXFS1PJOU ॳ৺ऀɺ1PXFS1PJOU�����Λ͜れ͔Β͓͍ʹなるํ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

VHJ

VJN

VHK

VJO
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��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

117  NEW  かんたん学習！ Windows10

カリキュラム

❶ Windows 10 の基本操作
❷ スタートメニュー
❸ インターネットの利用

❹ 便利な機能
❺ 設定
❻ カスタマイズ

受講対象者 8JOEPXTॳ৺ऀɺ8JOEPXT��Λ͜れ͔Β͓͍ʹなるํ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

ねらいと特色
˔ࣗの࣮ྗ༻్ʹԠ͖ͯ͡なͱ͜Ζ͔Βɺؒ࣌ͰɺखܰʹֶशͰ͖ます。
˔ϫϯϙΠϯτΞυόΠスͰɺ͓ͬͯくͱศརなૢ࡞なͲΛհ͍͖ͯ͠ます。
˔࣮あるΠϯスτϥΫλーが͑ڭるϙΠϯτΛりࠐΜͩコースͰす。

117〜124

POINT
0⒏DFॳ৺ऀはͪΖΜɺچόーδϣϯ͔Β����ΞοϓάϨーυされるํରʹɺϏδω
スのさま͟まな場໘Ͱར༻Ͱ͖るجຊૢ࡞ΛϚスλー͠ます。
ˎຊシϦーζは౦ࣳσδλϧιϦϡーシϣϯζ᷂ͱのఏࡐڭܞͰす。

日々の業務効率を着実にアップする

 Office2016・Windows10 シリーズ

テスτ� R �ɿ�֤コース̍ճ

119  NEW  かんたん学習！ Excel 2016

カリキュラム

❶ Excel2016 の基本操作
❷ セルやシートの基本操作
❸ 表データの作成
❹ 表の編集

❺ 数式と関数
❻ 便利な使い方
❼ 印刷
❽ データベース

受講対象者 &YDFM ॳ৺ऀɺ&YDFM�����Λ͜れ͔Β͓͍ʹなるํ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�֤コース̍ճ

120  NEW  かんたん学習！ PowerPoint 2016

カリキュラム

❶ PowerPoint2016 の基本操作
❷ プレゼンテーションの作成
❸ オブジェクトの挿入
❹ 効果の設定

❺ プレゼンテーションの実行
❻ プレゼンテーションの印刷・配布
❼ フォトアルバムの作成

受講対象者 1PXFS1PJOU ॳ৺ऀɺ1PXFS1PJOU����Λ͜れ͔Β͓͍ʹなるํ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�֤コース̍ճ

118  NEW  かんたん学習！ Word 2016

カリキュラム

❶ Word2016 の基本操作
❷ 文書の作成と書式設定
❸ 文書のレイアウト

❹ 効果の設定
❺ 印刷

受講対象者 8PSEॳ৺ऀɺ8PSE�����Λ͜れ͔Β͓͍ʹなるํ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� R �ɿ�֤コース̍ճ

動画はͪ͜ らʂ

動画はͪ͜ らʂ

動画はͪ͜ らʂ

動画はͪ͜ らʂ

VJY

VJZ

VMA

VMB



学習イメージ動画や受講者の声は、各コースのQRコードから確認できます

��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

POINT Word を使いこなす裏ワザ、便利ワザの数々を習得 !

POINT Excel を使いこなす裏ワザ、便利ワザの数々を習得 !

カリキュラム

カリキュラム

❶ すばやく入力するテクニック
❷ 簡単に文字列を編集するテクニック
❸ みばえよくレイアウトするテクニック
❹ 表、罫線を自在に操るテクニック
❺ 知って得する印刷テクニック
❻ さらに Word を使いこなすテクニック
❼ Office を使いこなすテクニック

❶ セルを自在に選択するテクニック
❷ すばやく表を作るテクニック
❸ 簡単に計算機能を利用するテクニック
❹ みばえよく表やグラフを作るテクニック
❺ 知って得する印刷テクニック
❻ さらに Excel を使いこなすテクニック
❼ Windows を使いこなすテクニック

受講対象者 ύιコϯதऀڃɺॳڃΛଔํ͍ͨ͠ۀ

最短実行時間 ʪ0⒏DF����ରԠʫ��ʗʪ0⒏DF����ʙ����ରԠʫ�� 想定学習時間 ؒ࣌��

受講対象者 ύιコϯதऀڃɺॳڃΛଔํ͍ͨ͠ۀ

最短実行時間 ʪ0⒏DF����ରԠʫ��ʗʪ0⒏DF����ʙ����ରԠʫ�� 想定学習時間 ؒ࣌��

121・122

123・124

Word 操作のレベルアップで仕事もレベルアップ

Excel 操作のレベルアップで仕事もレベルアップ

※ Word 得  テクニック 70 選は、Microsoft 社の Word95 ～ 2003 に対応しています。
　（Word95 では一部操作できない内容が含まれています）

●特殊記号を簡単に入力したい
●好みの図を箇条書きの行頭文字にしたい
●背景に模様を薄く印刷したい
●作成した住所録をふりがなで並べ替えたい
●印刷したくない文字を隠して印刷したい
●英字交じりの文章をすらすら入力したい　など

●入力されている英数カナ文字を半角に統一したい
●月々の支払い額から借入可能な額を逆算したい
●「＃ DIV/O!」などのエラー表示を直したい
●常に用紙の中央に表を印刷したい
●営業担当者ごとに受注日のデータを並べ替えたい
●目的のファイルをすばやく探したい　など

※ Excel 得  テクニック 70 選は、Microsoft 社の Excel95 ～ 2003 に対応しています。
　（Excel95 では一部操作できない内容が含まれています）

ʻ����ʙ����ʼテスτ� R �ɿ�̎ճ

ʻ����ʙ����ʼテスτ� R �ɿ�̎ճ

ʻ ����ʼテスτ� F �ɿ�̎ճ

ʻ ����ʼテスτ� F �ɿ�̎ճ

動画は͜ らͪʂ 動画は͜ らͪʂ

Word 得  テクニック 70 選
＜ Office 2007～2013対応＞

Excel 得  テクニック 70 選
＜ Office 2007～2013対応＞

動画は͜ らͪʂ

Word 得  テクニック 70 選
＜ Office2003 対応＞

Excel 得  テクニック 70 選
＜ Office2003 対応＞

動画は͜ らͪʂ

本コースでとりあげた 得 テクニックの例

本コースでとりあげた 得 テクニックの例

VAS VEM

VENVAT
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※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

��

127

125

128

126

「グロービッシュ式」上級編

中国政府教育部認定「新 BCT」の単語を網羅

「グロービッシュ式」上級編

あなたの英語、「使えて」いますか？

カリキュラム

カリキュラム

カリキュラム

カリキュラム

 スマホ  ビジネスシーンで使える
実践英会話１

 スマホ  〈新訂版〉梁先生と学ぼう
初級ビジネス中国語

動画は͜ らͪʂ

動画は͜ らͪʂ

 スマホ  ビジネスシーンで使える
実践英会話２

動画は͜ らͪʂ

 スマホ  グロービッシュ式
らくらく英語

動画は͜ らͪʂ

❶ ご伝言をお預かりしましょうか？
❷ 担当者に確認させてください
❸ サポートしてくれてありがとう
❹ ここ、確認してくれる？
❺ ごめん、もうすぐ会議なんだ
❻ その言葉の意味を教えてください
❼ 私もそう思います
❽ 次の戦略を話し合わないとね

❶～❸ 中国語の発音（ピンインと声調、韻毋、声毋）
❹ 自己紹介をする
❺ 来客を歓迎する
❻ 人を紹介する
❼ 何かをお願いする　ほか
付録　「新 BCT」600 単語トレーニング

❶ 名刺を頂戴します
❷ なるほど
❸ こちらが□□部署の○○です
❹ 質問があります
❺ 電話を使ってもいいかな
❻ ところで、報告書を見てくれた？
❼ もう少しゆっくり話してもらえますか
❽ スケジュールを調整しよう

❶ 英語なんて怖くない
❷ 英語脳を作る
❸ 重要単語の練習
❹ らくらく英語発想のコツ
付録　グロービッシュ 1500 単語ドリル、ビジネスフレーズ 
　　　150 選、出だしのパターン 30 選

POINT
難しい発音を動画で練習し、はじめて中国語を学ぶ人も、ビ
ジネスシーンで簡単なやりとりができることをめざします。 POINT

すでに中学・高校で学んだ「知っている」が「使えない」英単語
を使いこなし、英語での自由なコミュニケーションをめざします。

POINT
仕事に役立つ英会話を、シンプルな英単語・英文法に絞っ
て、3 ステップのレッスンで無理なく身につけます。

POINT
仕事に役立つ英会話を、シンプルな英単語・英文法に絞っ
て、3 ステップのレッスンで無理なく身につけます。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠɺಛʹは͡ΊͯதޠࠃΛֶͿਓ

最短実行時間 ��� 想定学習時間 ؒ࣌̔
受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠɺಛʹ̍ૣくӳޠΛͤるΑ͏ʹなり

͍ͨਓ

最短実行時間 ؒ࣌�� 想定学習時間 ؒ࣌��

▼「BCT（Business Chinese Test）」とは
母国語が中国語ではない人のビジネス中国語能力を検定する中国政府の国家
レベルの標準試験。2006 年にスタートし、世界 24 カ国以上で年４回開催。

▼「グロービッシュ」とは
ジャン＝ポール・ネリエール氏によって提唱された、非ネイティブのための「伝わ
ること」を重視した簡易英語。「1500語とその派生語を使用する」などの特徴がある。

テスτ� R �ɿ�̍ճ

テスτ� R �ɿ�̍ճ

テスτ� R �ɿ�̍ճ

テスτ� R �ɿ�̍ճ

VFJ VEZ

VHRVHM



※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

131 TOEIC〈新出題形式〉対策、はじめの一歩

カリキュラム

 NEW  TOEIC® Listening&Reading Test
 スマホ  ミニ模試〈新形式対応〉

❶ TOEIC L&R の概要と出題形式
❷ TOEIC L&R ミニ模試〈新形式対応〉
❸ TOEIC L&R 予想スコア
❹ 解答と解説

POINT
TOEIC 本試験４分の１のボリュームで、あなたのおお
よその TOEIC L&R スコアを測定します。

受講対象者 50&*$�-�3৽ग़ࣜܗͰは͡Ίͯडݧするਓɺࣗの予スコ
ΞΛり͍ͨਓ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̍

テスτ� R �ɿ�̍ճ

学習イメージ動画や受講者の声は、各コースのQRコードから確認できます

��

語学

◆άϩーϏογュࣜ　Β͘Β͘ӳޠ

Θ͔りす͍୯ޠがଟ͔ͬͨのͰɺ͏සが͍ߴͱ
。まͨ͠͡ײ

◆ϏδωスγーンͰ͑Δ　࣮ફӳձ�

ΘれるϑϨーζがͨくࢥ্のシーϯͰൃੜするͱۀ
さΜあͬͨ。

◆ʮ͓ͯͳ͠ʯの৺Λ͑Δӳձ

͚ͭʹ͍ͯͭʹޠするӳ༺ւ֎ΘͣৗͰࠃ
る͜ͱがͰ͖ͨ。

ւ֎の͓٬様ͱコϛϡχέーシϣϯがͱれるΑ͏ʹ
なるͨΊのૅجͱなͬͨ。

◆ʻ৽గ൛ʼྊઌੜͱֶ΅ �͏ॳڃϏδωスதޠࠃ

ಈը͖ͰൃԻ࣌のޱのಈ͖ݟる͜ͱがͰ͖ͯΘ͔
りす͔ͬͨ。

130 TOEIC 対策、はじめの一歩

カリキュラム

 スマホ  TOEIC® ミニ模試
30分スコア測定

❶ TOEIC テストの概要と出題形式
❷ TOEIC ミニ模試
❸ TOEIC 予想スコア
❹ 解答と解説

POINT
TOEIC 本試験４分の１のボリュームで、あなたのおお
よその TOEIC スコアを測定します。

受講対象者 は͡Ίͯ50&*$Λडݧするਓɺࣗの予スコΞΛり͍ͨਓ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̍

テスτ� R �ɿ�̍ճ

動画は͜ らͪʂ

の50&*$予スコΞΛऀߨͰはɺ֤डػ͚ҭ͝୲ऀڭ※
֬ೝする͜ͱはͰ͖まͤΜ。

129 シンプル英語で準備万端

カリキュラム

 スマホ  「おもてなし」の心を伝える
英会話コース

❶ 街中の道案内
❷ 駅での案内
❸ ショッピング・食事・観光の案内
❹ 覚えておきたい「おもてなし」フレーズ

POINT
道で、駅で、あるいはレストランや施設のなかで外国人に話しかけ
られた場合に、余裕をもって英語で対応できる力を身につけます。

受講対象者 Ϗδωスύーιϯશൠɺओʹࣄैʹۀ٬するਓ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̏

テスτ� R �ɿ�̍ճ

動画は͜ らͪʂ

動画は͜ らͪʂ

の50&*$�-�3予スコΞऀߨͰはɺ֤डػ͚ҭ͝୲ऀڭ※
Λ֬ೝする͜ͱはͰ͖まͤΜ。

受講者の声

VID VIC

VJS

ご
利
用
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法
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��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

語学

◆50&*$⡴�ࢼʪ৽ࣜܗରԠʫ

શ1"35のࢼΛड͚ΒれͯɺΑ͍シϛϡϨーシϣ
ϯʹなͬͨ。

◆50&*$⡴�ςスτスコΞΞοϓ����

50&*$ ֶशʹ͓݁ͯ͠りɺӳޠがඞཁʹなͬͨ場
໘Ͱ͑るͱͨͬࢥ。

ͱʹ͔く୯ޠΛଟく֮͑ΒれるͨΊɺޠኮྗΞοϓΛ
ࢦす͜ͱがͰ͖ͨ。

◆50&*$⡴�ࢼୈ�回�͠ࢼˍલରࡦ

50&*$のલରࡦΛするのʹదなྔͩͬͨ。

ࣗͰ࠾Ͱ͖ͯɺ͓͓ΑͦのがΘ͔るのが
Α͔ͬͨͰす。

134 『TOEIC テストハイパー模試 ５訂版 新形式問題対応』e ラーニング

カリキュラム

 スマホ  TOEIC® 模試〈新形式対応〉  

❶ はじめに
❷ Listening Section：Part 1 ～ 4
❸ Reading Section 1：Part 5
❹ Reading Section 2：Part 6
❺ Reading Section 3：Part 7
❻ TOEIC 予想スコア
❼ 解答と解説

POINT
TOEIC® テスト新形式での模擬問題に取り組み、予想
スコアを把握して、本番の腕試しを行います。

受講対象者 50&*$৽ࣜܗͰのडݧΛ予ఆ͍ͯ͠るਓ

最短実行時間 ؒ࣌̎ 想定学習時間 ؒ࣌̐

 スマホ  TOEIC® 模試 第１回 腕試し＆直前対策／第２回 腕試し＆直前対策
動画は͜ らͪʂ 動画は͜ らͪʂ

POINT TOEIC® テストの模擬問題に取り組み、予想スコアを把握して、本番の腕試しを行います。

カリキュラム

❶ はじめに
 操作方法、この模試の進め方
TOEIC テストの構成
Part 別出題形式

❷ Listening Section：Part １～４
❸ Reading Section １：Part ５
❹ Reading Section ２：Part ６

❺ Reading Section ３：Part ７
❻ TOEIC 予想スコア
❼ 解答と解説

受講対象者 50&*$ の׳ʹࣜܗれ͍ͨਓɺ50&*$ 予スコΞΛり͍ͨਓɺ50&*$ テスτରࡦの૯仕্͛Λ͍ͨ͠ਓ

最短実行時間 ֤コース̎ؒ࣌ 想定学習時間 ֤コース̐ؒ࣌

132・133 『新TOEIC テストハイパー模試 ４訂版』e ラーニング

※ୈ̍ճɺୈ̎ճͱʹಉ͡ΧϦΩϡϥムߏͰはɺ50&*$テスτのຊ൪ಉ様1BSU ̍ʙ̓まͰશ���のٖΛ͍ͯ͠ࡌܝます。
※ຊࡐڭはॻ੶ʮ৽50&*$ϋΠύーࢼ��గ൛ 	Ԣจࣾฤ 
ʯΛͱʹ੍͍ͯ͠࡞ます。
。の50&*$予スコΞΛ֬ೝする͜ͱはͰ͖まͤΜऀߨͰɺ֤डػ͚ҭ͝୲ऀڭ※

の50&*$予スコΞΛऀߨͰはɺ֤डػ͚ҭ͝୲ऀڭ※
֬ೝする͜ͱはͰ͖まͤΜ。

ຊ൪ࣜܗʹ฿ͬͨ
ٖ

予スコΞͱ1BSU ผ
ਖ਼ղνϟーτ

ॆ࣮ͨ͠
ղ・ղઆ

テスτ� R �ɿ�֤コース̍ճ

テスτ� R �ɿ�̍ճ

動画は͜ らͪʂ
受講者の声

VFS VFT

VIW



学習イメージ動画や受講者の声は、各コースのQRコードから確認できます

��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

135〜137 ネットでスコア 100 点アップをねらえ！

 TOEIC® テスト　スコアアップシリーズ
POINT

50&*$のग़ࣜܗͱग़のͶΒ͍Λॏͨ͠ࢹΧϦΩϡϥムߏͰʮӳྗޠʯͱʮඞউ๏ʯΛ
ಉ࣌ʹʹ͚ͭます。ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹˎຊシϦーζは᷂ԢจࣾͱのఏࡐڭܞͰす。

テスτ� F � R ɿ֤コース�ճ

137  スマホ  TOEIC® テスト スコアアップ 730点

カリキュラム
第１部　リスニング
・嵐がもたらした新しい出発（TOEIC Part 3 攻略スキル）
・ビジネス戦略（Part 1、2 実戦）
・診断テスト 50 問 /27 分　ほか

第２部　リーディング
・小売店の獲得へ向けて（Part 5、6 解法のコツ）
・起死回生のそば（Part 7 攻略法）
・診断テスト 50 問 /40 分　ほか

動画はͪ͜ らʂ

受講対象者 50&*$テスτͰ���ΛΊ͟すਓɺӳޠ૯合ྗΛ্͍͛ͨਓ

最短実行時間 ؒ࣌�� 想定学習時間 ؒ࣌��

136  スマホ  TOEIC® テスト スコアアップ 600点

カリキュラム
第１部　リスニング
・驚きと喜び、そして悪夢（TOEIC Part 4 基礎力）
・華麗なる転身（Part 4 攻略法）
・診断テスト 50 問 /27 分　ほか

第２部　リーディング
・オフィス用の物件探し（Part 5、6 解法のコツ）
・苦境を乗り越える（Part 7 攻略法）
・診断テスト 50 問 /40 分　ほか

動画はͪ͜ らʂ

受講対象者 50&*$テスτͰ���ΛΊ͟すਓɺӳޠ૯合ྗΛ্͍͛ͨਓ

最短実行時間 ؒ࣌�� 想定学習時間 ؒ࣌��

135  スマホ  TOEIC® テスト スコアアップ 470点

カリキュラム
第１部　リスニング
・ホストファミリーとの生活が始まる
  （TOEIC Part 1、2 基本スキル）
・ブラウン氏を訪問する（Part 1、2 攻略法）
・診断テスト 50 問 /27 分　ほか

第２部　リーディング
・夏期集中セミナー参加のためアメリカへ
  （Part 5、6 攻略法）
・考え方のギャップと正雄の決断（Part 7 攻略法）
・診断テスト 50 問 /40 分　ほか

動画はͪ͜ らʂ

受講対象者 50&*$テスτͰ���ΛΊ͟すਓɺӳޠ૯合ྗΛ্͍͛ͨਓ

最短実行時間 ؒ࣌�� 想定学習時間 ؒ࣌��

˛ʮձʯը໘

˛τϨーχϯά ˛ʮ୯ޠʯը໘

அテスτ̐ճ

˔֤コースのߏ

ʷɹ̐ηοτձ

τϨーχϯά

୯ޠ

× 12 回分

１日１セット

िテスτ

VFC

VFB

VFA

ご
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用
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��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

カリキュラム

カリキュラム

138

139

動画は͜ らͪʂ

動画は͜ らͪʂ

動画は͜ らͪʂ

❶ IE（インμストリアル・エンジニアリング）の定ٛ
❷ IE 生のܦҢ
❸ テーラーの作業ڀݚ
❹ ギルブレスの作業ڀݚ
❺ 目標管理の 2 ͭのプロセス
❻ メιッドエンジニアリングとは
❼ メιッドエンジニアリングᶃ「リサーνアプローν」

❶ 生࢈部のׂとコストマインド
❷ ෆྑを作らないために
❸ ৬のೲ期管理
❹ ৬の҆શ・境管理

❽ メιッドエンジニアリングᶄ「デβインアプローν」
 ワークメジャメントとは
⤒ 標準ؒ࣌の定ٛ
⤓ ワークメジャメントの方法
⤔ 生ੑ࢈にͭいて

POINT ੜ࢈理のج本、ੜੑ࢈上のためのج本తなߟえํを学ͼます。

POINT
ものͮくりݱ場で「ੜ࢈」とい͏仕事に取り組Ή͏えでඞཁとなる「࢟」、վળを行͏「ߟえํ」や、̦̘̙、҆શ・ڥ
といった理ٕज़のج本を学ͼます。

 スマホ  IE ʹΑるݱϚネジϝント
基本コース

 スマホ  生ݱ࢈の基ૅ
̦̘̙ɺ̓ શ・ڥ編

ੜݱ࢈場のϚネジϝントを学ぶ

ʙੜ࢈Ϛイスλーݕ定 ެ式認定ʙ

 スマホ  #asic coVrse Gor (enCaïpeldworLð
 NanageNent tIroVgI IE

 スマホ  通过 IE 开展现场管理的基础课程

 スマホ  TIe #asics oG  
tIe .anVGactVring 4ite

受講対象者 ੜݱ࢈場のएखʙதݎɺੜ࢈ཧの୲ऀ

最短実行時間 ��ɹ英 ��ɹ中 �� 想定学習時間 ؒ࣌�

受講対象者 ੜݱ࢈場のएखٕज़ऀɺੜݱ࢈場のجຊΛֶͼ͍ͨํ

最短実行時間 ��ɹ英 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

#asic coVrse Gor 
(enCa	peldworL

NanageNent tIroVgI IE

通过 IE 开展现场
管理的基础课程

IE ʹΑるݱϚネジϝント基本コース

テスτ� R �ɿ�֤コース̍ճ

テスτ� R �ɿ�֤コース̍ճ

ଟݴ語ɹ 英  中

ଟݴ語ɹ 英  

動画は͜ らͪʂ

VKF

VLE

VLF

VIHVIE



学習イメージ動画や受講者の声は、各コースのQRコードから確認できます

��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

動画は͜ らͪʂ 動画は͜ らͪʂ

カリキュラム

カリキュラム カリキュラム

動画は͜ らͪʂ 動画は͜ らͪʂ

受講対象者 Ұൠۀ࢈の場ɺϓϥϯτなͲのిؾઃඋのอશһɺཧऀɺΦϖϨーλɺઃऀܭ
ઃඋϝϯテφϯスձࣾのϑΟーϧυαーϏス�ʗ�ిؾి ྗؔ࿈ձࣾのٕज़һ

最短実行時間 ��� 想定学習時間 ؒ࣌�

受講対象者 Λઐʹѻ͏ํؾઃඋのϑΟーϧυαーϏスなͲిؾのอશһɺిܥؾి

最短実行時間 ��� 想定学習時間 ؒ࣌�

受講対象者 Λֶश͍ͨ͠ํૅجのؾి

最短実行時間 ��ɹ英 �� 想定学習時間 ؒ࣌�

142

૬交ྲྀのੑ質ࡾ ❶
૬交ྲྀ回࿏ࡾ ❷
૬交ྲྀの電力ࡾ ❸
૬交ྲྀの計算問題ࡾ ❹

POINT
૬ަྲྀのΘかりにくいとこΖをイࡾ、えํߟ૬ަྲྀのࡾ
ϝージから学習します。

૬ަྲྀ編ʣࡾの基ૅコースᶙʢؾి

シリーζૅج実ફؾి

❶ 交ྲྀ回࿏
❷ 交ྲྀ回࿏の実ફ計算
❸ 交ྲྀの電力
❹ 交ྲྀ回࿏の計算問題

POINT ަྲྀのߟえํをイϝージでΘかりやすく学ͼます。

の基ૅコースᶘʢަྲྀ回࿏編ʣؾి

141 シリーζૅج実ફؾి

❶ 交ྲྀの電ؾがྲྀれるしくみ
૬交ྲྀࡾ ❷
❸ オームの法ଇとジュールの法ଇ
❹ 直列・並列ଓ
❺ ফඅ電力と力
❻ 覚えておきたい電ؾの知ࣝ

POINT きになるがؾアレルΪーのํでもిؾి !

 スマホ  #asic ElectricitZ CoVrse スマホ の基ૅコースؾి 

140 シリーζૅج実ફؾి

※͜のコースはɺʮిؾのૅجコースᶘʯΛطʹֶशされͨํがɺ༰Λॆʹ
शಘされ͍ͯる͜ͱΛલఏʹ੍࡞され͍ͯます。

の基ૅコースؾి #asic ElectricitZ CoVrse

テスτ� F �ɿ�֤コース̎ճ

テスτ� F �ɿ�̏ճテスτ� F �ɿ�̏ճ

ଟݴ語ɹ 英  
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��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

145

143

146

144

シリーζૅج実ફؾి

設備教育ૅجシリーζ

シリーζૅج実ફؾి

シリーζૅج実ફؾి

カリキュラム

カリキュラム

カリキュラム

カリキュラム

ઈԑ߅測定コース

 スマホ  ઃඋの基ૅコース　ిؾ編

動画は͜ らͪʂ

動画は͜ らͪʂ

߅測定コース
動画は͜ らͪʂ

ઃඋの基ૅコースؾి
動画は͜ らͪʂ

❶ ֶ習の進め方
❷ ߅のݪ理
❸ ઈԑ߅計
❹ ઈԑ߅ଌ定

❶ ྲྀれա͗る電ؾ（ա電ྲྀ）
❷ ۙ道する電ؾ（བྷ）
❸ ࿙れる電ؾ（࿙電）
❹ からだへྲྀれる電ؾ（ײ電）
❺ ྲྀれにくい電ؾ（ಋ電ੑෆྑ）
❻ ཷまった電ؾ（੩電ؾ）
❼ 理解確認テスト

❶ ֶ習の進め方
❷ ߅のଌ定ݪ理
❸ ߅計とଌ定回࿏
❹ ଌ定のखॱ

❶ 電ؾ設උの概要
❷ มѹ機能
❸ 開ด機能
❹ 力վળ機能
❺ 計ଌ機能
❻ 保護機能

POINT
ిྲྀ、ిѹなͲిؾのૅج理や発、ిײなͲిؾの҆શにる
。知ࣝを習得しますૅجのؾを中৺にएखٕज़ऀにඞཁとなるిݱ POINT มѹ・։ด・力率վળ・ܭ測・อػޢがよくΘかる！

POINT ઈԑ߅測定を一人でਖ਼しく行͏ために！ POINT ߅測定を一人でਖ਼しく行͏ために！

受講対象者 ઃඋのอશһɺཧऀɺઃඋϝϯテφϯスのϑΟーϧυαーؾి
Ϗスɺి࣮ؾऀ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̍

受講対象者 ઃඋのอશһɺཧऀɺઃඋϝϯテφϯスのϑΟーϧυαーؾి
Ϗスɺి࣮ؾऀ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̍

受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣの৽ਓʙதݎのอશһɺΦϖϨーλɺΤϯδχΞ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎
受講対象者 ઃඋのอશһɺཧऀɺઃඋϝϯテφϯスのϑΟーϧυαーؾి

Ϗスɺి࣮ؾऀ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̏

テスτ� R �ɿ�̍ճ テスτ� F �ɿ�̏ճ

テスτ� F �ɿ�̍ճテスτ� F �ɿ�̍ճ

VLA VSC

VSHVS(



学習イメージ動画や受講者の声は、各コースのQRコードから確認できます

��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

149

147

150

148

シリーζૅج実ફؾి

シリーζૅج実ફؾి

シリーζૅج実ફؾి

シリーζૅج実ફؾి

カリキュラム

カリキュラム

カリキュラム

カリキュラム

シーέンス੍ޚの
トϥϒϧシューテΟング
基ૅコース

新・シーέンス੍ޚの
基ૅコースʢ新 +I4 対応ʣ

動画は͜ らͪʂ

動画は͜ らͪʂ

プログϥϚϒϧコントローϥの
基ૅコース

動画は͜ らͪʂ

シーέンス੍ޚの
基ૅコースᶘʢλΠϜνϟート編ʣ

動画は͜ らͪʂ

❶ 自ಈృஔの੍ޚ内容
❷ 自ಈృஔのトラブルシューティング
❸ ケース１：表示ランプがͭかない
❹ ケース２：྆方の৭がృされない
❺ ケース３：オレンジしかృされない
❻ ケース４：ブルーしかృされない
❼ ケース５：対しかృされない
❽ ケース６：खલしかృされない
　 ほかケース 12 まで

❶ シーケンス੍ޚの基本（1）
❷ シーケンス図をಡんでみよう
❸ シーケンス੍ޚの基本（2）
❹ ༏ઌ回࿏
❺ トレーニング問題

❶ プログラマブルコントローラ（̥̘）とは
❷ ̥̘のϋードウェア
❸ ̥̘のプログラミング
❹ プログラムมߋの実ࡍʦ１ʧタイマの利用
❺ プログラムมߋの実ࡍʦ２ʧカウンタの利用

❶ のある回࿏
❷ コイル・のある回࿏
❸ 実用回࿏のみཱて
❹ ԋ習問題

POINT
+I4「C 0�1�」に対応！シーケンスਤ上のిؾのྲྀれ
も、C( アニϝーションでΘかりやすく学ͼます。

POINT
シーケンス回࿏をਖ਼֬に、ཁྖよくಡみॻきできるよ͏
になるためのλイムνϟートの使いํを習得します。

POINT
プログラϚϒルコントローラを༻いた設備のトラϒル
シューテΟングख法を学ͼます。

POINT
プログラϚϒルコントローラのプログラミングख法を学
ͼます。

受講対象者 ઃඋのอશһɺཧऀɺઃඋϝϯテφϯスのϑΟーϧυαーؾి
Ϗスɺి࣮ؾऀ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̐

受講対象者 ઃඋのอશһɺཧऀɺઃඋϝϯテφϯスのϑΟーϧυαーؾి
Ϗスɺి࣮ؾऀ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̐

受講対象者 シーέϯス੍ޚのૅجΛֶश͍ͨ͠ํ

最短実行時間 ��� 想定学習時間 ؒ࣌̐

受講対象者 ઃඋのอશһ・ӡసһɺϑΟーϧυαーϏスһܭ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̐

テスτ� F �ɿ�̏ճ テスτ� R �ɿ�̎ճ

テスτ� F �ɿ�̍ճ テスτ� F �ɿ�̎ճ

VTI VKJ

VTVVST
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※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

153

151

154

152

シリーζૅج実ફؾి

設備อશ実ફシリーζ

設備อશ実ફシリーζ

設備教育ૅجシリーζ

カリキュラム

カリキュラム

カリキュラム

カリキュラム

のอશコースؾి

動画は͜ らͪʂ

動画は͜ らͪʂ

のอશコースܭ
動画は͜ らͪʂ

 スマホ  ઃඋの基ૅコース　ܭ・੍ޚ編
動画は͜ らͪʂ

❶ フィードバック੍ޚの基本
❷ プロセス特ੑ
❸ 調અ計の੍ޚಈ作
ద調整࠷ ❹
❺ PID ద調整実習࠷のޚ੍

❶ 電ؾのルーツを探る、電ؾ保શの第一า
❷ 人のମはྑಋମ、ݥة電ѹ 42 Ϙルト
❸ աࢭは、定֨ݫकと正しいకめ付け
❹ 配線ෆྑ、ંࠎりଛのくたびれもうけ
ࡦがばまわれ、電ಈ機のトラブル対ٸ ❺

❶ 自ಈ੍ޚとは
❷ PID とはޚ੍
❸ 検出部
❹ 調અ部
❺ 操作部
❻ トラブル事ྫケース１
　（ѹ力੍ޚ）

❼ トラブル事ྫケース２
　（Թ੍ޚ）
❽ トラブル事ྫケース３
（ޚ੍ྔྲྀ）　
 ༉ѹサーϘห

のྲྀれとループ構成ޚ੍ ❶
❷ プロセスの特ੑとフィードバック੍ޚのಈ作
❸ フィードバック੍ܥޚの計
❹ 理解確認テスト

POINT
設備のอશ業務にؔする実ફతなϊハを学ͼまؾి
す。

POINT
に༻いޚ知ࣝや੍ૅجにؔするޚ動作といった੍ޚ੍、ߏループのޚ੍
るثػの役ׂ・特・ݪ理なͲएखٕज़ऀにඞཁとなるܭ ŋ ૅجのޚ੍
知ࣝを習得します。

POINT 1I% のௐํ法をシミュレーションで学ͼます。 POINT
設備のอશ業務にؔする実ફతなϊハを学ͼまܭ
す。

受講対象者 ੍・ؾి ઃඋのอશһɺཧऀɺઃඋϝϯテφϯスのϑΟーϧυޚ
αーϏスɺిؾ・੍ ऀ࣮ޚ

最短実行時間 ��� 想定学習時間 ؒ࣌̑

受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣの৽ਓ・தݎอશһɺΦϖϨーλɺݱ場のۀ࡞ ・ऀ
ಜ ・ऀཧऀ

最短実行時間 ��� 想定学習時間 ؒ࣌̐

受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣの৽ਓ・தݎอશһɺΦϖϨーλɺݱ場のۀ࡞ ・ऀ
ಜ ・ऀཧऀ

最短実行時間 ��� 想定学習時間 ؒ࣌̐

受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣの৽ਓʙதݎのอશһɺΦϖϨーλɺΤϯδχΞ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

テスτ� F �ɿ�̎ճ テスτ� R �ɿ�̍ճ

テスτ� F �ɿ�̎ճテスτ� F �ɿ�̎ճ

ଟݴ語ɹ 英

編ʣޚ੍%の基ૅコースʢPIޚ੍
NEW  スマホ  Control #asics CoVrse

VS2 VLB

VSR
VJI

VTW



学習イメージ動画や受講者の声は、各コースのQRコードから確認できます
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※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

157

155

158

156

シリーζૅج実ફؾి

シリーζૅج実ફؾి

Խ学学ૅجシリーζ

シリーζૅج実ફؾి

カリキュラム

カリキュラム

カリキュラム

カリキュラム

機ցのཁ点 ࠲ߨ֨߹छ̏ݧి

ཧのཁ点 ࠲ߨ֨߹छ̏ݧి

動画は͜ らͪʂ

動画は͜ らͪʂ

動画は͜ らͪʂ

のཁ点ྗి ࠲ߨ֨߹छ̏ݧి
動画は͜ らͪʂ

❶ 直ྲྀ機の要
❷ ಉ期機の要
❸ มѹثの要
❹ ༠ಋ機の要
❺ パワーエレクトロニクスの

要
❻ 電ಈ機応用の要

❼ র໌の要
❽ 電の要
 電ؾ化ֶの要

❶ 回࿏計算の要
❷ 交ྲྀ回࿏の要
૬交ྲྀの要ࡾ ❸
❹ 電࣓ؾの要
❺ ੩電ؾの要
❻ 付録 交ྲྀの基礎

❶ ৠཹの基礎知ࣝ r ৠཹのݪ理
❷ ৠཹの基礎知ࣝ r ৠཹౝの構と機能
❸ ৠཹの理と計算 r 線ۂߧӷฏؾ
❹ ৠཹの理と計算 r ஈ数の算出
❺ ৠཹの理と計算 r దӡ転のための条件࠷
❻ ৠཹの理と計算 r ஈ数計算のԋ習
❼ ৠཹの理と計算 r ৠཹٕज़の実ࡍ

❶ ਫ力発電の要
❷ Ր力・ࢠݪ力発電の要
❸ ม電・ૹ電・配電の要
❹ 電࣓ؾの要

POINT
やి験̏छ「理」の試験ൣғからΘかりにૅجのؾి
くい部分、試験ϙイントを学習します。

POINT
やి験̏छ「ి力」の試験ൣғからΘかりにૅجのؾి
くい部分、試験ϙイントを学習します。

POINT
の試験ൣғからΘかりに「ցػ」やి験̏छૅجのؾి
くい部分、試験ϙイントを学習します。

POINT ৠཹのݪ理からࢉܭまでを習得します。

受講対象者 ֨ࢿओٕज़ऀؾઃඋのอશΛ୲するٕज़ऀɺୈ̏छ�ిؾి
Λऔಘ͍ͨ͠ํ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̐

受講対象者 ϓϥϯτӡసһɺΤϯδχΞ

最短実行時間 ��� 想定学習時間 ؒ࣌̑

受講対象者 ֨ࢿओٕज़ऀؾઃඋのอશΛ୲するٕज़ऀɺୈ̏छ�ిؾి
Λऔಘ͍ͨ͠ํ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̑

受講対象者 ֨ࢿओٕज़ऀؾઃඋのอશΛ୲するٕज़ऀɺୈ̏छ�ిؾి
Λऔಘ͍ͨ͠ํ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̏

テスτ� R �ɿ�̍ճ テスτ� R �ɿ�̍ճ

テスτ� R �ɿ�̍ճ テスτ� F �ɿ�̑ճ

ଟݴ語ɹ 英

スマホ  ৠཹの基ૅコース
NEW  スマホ  %istillation #asics CoVrse

VKK VKL

VJB

VSD

VKM
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※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

161

159

162

160

Խ学学ૅجシリーζ

Խ学学ૅجシリーζ

Խ学学ૅجシリーζ

Խ学学ૅجシリーζ

カリキュラム

カリキュラム

カリキュラム

カリキュラム

動画は͜ らͪʂ

動画は͜ らͪʂ

動画は͜ らͪʂ

動画は͜ らͪʂ

❶ ポンプのみ
❷ ポンプにඞ要な能力
❸ ポンプのݪ理
❹ ポンプのੑ能ۂ線
❺ ੑ能とӡ転条件
❻ キャビテーション

❶ 交ثのछྨと特徴
❷ 伝の基本ݪ理
❸ 伝の基本法ଇ
❹ 交ثの伝
❺ 交ثの૯ׅ伝数
❻ 交ثの伝ྔ
❼ 交ثのԚれのӨڹ

❶ メカニカルシールの管理ᶃ
❷ メカニカルシールの管理ᶄ
❸ Թ管理による問題
❹ 小ྲྀྔにおける問題
❺ 食・Ԛれ・५のӨڹ

❶ 化ֶ応式の見方
❷ 実ࡍの化ֶ応
❸ 化ֶฏߧの考え方
❹ 応の
❺ 応のԹґଘੑ
❻ 応機構
❼ ৮ഔのはたらき

❽ ৮ഔ応のしくみ
 ৮ഔ応ث
10  応のまとめ

POINT ަثのݪ理からのࢉܭまでを習得します。
POINT

のߧ業తに利༻͞れているԽ学応のベースとなるԽ学ฏ
。について習得しますࢉܭえํや৮ഔのしくみと、応のߟ

POINT ϙンプのੑ理・ӡస理のج本を学ͼます。 POINT ϙンプのӡస・อक理の実ફతなϊハを学ͼます。

受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣの৽ਓ・தݎอશһɺΦϖϨーλɺΤϯδχΞɺ
ۀ࡞場のݱ ・ऀಜ ・ऀཧऀ

最短実行時間 ��� 想定学習時間 ؒ࣌̔

受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣの৽ਓ・தݎอશһɺΦϖϨーλɺΤϯδχΞɺ
ۀ࡞場のݱ ・ऀಜ ・ऀཧऀ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̐

受講対象者 ϓϥϯτӡసһɺΤϯδχΞ

最短実行時間 ��� 想定学習時間 ؒ࣌̓
受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣの৽ਓ・தݎอશһɺΦϖϨーλɺΤϯδχΞɺ

ۀ࡞場のݱ ・ऀಜ ・ऀཧऀ

最短実行時間 ��� 想定学習時間 ؒ࣌̒

テスτ� F �ɿ�̐ճ テスτ� R �ɿ�̏ճ

テスτ� F �ɿ�̎ճテスτ� F �ɿ�̎ճ

ଟݴ語ɹ 英

ଟݴ語ɹ 英

ଟݴ語ɹ 英

ଟݴ語ɹ 英

スマホ  伝の基ૅコース
NEW  スマホ  )eat TransGer #asics CoVrse

スマホ
։ൃத  ϙンプの基ૅコースᶗ
NEW  スマホ  PVNQ #asics CoVrseᶗ

スマホ
։ൃத  ϙンプの基ૅコースᶘʢӡస・อकཧ編ʣ
NEW  スマホ  PVNQ #asics CoVrseᶘ

スマホ
։ൃத  応の基ૅコース
NEW  スマホ  Reactions #asics CoVrseVJC

VSE

VJD

VKI

VJF

VTU

VJE

VTT



学習イメージ動画や受講者の声は、各コースのQRコードから確認できます
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※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

165

163

166

164

設備教育ૅجシリーζ

Խ学学ૅجシリーζ

設備教育ૅجシリーζ

Խ学学ૅجシリーζ

カリキュラム

カリキュラム

カリキュラム

カリキュラム

 スマホ  ઃඋの基ૅコース　機ցཁૉ編
動画は͜ らͪʂ

動画は͜ らͪʂ

 スマホ  ઃඋの基ૅコース　回స機ث編
動画は͜ らͪʂ

動画は͜ らͪʂ

❶ ねじ
❷ リベットܧख・༹ܧख
ंࣃ ❸
ख・࣠受ܧ࣠・࣠ ❹

❶ ѹॖ機のछྨと構
ମとѹॖؾ ❷
ମのঢ়ଶ方ఔ式ؾ ❸
❹ ઈ対事
事業 ❺
❻ ಈ力
❼ ӡ転管理

❶ ポンプの基礎
❷ ૹ෩機・ѹॖ機の基礎

❶ 基礎知ࣝ
❷ ੑ能ۂ線
❸ ӡ転条件とੑ能ۂ線
❹ ԕ心ѹॖ機のシステム
❺ システムのӡ転管理

POINT
ԟ෮動ѹॖػを例に、ѹॖػのߏとѹॖの理からӡస
理にいたるまでのѹॖػにؔするૅج知ࣝを習得します。

POINT
ԕ৺ѹॖػを例に、ੑ理とӡస理のํ法について
習得します。

POINT
ねじ、ंࣃ、࣠、࣠ड、ܧखなͲػցཁૉについて、දతな部の
。知ࣝを習得しますૅج理なͲएखٕज़ऀにඞཁとなるݪ・・特ߏ

POINT
ϙンプ、ϑΝンなͲ回సثػについて、දతなثػのߏ・
特・ݪ理なͲएखٕज़ऀにඞཁとなるૅج知ࣝを習得します。

受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣの৽ਓʙதݎのอશһɺΦϖϨーλɺΤϯδχΞ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̏

受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣの৽ਓʙதݎのอશһɺΦϖϨーλɺΤϯδχΞ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̏

受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣの৽ਓ・தݎอશһɺΦϖϨーλɺΤϯδχΞɺ
ۀ࡞場のݱ ・ऀಜ ・ऀཧऀ

最短実行時間 ��� 想定学習時間 ؒ࣌̑

受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣの৽ਓ・தݎอશһɺΦϖϨーλɺΤϯδχΞɺ
ۀ࡞場のݱ ・ऀಜ ・ऀཧऀ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̏

テスτ� R �ɿ�̎ճ テスτ� R �ɿ�̎ճ

テスτ� R �ɿ�̍ճ テスτ� R �ɿ�̍ճ

ଟݴ語ɹ 英 ଟݴ語ɹ 英

スマホ
։ൃத  ѹॖ機の基ૅコースᶗʢԟ෮ಈѹॖ機編ʣ
NEW  スマホ  CoNQressor #asics CoVrseᶗ

スマホ
։ൃத  ѹॖ機の基ૅコースᶘʢԕ心ѹॖ機編ʣ
։ൃத  スマホ

։ൃத  CoNQressor #asics CoVrseᶘVJ(

VK(

VJH

VKH

VLDVLC
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※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

169

167

170

168

設備อશ実ફシリーζ

設備อશ実ફシリーζ

回సثػのஅを英語で学ぶ

設備อશ実ફシリーζ

カリキュラム

カリキュラム

カリキュラム

カリキュラム

ৼಈ๏ʹΑるઃඋஅٕज़コース

機ցཁૉのอશコース

動画は͜ らͪʂ

動画は͜ らͪʂ

スマホ  %iagnosis oG Rotating .acIinerZ

回స機ثのอશコース
動画は͜ らͪʂ

❶ 設උ診断とはʜ
❷ 簡易診断の進め方
❸ ਫ਼ີ診断の進め方

❶ ねじ部の重要ポイント
ख・キーの重要ポイントܧ࣠・࣠ ❷
❸ クラッνの重要ポイント
の重要ポイントंࣃ ❹
❺ ころがり࣠受の重要ポイント
❻ すべり࣠受の重要ポイント
❼ V ベルトの重要ポイント
❽ Ψスケットの重要ポイント

❶ PuNQ Maintenance
・/eWer Allow the CaWitation!
・EfficiencZ DroQs
・ViCration Diagnosis

❷ 'an & CoNQressor
    Maintenance

・'an 6nCalance
・Blower Surging

・LuCricants Show ACnorNalities

❸ Diagnosis CZ ViCration
・SiNQliped Diagnosis
 Procedure  
・Precision Diagnosis
 Procedure

❶ キャビテーションはඦあって
一利なし

❷ 効Լはすきؒの૿加
❸ ৼಈ૿加はҟ常のシグナル
❹ ༉断はې物ʂѹ力຺ಈ૿加
❺ いじりյしはプロのஏ

❻ アンバランスはෆ （̓ファン）
のछ

❼ ミスの重なり、サージング
❽ ഽでײじる
　 T6RBO&COOLER
 一一、シールの構
10  ഉ༉が語るମのม調

POINT
ցཁૉのอશ業務にؔする実ફతなϊハを学ͼまػ
す。

POINT
回సثػのอશ業務にؔする実ફతなϊハを学ͼま
す。

POINT
簡қஅからਫ਼ີஅにؔする実ફతなϊハを学ͼ
ます。

POINT
「回సثػのอશコース」、「ৼ動法による設備அٕज़
コース」からϙイントをൈਮし、英語Խしたコースです。

受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣの৽ਓ・தݎอશһɺΦϖϨーλɺݱ場のۀ࡞ ・ऀ
ಜ ・ऀཧऀ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̏

受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣの৽ਓ・தݎอશһɺΦϖϨーλɺݱ場のۀ࡞ ・ऀ
ಜ ・ऀཧऀ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̏

受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣの৽ਓ・தݎอશһɺΦϖϨーλɺݱ場のۀ࡞ ・ऀ
ಜ ・ऀཧऀ

最短実行時間 ��� 想定学習時間 ؒ࣌̐

受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣの৽ਓ・தݎอશһɺΦϖϨーλɺݱ場のۀ࡞ ・ऀ
ಜ ・ऀཧऀ

最短実行時間 ��� 想定学習時間 ؒ࣌̑

テスτ� F �ɿ�̎ճ テスτ� F �ɿ�̎ճ

テスτ� F �ɿ�̍ճ テスτ� R �ɿ�̍ճ

動画は͜ らͪʂ

ଟݴ語ɹ 英

VSO VSP

VI(VSS



学習イメージ動画や受講者の声は、各コースのQRコードから確認できます

��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

173

171

174

172

設備อશ実ફシリーζ

設備อશ実ફシリーζ

設備อશ実ફシリーζ

設備อશ実ફシリーζ

カリキュラム

カリキュラム

カリキュラム

カリキュラム

৯・৯ٕज़コース

シーϧٕज़コース

動画は͜ らͪʂ

動画は͜ らͪʂ

५ٕज़コース
動画は͜ らͪʂ

༉ۭѹ機ثのอશコース
動画は͜ らͪʂ

❶ 重要ポイントの実ફコーν 1（食編）
❷ 重要ポイントの実ફコーν 2（　ʏ　）
❸ 重要ポイントの実ફコーν 1（食編）
❹ 重要ポイントの実ફコーν 2（　ʏ　）

❶ シールとは
❷ Ψスケット
❸ ৮形パッキンᶗ
❹ ৮形パッキンᶘ
❺ 非৮形パッキン
❻ 正しいシールの選定と保管

❶ ५とは
❷ ५の日常検
の作業方法ࢷڅ・༉ߋ ❸
❹ ५༉の正しい使い方
❺ グリースの正しい使い方
❻ লエネ・লコストのための५知ࣝ
❼ ྼ化定と管理基準

❶ 見てௌいて৮ってわかる༉ѹの݈߁
❷ エアレーションもඦあって一利なし
❸ ѹ力設定オーバーライドを見きわめて
❹ うなり音は、電࣓หの൵໐
ద所ࡐは、దޚ੍ྔྲྀ ❺
❻ 分解 ŋ ཱ、保શのの見せどころ
❼ 作ಈ༉は、༉ѹの݈߁バロメータ
❽ खをൈかͣにドレンൈき
 目٧まりࢭは、こまめなચড়

10  要注意ʂ リリーフ݀より࿈ଓエア࿙れ
11  ༉のణԼは、ジックリ確認
12  正しいऔり付け、保શの基本

POINT シールٕज़にؔする実ફతなϊハを学ͼます。 POINT
༉ۭѹثػのอશ業務にؔする実ફతなϊハを学ͼ
ます。

POINT ৯・৯にؔする実ફతなϊハを学ͼます。 POINT ५ٕज़にؔする実ફతなϊハを学ͼます。

受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣの৽ਓ・தݎอશһɺΦϖϨーλɺݱ場のۀ࡞ ・ऀ
ಜ ・ऀཧऀ

最短実行時間 ��� 想定学習時間 ؒ࣌̐

受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣの৽ਓ・தݎอશһɺΦϖϨーλɺݱ場のۀ࡞ ・ऀ
ಜ ・ऀཧऀ

最短実行時間 ��� 想定学習時間 ؒ࣌̐

受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣの৽ਓ・தݎอશһɺΦϖϨーλɺݱ場のۀ࡞ ・ऀ
ಜ ・ऀཧऀ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̐

受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣの৽ਓ・தݎอશһɺΦϖϨーλɺݱ場のۀ࡞ ・ऀ
ಜ ・ऀཧऀ

最短実行時間 ��� 想定学習時間 ؒ࣌̐

テスτ� F �ɿ�̎ճ テスτ� F �ɿ�̎ճ

テスτ� F �ɿ�̎ճ テスτ� F �ɿ�̎ճ

VTN VT2
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��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

177

175

178

176

設備อશٕज़ঝシリーζ

設備อશٕज़ঝシリーζ

設備อશٕज़ঝシリーζ

設備อશٕज़ঝシリーζ

カリキュラム

カリキュラム

カリキュラム

カリキュラム

࣠डのཱௐコース

回స機ثの心ग़しௐコース

動画は͜ らͪʂ

動画は͜ らͪʂ

回స機ثのόϥンスௐコース
動画は͜ らͪʂ

Ϙϧト・φットのక͚ௐコース
動画は͜ らͪʂ

❶ 転がり࣠受
り࣠受 ❷

❶ 心出し調整とは
❷ Ծ心出し
❸ 本心出し

❶ ੩合わせ・ಈ合わせ
❷ 簡易バランス調整
❸ ਫ਼ີバランス調整

❶ Ϙルトの৳びと࣠力の関
❷ క付けトルクから࣠力を知る
❸ Ϙルトの৳びから࣠力を知る
❹ ࣠力を保ͭ؇みࢭめ

POINT
৺出しௐにؔする実ફతなベテランのϊハがຬ
！ࡌ

POINT
ボルト・φットのకけௐにؔする実ફతなベテラン
のϊハがຬࡌ！

POINT
࣠डの組立ௐにؔする実ફతなベテランのϊハが
ຬࡌ！

POINT
回సثػの৺出しௐにؔする実ફతなベテランのϊ
ハがຬࡌ！

受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣの৽ਓ・தݎอશһɺΦϖϨーλɺݱ場のۀ࡞ ・ऀ
ಜ ・ऀཧऀ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̐

受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣの৽ਓ・தݎอશһɺΦϖϨーλɺݱ場のۀ࡞ ・ऀ
ಜ ・ऀཧऀ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̏

受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣのதݎอશһɺੜ࢈ઃඋのϝϯテφϯス୲ऀɺ
ۀ࡞場のݱ ・ऀಜ ・ऀཧऀ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣの৽ਓ・தݎอશһɺΦϖϨーλɺݱ場のۀ࡞ ・ऀ
ಜ ・ऀཧऀ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̏

テスτ� F �ɿ�̍ճ テスτ� F �ɿ�̍ճ

テスτ� F �ɿ�̍ճテスτ� F �ɿ�̍ճ

VSU VSX

VSVVSW



学習イメージ動画や受講者の声は、各コースのQRコードから確認できます

��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

181

179

182

180

設備理ٕज़シリーζ

設備理ٕज़シリーζ

設備理ٕज़シリーζ

設備理ٕज़シリーζ

カリキュラム

カリキュラム

カリキュラム

カリキュラム

ิमコースʢ্ʣ

όϧϒコースʢ্ʣ

動画は͜ らͪʂ

動画は͜ らͪʂ

ิमコースʢԼʣ
動画は͜ らͪʂ

όϧϒコースʢԼʣ
動画は͜ らͪʂ

❶ 配管管理とは
❷ 配管管理のツϘ

❶ バルブの基本構
❷ バルブの開์検ࠪ
❸ バルブの開ด操作

❶ リークしたときの応ิٸम

❶ バルブのछྨと構ᶗ
❷ バルブのछྨと構ᶘ
❸ バルブの日常検

POINT όルϒ理にؔする実ફతなϊハを学ͼます。 POINT όルϒ理にؔする実ફతなϊハを学ͼます。

POINT ิम・理にؔする実ફతなϊハを学ͼます。 POINT ิम・理にؔする実ફతなϊハを学ͼます。

受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣの৽ਓ・தݎอશһɺݱ場のۀ࡞ ・ऀಜ ・ऀཧऀ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̐

受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣの৽ਓ・தݎอશһɺݱ場のۀ࡞ ・ऀಜ ・ऀཧऀ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̏

受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣの৽ਓ・தݎอશһɺݱ場のۀ࡞ ・ऀಜ ・ऀཧऀ

最短実行時間 ��� 想定学習時間 ؒ࣌̐

受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣの৽ਓ・தݎอશһɺݱ場のۀ࡞ ・ऀಜ ・ऀཧऀ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̏

テスτ� F �ɿ�̍ճ テスτ� F �ɿ�̍ճ

テスτ� F �ɿ�̍ճ テスτ� F �ɿ�̍ճ

VTL VTM
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��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

�テスτ� R ɿ֤コース̎ճ

184  回స機ث編

カリキュラム
❶ ֶ習のΨイμンスとֶ習ࢿྉ集
❷ キャビテーション
❸ ポンプ効Լとシール
❹ ৼಈ
ポンプंࣃ ❺

❻ ポンプのੑ能ۂ線
❼ ポンプ૯合問題
❽ アンバランス
 サージング
10  ૽音

11  シール・५
12  ねじ形ѹॖ機（スクリューѹॖ機）
13  ૹ෩機・ѹॖ機૯合問題

動画は͜ らͪʂ
最短実行時間 ー 想定学習時間 ؒ࣌��

185  ༉ۭѹ機ث編

カリキュラム
❶ ֶ習のΨイμンスとֶ習ࢿྉ集
❷ ༉ѹ構成機ث
❸ ༉ѹポンプ
❹ ѹ力੍ޚห
❺ 方向੍ޚห

หޚ੍ྔྲྀ ❻
❼ アクνュエータ
❽ 作ಈ༉
 ۭѹ構成機ث
10  エアフィルタ

11  レギュレータ
12  ルブリケータと५༉
13  ۭѹ機ثऔり付けとシール

動画は͜ らͪʂ
最短実行時間 ー 想定学習時間 ؒ࣌��

186 編ؾి 

カリキュラム
❶ ֶ習のΨイμンスとֶ習ࢿྉ集
❷ 電ؾの知ࣝ
ࢭ電ײ ❸
❹ աࢭ

❺ 電ؾ配線と੍ޚ機ث
❻ 直ྲྀ電ಈ機
❼ 交ྲྀ電ಈ機
❽ そのଞの電ؾ機ث

動画は͜ らͪʂ
最短実行時間 ー 想定学習時間 ؒ࣌��

187 編ޚ੍・ܭ 

カリキュラム
❶ ֶ習のΨイμンスとֶ習ࢿྉ集
❷ 自ಈ੍ޚ
ޚ੍̙̞̥ ❸
❹ ѹ力੍ޚ

❺ Թ੍ޚ
ޚ੍ྔྲྀ ❻
❼ レベル੍ޚ
❽ 自ಈ੍ޚஔの検出部

 自ಈ੍ޚஔの調અ部
10  自ಈ੍ޚஔの操作部
11  ༉ѹサーϘஔ

動画は͜ らͪʂ
最短実行時間 ー 想定学習時間 ؒ࣌��

183  機ցཁૉ編

カリキュラム
❶ ֶ習のΨイμンスとֶ習ࢿྉ集
❷ ねじ部
ख・キーܧ࣠・࣠ ❸
❹ クラッν

ंࣃ ❺
❻ ころがり࣠受
❼ すべり࣠受
❽ ̫ベルト

 Ψスケット

動画は͜ らͪʂ
最短実行時間 ー 想定学習時間 ؒ࣌��

ʬ֤ίʔスڞ௨ʭ受講対象者 ੜݱ࢈場のอશһɺΦϖϨーλ

ねらいと特色
く͝ҭまͰ෯ڭのϑΥϩーΞοϓऀڃɺ্ڃҭ͔Βɺதڭされ͍ͯるのͰɺएखٕज़ऀのಋೖߏͱԠ༻の�ͭのϨϕϧのͰૅجはɺࡐڭ˔
ɹར༻͍͚ͨͩます。
˔ΦϖϨーλ͚のૅج��ͱɺอશһ͚のԠ༻��ɺܭ ���Λઃఆ͍ͯ͠ます。

POINT
֤コースૅجͱԠ༻のܭ���ʹΑͬͯɺडऀߨの৬छʢઐʣֶशϨϕϧʹԠ͡
ͨडߨがՄͰす。

183〜187 設備理・อશのための知ࣝの習得ঢ়گの֬認や、ऑ点のิڧに͝利༻いただける問題ू

 ઃඋอશ・ઃඋ基ૅ実ྗஅू

VLH

VLI

VLJ

VLK

VLL



学習イメージ動画や受講者の声は、各コースのQRコードから確認できます

��

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

190

188

191

189

҆શૅجシリーζ

҆શૅجシリーζ

҆શૅجシリーζ

҆શૅجシリーζ

カリキュラム

カリキュラム

カリキュラム

カリキュラム

͞·Ε・ࠐ͖ר·Εࡂの
҆શࣝコース

ইༀইࡂの҆શࣝコース

動画は͜ らͪʂ

動画は͜ らͪʂ

の҆શࣝコースࡂؾి
動画は͜ らͪʂ

രൃՐࡂの҆શࣝコース
動画は͜ らͪʂ

❶ 事ނ事ྫ
（の知ࣝݥة）き込まれるר ❷
❸ りՙにはさまれる（ݥةの知ࣝ）
❹ りՙがམちてはさまれる（ݥةの知ࣝ）
❺ ੵみՙにはさまれる（ݥةの知ࣝ）
　 ほか

❶ ইとは
❷ ༀইとは
❸ ই事ނ事ྫ
❹ ༀই事ނ事ྫ
❺～ 14 の知ࣝݥة 

❶ 電ࡂؾとは
事ྫࡂ電ײ ❷
❸ 設උࡂ事ྫ
❹ 人ମのઈԑ
❺ ઈԑෆྑ
❻ ಋ電ੑෆྑ
❼ ෆྑ

❽ 電ؾ機ցث۩のෆྑ
 電ؾ配線のෆྑ
10  作業のෆྑ
11  基礎知ࣝ

❶ ೩মとは
❷ ര発とは
❸ 事ނ事ྫ
❹ ணՐݯ
❺ 発Ր・ര発ੑ物質
❻ 物質境
❼ ҟ常応
❽ そのଞര発

POINT
ੜݱ࢈場のই・ༀইࡂを͙ために、ඞཁな知ࣝを
Θかりやすく学ͼます。

POINT
ੜݱ࢈場のര発Րࡂを͙ために、ඞཁな知ࣝをΘかり
やすく学ͼます。

POINT
ੜݱ࢈場のは͞まれ・רきࠐまれࡂを͙ために、ඞ
ཁな知ࣝをΘかりやすく学ͼます。

POINT
ੜݱ࢈場のిࡂؾを͙ために、ඞཁな知ࣝをΘかり
やすく学ͼます。

受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣैۀһの҆શڭҭ୲ऀ�ʗ�ੜݱ࢈場ʢ場ʣ
のऀۀ࡞�ʗݱ�場のಜ ・ऀཧऀ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̏

受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣैۀһの҆શڭҭ୲ऀ�ʗ�ੜݱ࢈場ʢ場ʣ
のऀۀ࡞�ʗݱ�場のಜ ・ऀཧऀ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̏

受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣैۀһの҆શڭҭ୲ �ऀʗ�ੜݱ࢈場ʢ場ʣ
のۀ࡞ �ऀʗݱ�場のಜ ・ऀཧऀ

最短実行時間 ��� 想定学習時間 ؒ࣌̐

受講対象者 ੜݱ࢈場ʢ場ʣैۀһの҆શڭҭ୲ऀ�ʗ�ੜݱ࢈場ʢ場ʣ
のऀۀ࡞�ʗݱ�場のಜ ・ऀཧऀ

最短実行時間 ��� 想定学習時間 ؒ࣌̐

テスτ� F �ɿ�̎ճ テスτ� F �ɿ�̎ճ

テスτ� F �ɿ�̎ճ テスτ� F �ɿ�̎ճ

VSL VSN

VSKVSM
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194

192 193

మ道

ώューϚンΤラーࢭ教育シリーζ ώューϚンΤラーࢭ教育シリーζ

カリキュラム

カリキュラム カリキュラム

࿈ಈஔコースʢᶗʣࢠి

ώューϚンΤϥーࢭのたΊの
ཁҼ分ੳコース

動画は͜ らͪʂ

動画は͜ らͪʂ

ώューϚンΤϥーࢭのたΊの
Τϥーࣗݾ੍コース

動画は͜ らͪʂ

❶ ࿈ಈஔの概要
❷ ࿈ಈの基礎理

❶ ώューマンエラーに対する৬の対応
�あなたの৬はどれですか

❷ ϊタメニ分析
❸ PS' とリカバリィ ŋ ファクター
❹ 要Ҽ分析をしてみよう

ということ：2「れる׳」事に ❶ ͭの行ಈ様式
❷ 操作のແ意ࣝ化をぐ
❸ 人ؒの心のしくみ
❹ エラー自己੍のための「自己ධՁ」

POINT
ώューϚンΤラー໓のためにඞཁなཁҼ分ੳをΘかり
やすく学ͼます。

POINT
ώューϚンΤラー໓のためにඞཁなΤラー自ݾ੍を
Θかりやすく学ͼます。

POINT
࿈動のૅج理を学ͼ、簡単なシミュレーションで応༻
力を！

受講対象者 ӡసऔѻऀɺ৴߸௨৴ࣾһɺࣾྩ࢘һ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̏

受講対象者 ϓϥϯτӡసһ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

受講対象者 ϓϥϯτӡసһ

最短実行時間 �� 想定学習時間 ؒ࣌̎

※コース・システムの仕様は予告なく変更される場合があります。

テスτ� F �ɿ�̎ճ テスτ� F �ɿ�̎ճ

テスτ� F �ɿ�̎ճ

ٕज़・ٕ能

◆設備の基礎コース　回転機器編

ϙϯϓのݪཧߏがཧղͰ͖ɺτϥϒϧがൃੜͨ͠
。ͨ͡ײʹཱͭͱʹ࣌

◆はさまれ・巻き込まれ災害の安全知識コース

ෆҙʹࢸʹނࣄるέースが৭ʑある͜ͱΛΑくཧղͰ
͖まͨ͠。

まれͯࠐりࢁり͏る͜ͱが͜ىする্ͰΑくۀ࡞
͍るͨΊඇৗʹʹཱͬͨ。

◆ヒューマンエラー防止のための
　エラー自己抑制コース

ϛスʹରͯ͠のํ͑ߟଊ͑ํΛ変͑な͚れなΒな
。が͖まͨ͠ؾʹࣄ͍

ώϡーϚϯΤϥーʹֶ͍ͭͯͿ͜ͱͰۀのϛスΛݮ
Βす͜ͱがͰ͖るͱͨͬࢥ。

受講者の声

VSI VSJ

VSF



ご利用方法・
サービスについて

eラーニングライブラリでは、教育担当者の運用をサポートする多彩な管理機能をご用意しております。

教育施策にあわせて設定できる、柔軟なコース管理機能！

必修コースを特定の受講者にすぐに受講させたい P.71

必修コースのみコース案内に表示させたい P.72

昇格要件に設定しているため、受講期間をしっかり管理したい P.73

学習する風土の醸成を促す、多彩な受講促進機能！

受講を促進させるフォローメールを一括送信したい P.74

自社のイントラページや独自資料（PDF）へのURLリンクを設定したい P.74

受講状況を一覧で確認したい P.77

簡単に確認できる、シンプルな受講状況確認・ユーザ管理機能！

受講者の登録情報を変更し、すぐに受講させたい P.76

● 教育担当者向けサービス P.70
● 受講者向けサービス P.80
● PC版・モバイル版動作環境 P.81
● グローバル（多言語）対応のご案内 P.82
● ライブラリエッセンス（学習資料集）のご案内 P.82
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教育担当者向けサービス

▶▶▶管理者メニューと上長メニューの機能比較 

教育担当者の「管理者メニュー」では、より多くの管理が可能になります。

Webにより、全受講者の受講状況を確認できます。
※本サービスは受講料に含まれます

代行受講申込
承認
eラーニング管理

組織管理

お知らせ＆メール

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○ ×

×

○

○

○

○

○

×

×

×

○ ×

○

○

○

P.71

-

-

P.76

P.77

P.73

P.78

-

P.76

P.74

P.72

代行受講申込〈研修〉
キャリア承認
アンケート集計
受講状況確認
受講履歴ダウンロード（コース別出力）
受講履歴ダウンロード（受講者別一括出力）

受講期間修正

受講履歴ダウンロード（過去履歴一括出力）

成績管理
ユーザ管理 「パスワード」の変更
 「姓」「名」の変更
 「性別」の変更
 「E-Mail」の変更
 「所属組織」の変更
 「ユーザ属性」の変更
 「アクセス権限」の変更
対象者リスト

コース管理 コース管理

お知らせ＆メール作成
履歴管理

メニュー メニュー 項目 管理者メニュー 上長メニュー 参照

・上長IDは複数発行できます。
）すまし与付を限権長上にDI者講受（ 

・自分の組織に所属している受講者の
 管理ができます。

・教育担当者IDは1法人 1ID無償で発行します。
・全受講者の受講状況を確認できます。
・受講者の所属組織やアクセス権限（上長権限など）
 の変更を行うことができます。

第1階層

第2階層

第3階層

教育担当者
〈管理者メニュー〉

上長
〈上長メニュー〉

上長
〈上長メニュー〉

受講者 受講者

上長
〈上長メニュー〉

受講者 受講者

上長
〈上長メニュー〉

受講者 受講者

受講者 受講者

上長
〈上長メニュー〉

上長
〈上長メニュー〉

受講者 受講者

組織は
3階層まで

設定できます。

70



教育施策にあわせて設定できる、柔軟なコース管理機能！
●必修コースを、特定の受講者にすぐ受講させたい。

事前に必修コースの受講申込を代行しておくことで、
受講者はすぐに必修コースの学習を始めることができます。

▼受講者「eラーニング」メニュー画面 ▼スマホ画面

▼受講者「コース案内」メニュー

▲動画で確認！

必修コースが表示されるので、
ログイン後すぐに学習を開始できます

学習サイト右上の「ヘルプ」に詳しいマニュアルがあります ？

「コース案内」を選択

開講前

自己啓発の場合は
「コース案内」メニューから
自由に受講申込をすることが
できます。

代行受講申込

STEP1

「代理受講申込」を選択し
メニューを開く

STEP2

コースを選択
STEP3

対象者を選択

ご
利
用
方
法
・

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

お
申
込
に
つ
い
て
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コースの設定内容は
コース名称の後ろに
表示されます

非表示
コースに
設定 1

新コース追加時の
自動設定ができます

上長承認が
必要なコース
に設定 2

管理者画面では、非表示設定され
たコースも表示されます 1

受講者・上長画面では、
非表示設定されたコースは表示
されません 1

設定内容は
色分けして表示 1 2

上長承認設定コースは、
「（承認要）」が表示 2

（コース表示・非表示設定）管理者メニューのみの機能

●必修コースのみコース案内に表示させたい。

必要に応じてコースを表示または非表示にさせることができます。
※ご利用期間中は、いつでも自由にコースの設定変更ができます

教育担当者向けサービス 学習サイト右上の「ヘルプ」に詳しいマニュアルがあります ？

コース管理

▼管理者の「コース案内」メニュー画面

▼受講者・上長の「コース案内」メニュー画面
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●昇格要件に設定しているため、受講期間をしっかり管理したい。

受講期間を設定し、期間終了後は受講できないようにすることができます。

以下の2コースを【管理者メニュー】で代行受講申込後、受講期間を設定した場合

①個人情報保護＆情報セキュリティ基本コース　「20XX/08/01～20XX/08/31」で設定
②企業倫理・コンプライアンス基本コース　「20XX/09/13～20XX/10/31」で設定

20XX年8月31日時点

20XX年9月13日時点

受講スケジュール設定例

①のコースのみ
表示されています

① 20XX/08/01
20XX/08/07

20XX/08/31

①
②

20XX/08/01
20XX/08/07

20XX/08/31

20XX/09/13 20XX/10/13

▼スマホ画面

▼スマホ画面

学習サイト右上の「ヘルプ」に詳しいマニュアルがあります ？

こちらをチェック

②のコースは設定した
受講期間になったため
自動的にコースが表示
されました

①のコースは設定した受講期間が過ぎ
たため、「期間終了」と表示され、受講す
ることができなくなります
※期間を延長すれば、再度学習できるようになります

20XX 8 1

20XX 8 31

※事前に、代行受講申込の操作が必要です

管理者メニューのみの機能受講期間修正

受講期間修正
を選択

ご
利
用
方
法
・

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

お
申
込
に
つ
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●受講を促進させるフォローメールを一括送信したい。

教育担当者向けサービス

●受講にあたって、会社からのメッセージはこちら
http://www.jmam.co.jp/xxxxxxxxxxxxxx.html

●若手社員フォローアップ研修のご案内はこちら
https://jmam.generalist.jp/tecs/jsp/main/xxxxxxxxxxxxxx

能率　京子様
マネジメントの基本コースを
まだ受講されていないようです。
20XX 年 3 月 31 日までに
ライブラリサイトにログイン
して受講修了してください。

■URL：https://jmam.generalist.jp/
■ログイン ID：XXXXXXX
■パスワード：XXXXXXX

▼受講者へのメール

▼独自資料（PDF）▼自社のイントラページなど

▼お知らせ画面（受講者）

URLをクリックして
ライブラリサイトに
ログイン

※利用率アップのための
　文面例はP.75をご覧ください

お知らせページに
URLリンクが
設定できます

お知らせ画面でリンクを
クリックするだけで自社の
イントラページや独自資料
へのリンクも可能です！

利用していない人
（コース未申込者）を
抽出して、お知らせ
掲示やメール送信が

できます

▲ 対象者リスト作成画面 ▲ お知らせ＆メール作成画面

STEP1

「未申込」の受講者を検索後、
メール送信の対象者リストを作成

STEP2
作成した対象者
リストを選択

STEP3
メール文面と同時に
お知らせ文面も作成

受講申込していない
受講者を検索できます

学習する風土の醸成を促す、多彩な受講促進機能！開講後

学習サイト右上の「ヘルプ」に詳しいマニュアルがあります ？

全員または特定の受講者へ、お知らせの掲載やオリジナルのフォローメールを
送信することができます。※受講サイトにメールアドレスが登録されていることが条件となります。

お知らせ&メール作成

ライブラリ徹底活用！ 告知文例のご案内ライブラリ徹底活用！ 告知文例のご案内
お知らせ＆メール機能を利用したライブラリ利用率をもっとアップさせる！

学習する
意識を
高めたい!

受講者への案内には、管理者メニューおよび上長メニューの【お知らせ＆メール】機能をご利用ください。
なお、管理者メニューおよび上長メニューの【eラーニング管理】-【受講状況確認】からも受講状況に応じたフォローメールを送信すること
ができます。

文面例 その①

全員に、開講することと
その目的を伝えたい

社員の皆様へ

このたび業務知識の効率的な習得を目的として、
日本能率協会マネジメントセンター（JMAM）提供の
「eラーニングライブラリ」を導入すること
にいたしましたので、ご案内します。

1．受講開始
　9月16日に、JMAMよりID、パスワード等が
　記載された案内が各人宛にメール送付されます。
　その指示にしたがって受講を開始してください。

2．受講コース・受講期限
　10月31日までに「個人情報保護＆情報セキュリティ基本コース」を受講してください。
　（人事部にて代行受講申込済みです。その他コースは自由に受講することができます）

3．問い合わせ先

案内のタイミング その1

文面例 その②

社内のコースランキング等
を知らせて促進を図りたい

案内のタイミング その2
eラーニングライブラリ受講者の皆様へ

7月からｅラーニングを開始し、1か月が過ぎました。
現時点の受講人数の多い人気コースをご紹介します。

【第1位】グロービッシュ式らくらく英語 328人
【第2位】マネジメントの基本 201人
【第3位】企業倫理・コンプライアンス基本コース　　　　　　　 166人
【第4位】「自己アピールする力」スキルアップ 105人
【第5位】チームマネジメント基本コース 97人
※人数は7/31時点の受講人数です。

＜グロービッシュ式らくらく英語コース 受講者の声＞
内容は平易な英文ですが、使いこなせることで日常会話や仕事でも十分コミュニ
ケーションが取れると思いました。

これらのコースはすべてスマホ対応ですので、上手にスキマ時間を利用して、引
き続き自己啓発に取り組んでくださいね。

人事部　人材教育チーム

のもう一押し！

必修コースは全員に
修了してほしい

案内のタイミング その3
eラーニングライブラリ受講者の皆様へ

学習は順調に進んでいますか？

必修コースの受講期限は8月31日までですが、残念ながら
未修了の方がまだ5人いるようです。計画的に学習をすすめるようにしてください。

必修コース以外では20コースも受講している方がいます！
利用期間は来年6月までなので、みなさんも引き続き自己啓発にライブラリを活
用してくださいね。

人事部　人材教育チーム

受講者に周知徹底
させる！

自社内の
コースランキング、
受講者の声を紹介！

具体的な人数や
コース数を知らせる！

文面例 その③

開講前

開講後

受講期限前
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ライブラリ徹底活用！ 告知文例のご案内ライブラリ徹底活用！ 告知文例のご案内
お知らせ＆メール機能を利用したライブラリ利用率をもっとアップさせる！

学習する
意識を
高めたい!

受講者への案内には、管理者メニューおよび上長メニューの【お知らせ＆メール】機能をご利用ください。
なお、管理者メニューおよび上長メニューの【eラーニング管理】-【受講状況確認】からも受講状況に応じたフォローメールを送信すること
ができます。

文面例 その①

全員に、開講することと
その目的を伝えたい

社員の皆様へ

このたび業務知識の効率的な習得を目的として、
日本能率協会マネジメントセンター（JMAM）提供の
「eラーニングライブラリ」を導入すること
にいたしましたので、ご案内します。

1．受講開始
　9月16日に、JMAMよりID、パスワード等が
　記載された案内が各人宛にメール送付されます。
　その指示にしたがって受講を開始してください。

2．受講コース・受講期限
　10月31日までに「個人情報保護＆情報セキュリティ基本コース」を受講してください。
　（人事部にて代行受講申込済みです。その他コースは自由に受講することができます）

3．問い合わせ先

案内のタイミング その1

文面例 その②

社内のコースランキング等
を知らせて促進を図りたい

案内のタイミング その2
eラーニングライブラリ受講者の皆様へ

7月からｅラーニングを開始し、1か月が過ぎました。
現時点の受講人数の多い人気コースをご紹介します。

【第1位】グロービッシュ式らくらく英語 328人
【第2位】マネジメントの基本 201人
【第3位】企業倫理・コンプライアンス基本コース　　　　　　　 166人
【第4位】「自己アピールする力」スキルアップ 105人
【第5位】チームマネジメント基本コース 97人
※人数は7/31時点の受講人数です。

＜グロービッシュ式らくらく英語コース 受講者の声＞
内容は平易な英文ですが、使いこなせることで日常会話や仕事でも十分コミュニ
ケーションが取れると思いました。

これらのコースはすべてスマホ対応ですので、上手にスキマ時間を利用して、引
き続き自己啓発に取り組んでくださいね。

人事部　人材教育チーム

のもう一押し！

必修コースは全員に
修了してほしい

案内のタイミング その3
eラーニングライブラリ受講者の皆様へ

学習は順調に進んでいますか？

必修コースの受講期限は8月31日までですが、残念ながら
未修了の方がまだ5人いるようです。計画的に学習をすすめるようにしてください。

必修コース以外では20コースも受講している方がいます！
利用期間は来年6月までなので、みなさんも引き続き自己啓発にライブラリを活
用してくださいね。

人事部　人材教育チーム

受講者に周知徹底
させる！

自社内の
コースランキング、
受講者の声を紹介！

具体的な人数や
コース数を知らせる！

文面例 その③

開講前

開講後

受講期限前
ご
利
用
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コース別にアンケート結果を
集計し、ＣＳＶ形式でファイル
出力もできます

受講者の評価・
生の声が見える！

▼ユーザ編集

学習サイト右上の「ヘルプ」に詳しいマニュアルがあります ？

●受講者の登録情報を変更し、すぐに受講させたい。

※「所属組織」、「ユーザ属性」、「アクセス権限」の編集は
　 　　　　　　　　　  です

※「パスワード」、「姓」「名」、「E-Mail」は受講者本人が
　変更することも可能です

管理者メニューのみの機能

、」織組属所「、」名「 」姓「、」ドーワスパ「
「ユーザ属性」、「E-Mail」、「アクセス権限」
を変更できます

受講者の登録情報がすぐに変更できます。
※変更内容は、お申込サイト「ライブラリアシスト」に翌朝反映されます。

簡単に確認できる、シンプルな受講状況確認・ユーザ管理機能！ 

教育担当者向けサービス 学習サイト右上の「ヘルプ」に詳しいマニュアルがあります ？

ユーザ管理

アンケート集計

受講者の検索が
できます

「受講者がパスワードを忘れてしまった」
「予備受講者の名前を変更して今すぐ使いたい」
「上長権限をつけ忘れた」

という場合に便利な機能です。
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●受講状況を一覧で確認したい。

コースごとの受講状況
がわかります

対象者を絞り込んで
情報を引き出せます

コースを選択

未学習の受講者などへ、
簡単にフォロー（督促）
メールが出せます

CSV形式のファイルで出力でき、
Excelなどのソフトウェアで簡単に開け、
受講者別、コース別にソートもできます

教育担当者向けサービス学習サイト右上の「ヘルプ」に詳しいマニュアルがあります ？

CSV出力ファイル（出力項目の一部）
【出力項目】学習開始日/学習終了日/進捗率/レポート得点/
　　　　　　受講時間/利用回数　等

修了者数、進捗状況の分布などがすぐに確認でき、フォローメールを送信することができます。

受講者の全学習状況を確認できます。
受講履歴ダウンロード

受講状況確認

受講履歴ダウンロード一覧の見方

❷ 学習終了日は、最初に修了した日付になります。

❸ 事後テストの点数は、最新のものが表示されます。　

❺「利用回数」とは、研修（WBT）メニューより、学習項目を表示した回数です。

❹「受講時間」とは、学習項目を閲覧した時間（分）です。（事後テスト、アンケートの実施時間は含まれません。）

❶ 修了基準を満たしている場合、学習終了日に日付がはいります。
修了条件とは？ ①全学習項目が修了している　②事後テストが60点以上　③アンケートに回答する

受講者の全学習状況
を一覧で表示します

ご
利
用
方
法
・

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

お
申
込
に
つ
い
て
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新機能
学習履歴リセット・過去　履歴ダウンロード機能のご案内
受講サイト（https://jmam.generalist.jp/）　の管理者機能に、学習履歴のリセット機能が追加されました！！

前
年
度
の
受
講
終
了
時
点

▼受講履歴

▼受講者の「eラーニング」メニュー画面 ▼管理者の「受講履歴ダウンロード」メニュー画面

▼過去履歴

▼管理者の「コース管理」メニュー画面

「コース管理」メニューから、コース単位で履歴削除の予約ができます

削除予約をすると、8時から23時の１時間毎と、
23時55分に削除処理が実行されます。

コンプライアンス教育等、 毎年同じコースを受講させたい場合、コース単位で学習
履歴をリセットできるため、毎年、学習時間等の 受講状況を正しく確認できます。 

ポイント
１

リセットした学習履歴は、過去履歴として保存され、「受講履歴ダウンロード」
メニューから過去の学習履歴をダウンロードできます。

ポイント
3

再度、受講するためには、受講申込が必要です。
※コース単位の履歴削除です。ログインIDを指定しての削除はできません。
※履歴削除の予約は、コース毎に行います。
　複数のコースを同時に予約することはできません。

今
年
度
の
受
講
ス
タ
ー
ト

管理者機能で
学習履歴
リセット

▼受講者の「eラーニング」メニュー画面

▼受講履歴

「リセット」したコース以外の履歴は残るので、
お使いのログインIDのまま、継続申込が可能
です。（P88参照）

ポイント
2

※アンケートの回答データは保存されません。

ステータスが
残ったまま

ステータスは
「リセット」

履歴も
残ったまま

履歴も
「リセット」

78



新機能
学習履歴リセット・過去　履歴ダウンロード機能のご案内
受講サイト（https://jmam.generalist.jp/）　の管理者機能に、学習履歴のリセット機能が追加されました！！

前
年
度
の
受
講
終
了
時
点

▼受講履歴

▼受講者の「eラーニング」メニュー画面 ▼管理者の「受講履歴ダウンロード」メニュー画面

▼過去履歴

▼管理者の「コース管理」メニュー画面

「コース管理」メニューから、コース単位で履歴削除の予約ができます

削除予約をすると、8時から23時の１時間毎と、
23時55分に削除処理が実行されます。

コンプライアンス教育等、 毎年同じコースを受講させたい場合、コース単位で学習
履歴をリセットできるため、毎年、学習時間等の 受講状況を正しく確認できます。 

ポイント
１

リセットした学習履歴は、過去履歴として保存され、「受講履歴ダウンロード」
メニューから過去の学習履歴をダウンロードできます。

ポイント
3

再度、受講するためには、受講申込が必要です。
※コース単位の履歴削除です。ログインIDを指定しての削除はできません。
※履歴削除の予約は、コース毎に行います。
　複数のコースを同時に予約することはできません。

今
年
度
の
受
講
ス
タ
ー
ト

管理者機能で
学習履歴
リセット

▼受講者の「eラーニング」メニュー画面

▼受講履歴

「リセット」したコース以外の履歴は残るので、
お使いのログインIDのまま、継続申込が可能
です。（P88参照）

ポイント
2

※アンケートの回答データは保存されません。

ステータスが
残ったまま

ステータスは
「リセット」

履歴も
残ったまま

履歴も
「リセット」
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受講者向けサービス

受講の流れ PC版 モバイル版

▲コース選択画面

▲学習画面

▲eラーニングの受講メニュー

▲学習画面

▲eラーニングの
　受講メニュー

2

ロ
グ
イ
ン

3

コ
ー
ス
受
講

申
込

1

受
講
サ
イ
ト

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

4

受
講

代行受講申込されている場合
は、すぐに学習開始できます

コース案内を
選択します

契約期間中は、何度
でも学習できます

アニメーションや
わかりやすい説明で
無理なく学習できます

PC版のみの機能です。
スマホ・タブレットで学習するには、
PC版でコース受講申込を実施しておく

必要があります。

学習したいコースを
選択・申込します　　　　

受講申込を
します

https://jmam.generalist.jp
マネジメント系、語学コースはすべてスマホに対応済！
（PCスキルコース、技術・技能系コースは、対応していないコースがあります。）

PCで
学習した続きを
モバイルで！

受
講

履歴
は一元管理！

PCもモバイルも同じURL、IDとパスワードでログイン可能！

「PC版はこちらから」
をタップするとPC版
サイトが表示され、
PC版サイトの操作
ができます
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受講者向けサービス

受講の流れ PC版 モバイル版

▲コース選択画面

▲学習画面

▲eラーニングの受講メニュー

▲学習画面

▲eラーニングの
　受講メニュー

2

ロ
グ
イ
ン

3

コ
ー
ス
受
講

申
込

1

受
講
サ
イ
ト

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

4

受
講

代行受講申込されている場合
は、すぐに学習開始できます

コース案内を
選択します

契約期間中は、何度
でも学習できます

アニメーションや
わかりやすい説明で
無理なく学習できます

PC版のみの機能です。
スマホ・タブレットで学習するには、
PC版でコース受講申込を実施しておく

必要があります。

学習したいコースを
選択・申込します　　　　

受講申込を
します

https://jmam.generalist.jp
マネジメント系、語学コースはすべてスマホに対応済！
（PCスキルコース、技術・技能系コースは、対応していないコースがあります。）

PCで
学習した続きを
モバイルで！

受
講

履歴
は一元管理！

PCもモバイルも同じURL、IDとパスワードでログイン可能！

「PC版はこちらから」
をタップするとPC版
サイトが表示され、
PC版サイトの操作
ができます

20XX/07/11

20XX/09/12
20XX/07/22

▲テストの実施状況

OS

ブラウザ

プラグイン

ディスプレイ

インターネット接続

マイクロソフト社製 日本語 Windows10、Windows 8.1、Windows 7 SP1

Internet Explorer 11
Google Chrome（最新版）／　Microsoft Edge（最新版）
Safari（最新版）（Google Chrome、Microsoft Edge、Safariは受講者機能のみ対象となります。
　　　　　　　　　管理者・上長機能はInternet Explorerでご利用ください。）

（最新版推奨）redaeR ebodA、reyalP hsalF ebodA製社ズムテスシビドア

1024 × 768 ピクセル以上

快適に学習いただくためには高速回線（光ファイバー等）をおすすめいたします。

▲テスト画面

6

修
了

5

テ
ス
ト
・
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答

テストに答えるとすぐに
判定が出ます

テスト結果の履歴が
確認できます

20XX/08/21

20XX/06/11 20XX/04/08

20XX/03/22

XX

修了証が表示されます

アンケートへの
回答が必要です

PC版
動作環境

コース中のカリキュラムごとの
受講状況が確認できます

PC版のみの
機能です。

「PC版はこちらから」で
ログインすると

PC版サイトの操作できます

PC版のみの
機能です。

「PC版はこちらから」で
ログインすると

PC版サイトの操作できます

▲テスト画面

▲学習状況の一覧▲学習状況の一覧

モバイル版
動作環境

※ ご利用のアプリによっては、正しく表示されない場合がございます。
　特定の機種・OS・ブラウザ等で動作を確認しておりますが、お客さまのご利用環境によっては正しくご覧いただけない場合がありますのでご了承ください。
　正しく動作しない場合はPC版をご利用ください。

※最新の動作環境については、弊社ホームページをご参照ください。URL：http://www.jmam.co.jp/hrm/elearning_lib/system/requirements.html

iOS11、10 AndroidTM8、7、６、5OS

Safari Chromeブラウザ

教材内には、PDF、Excel、Wordデータの資料が添付されています。ファイルの閲覧、編集には、ドキュメントビューア、編集アプリが必要です。※プラグイン

快適に学習いただくためには､Wi-Fi等の高速回線をおすすめいたします。インターネット接続

※「修了」をクリックすると、別ウインドウで
 「修了証書」が表示されます。

ご
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グローバル（多言語：英語、中国語）対応のご案内
◎サポートは、日本語と英語になります。

グローバル（多言語）対応コースはP.2～5をご覧ください。

▼ログイン画面でも言語を選択できます

英語版

▲ TOP画面

▲学習画面

中国語版英語版

▲管理者画面

中国語版

管理者メニュー画面も
英語・中国語に対応しています。

ライブラリエッセンス（学習資料集）のご案内
スマホやタブレットで、いつでも、どこでもスキマ学習！
●パソコンやモバイル端末にダウンロードして、
　電子書籍のスタイルで、学習の振り返りができます。

iBooksでの画面イメージ例

ライブラリエッセンスの入手方法

以下はiBooksの機能です。お使いのアプリ等により利用できる機能は異なります。

▶ ライブラリエッセンス　ダウンロード手順　マニュアル　　
　 http://www.jmam.co.jp/wbt/manual/ipad_iphone.pdf

▲ダウンロードしたエッセンスを一覧で管理

各コースの受講申込を行う研修情報（WBT）画面の
リンク『エッセンス（学習資料集）のダウンロードは
こちら』よりPDFファイル形式でダウンロードできます

▲キーワードを入力して資料内を検索 ▲読みかけや、重要ページにしおり機能

操作メニューの言語が
日本語、英語、中国語
から、選択できます。

各コース内の

学習資料集
（エッセンス）が

1つのPDFファイルに
なっています
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お申込について

eラーニングライブラリでは、教育担当者の運用をサポートする多彩な管理機能をご用意しております。

教育施策にあわせて設定できる、柔軟なコース管理機能！

全社必修の教育と、自己啓発の組み合わせで受講させたい P.69

独自に実施している教育があるため、必要に応じてコースを表示させたい P.70

昇格要件に設定しているため、受講期間をしっかり管理したい P.71

学習する風土の醸成を促す、多彩な受講促進機能！

受講を促進させるメールを一括送信したい P.72

簡単に確認できる、シンプルな受講状況確認・ユーザ管理機能！

修了者を一覧で確認したい P.74

● お申込の流れ／よくあるご質問 P.84
● Myページ（ライブラリアシスト）のご案内 P.86
● 継続利用（更新）について／よくあるご質問 P.88
● 価格表 P.90

ダミー
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お申込の流れ
お申込の流れ 教育担当者 JMAM

ライブラリ選定、
人数決定

Myページへ会員登録
（P.86参照）

Myページからお申込 申込受付処理

受講者情報受付処理

受講者名とメールアドレスを
Myページからデータ登録

受講者へのID・パスワード（開設メール）送信
を以下　　　 のいずれか指定

教育担当者が行う（自社で行う）
JMAMが行う

1
2

1 2

　 のメリット
・オリジナルのメール文面を送信できる
・教育担当者が送信したい時に送れる
・送信元が教育担当者のアドレスになる
　 のメリット
・教育担当者の送信作業負担を軽減
ただし「定型メール文」「JMAM指定日時に送信」
「送信元：eラーニングライブラリヘルプデスク」と
なります

1

2

受講者に代わり、教育担当者がコースの
受講申込を行うことで、
すぐに学習を開始できます

●代行受講申込〈P.71参照〉       任意 

　の場合2
教育担当者および受講者メール
アドレスに開設メールを送信開設メール送信

受講者およびライブラリの登録は
ＪＭＡＭにて行います

ID・パスワード発行

受講者が未確定の場合は予備受講者として
ご登録ください（予備IDを発行します）

受講者情報の登録

受講開始準備

M
y
ペ
ー
ジ
（
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
シ
ス
ト
）

　の場合1
受講者メールアドレスに
開設メールを送信

受
講
サ
イ
ト

申込
締切日

お申込

ライブラリ、人数の決定

会員登録

２
営
業
日
後

 

約
２
週
間

約
２
営
業
日

教育担当者メールアドレスに
「登録完了メール」を送信

全受講者ＩＤ、初期パスワードは
Myページから確認できます。

はじめてお申込になる場合のみの操作になります

担当より申込確定メールをお送りいたします

一度　　を選択された場合
　　に変更することはできません　

1
2
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お申込の流れに関する よくあるご質問

A.コースの表示・非表示を管理者画面から随時設定することが可能です。（P.72参照）

Q6.必要なコースだけを表示できますか？

A. すでにボリュームディスカウントを考慮した金額設定となっています。

Q2.ボリュームディスカウントはありますか？

A.  ホームページの体験版をご覧ください。また、実際のｅラーニングライブラリのシステムにログインして、全コース
　  の内容が閲覧できるＩＤを毎月発行しております。ホームページからお申込いただくか、担当営業にご連絡ください。

Q1.教材内容を見たいのですが？

A. 営利目的以外は、基本的に可能です。お申込時に、対象法人、利用範囲を確認させていただきます。

Q7.グループ会社も受講することは可能ですか？

A. 月割りで、差分の金額をいただきます。（最低金額設定あり）

Q4.申込後、人数を追加することはできますか？

5 マネジメント系ライブラリ

マネジメント系ライブラリ

Q8.修了基準を教えてください。

A. 全学習項目の修了

※修了基準および修了日を変更することはできません。

（事後テストは60点以上）およびアンケートの回答です。また、修了基準は、
　  各コースの研修情報（WBT）ページに表示されます。なお、修了基準をすべて満たすと修了証書を表示できます。

※「修了」をクリックすると、別ウインドウで「修了証書」を表示できます。

20XX/08/21

20XX/06/11 20XX/04/08

20XX/03/22 XX

受講対象者がすべて確定していない場合は、どうすればよいでしょうか？

A. ID、パスワードは開設時に全て発行します。受講者が開設時に決定していない場合は、仮の姓名（例：予備001）とし
て登録します。開設後に受講者が決定した時点で、無償で変更します。
 

Q5.

可能です。多数のeラーニングシステムで導入実績がありますのでご相談ください。

eラーニングシステムを社内に導入済みです。この場合、教材のみを購入することはできますか？

A. 

Q9.

マネジメント系ライブラリ

技術・技能系ライブラリ

マネジメント系ライブラリ

技術・技能系ライブラリ

A. 各商品の受講者が異なる場合は問題ありませんが、同一の受講者で、複数の商品を同時にお申込いただくことはできません。

の一例 の一例

Q3.複数のライブラリ商品を同時に購入することはできますか？
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お
申
込

ご
契
約
中

お申込はこちら https://elibrary.jmam.co.jp/order/

以下のアドレスから会員登録および、eラーニングライブラリをお申込いただけます。新規のお客様
OS マイクロソフト社製 日本語　Windows 10、Windows 8.1、Windows 7 SP1

ブラウザ Internet Explorer 11
動作環境

お申込時のすべての操作が、ペーパーレス　でMyページから可能！

eラーニングライブラリの
お申込やご利用報告書の
出力がWebからできます！

無 料

Ｍｙページの ご案内

利用申込書が
PDFファイルとして
保存できます！

1
申込詳細画面

受講サイト Myページ

※事前に会員登録が必要です。

原本郵送不要
捺印不要

受講サイトで変更した情報　　は、翌朝Myページに反映されます

受講者情報も簡単に登録！2

Excel、CSVで一括読み込み！

ご契約中もすべての依頼がMyページから　可能！

金額を
自動算出！

自動算出した金額がそ
の場でわかるので、すぐ
に申込ができます。

※継続申込はサービス終了の3カ月前から可能

※パスワードは反映されません

動画マニュアルは
こちら！

教育ご担当者様 専用サービス

ID追加・継続申込も！3 4 マスタシートの　 更新不要！

2

5 いつでも
ご利用報告書
の出力が可能！

6 お役立ち情報の掲載！
「すぐに変更したい場合」は、
教育担当者IDで直接修正

「まとめて変更する場合」、「組織の追加・削除、名称
変更の場合」は、MyページからJMAMへ変更依頼

https://による暗号化通信でセキュリティ向上！

メリッ
ト

メリッ
ト

メリッ
ト

メリッ
ト

メリッ
ト

メリッ
ト

変更依頼

※Excelは拡張子が“.xlsx”のデータのみ対応です。

反映されるのは登録スケジュールの締切日から約２週間後です

翌朝反映

毎月送っているDM内容などを
PDFでダウンロード可能

毎週火曜日に
データを更新

※最新の動作環境については、弊社ホームページをご参照ください。　URL：https://elibrary.jmam.co.jp/order/

詳細については弊社営業までお問い合わせください。
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お
申
込

ご
契
約
中

お申込はこちら https://elibrary.jmam.co.jp/order/

以下のアドレスから会員登録および、eラーニングライブラリをお申込いただけます。新規のお客様
OS マイクロソフト社製 日本語　Windows 10、Windows 8.1、Windows 7 SP1

ブラウザ Internet Explorer 11
動作環境

お申込時のすべての操作が、ペーパーレス　でMyページから可能！

eラーニングライブラリの
お申込やご利用報告書の
出力がWebからできます！

無 料

Ｍｙページの ご案内

利用申込書が
PDFファイルとして
保存できます！

1
申込詳細画面

受講サイト Myページ

※事前に会員登録が必要です。

原本郵送不要
捺印不要

受講サイトで変更した情報　　は、翌朝Myページに反映されます

受講者情報も簡単に登録！2

Excel、CSVで一括読み込み！

ご契約中もすべての依頼がMyページから　可能！

金額を
自動算出！

自動算出した金額がそ
の場でわかるので、すぐ
に申込ができます。

※継続申込はサービス終了の3カ月前から可能

※パスワードは反映されません

動画マニュアルは
こちら！

教育ご担当者様 専用サービス

ID追加・継続申込も！3 4 マスタシートの　 更新不要！

2

5 いつでも
ご利用報告書
の出力が可能！

6 お役立ち情報の掲載！
「すぐに変更したい場合」は、
教育担当者IDで直接修正

「まとめて変更する場合」、「組織の追加・削除、名称
変更の場合」は、MyページからJMAMへ変更依頼

https://による暗号化通信でセキュリティ向上！

メリッ
ト

メリッ
ト

メリッ
ト

メリッ
ト

メリッ
ト

メリッ
ト

変更依頼

※Excelは拡張子が“.xlsx”のデータのみ対応です。

反映されるのは登録スケジュールの締切日から約２週間後です

翌朝反映

毎月送っているDM内容などを
PDFでダウンロード可能

毎週火曜日に
データを更新

※最新の動作環境については、弊社ホームページをご参照ください。　URL：https://elibrary.jmam.co.jp/order/

詳細については弊社営業までお問い合わせください。
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継続利用（更新）について

●継続割引について

2. 早割特典
継続利用開始月の２ヵ月前までにお申込の場合は、15%割引

1. 継続利用（更新）

継続利用の場合は、10%割引

営業部
100名 更新 全コースライブラリ全コースライブラリ

例：4月更新の場合は
　  3月中旬までがお申込
　  期限となります。

10%割引

1年目 2年目

●継続時のIDについて 継続してお申込の場合には、IDの扱い方について、以下の２通りがあります。いずれかをご検討ください。

①既にお使いのIDをそのまま活かして利用する

・ 受講履歴が引き継がれ、引き続き学習が行える

・ 教育担当者IDが引き続き使える

デメリット

メリット ・ 受講者へ新しいID・パスワードが送信される
・ ライブラリの変更（マネジメント→全コース など）ができる

・ これまでの受講履歴が削除される

・ 教育担当者IDも新しいIDとなる

②新規IDを取得して切り替える

更新 受講履歴
引き継ぎなし受講履歴

1年目

1年目の ID
同じ ID

受講者

2年目の ID

2年目

新ID・パスワード送信

更新
引き継ぎ受講履歴

1年目 2年目

ID・パスワード送信なし

・ ライブラリの変更（マネジメント→全コース など）ができない

ただし毎年同じコースを受講させたい場合は
P.78「学習履歴リセット機能」を使って
コース単位で受講履歴をリセットすることができる

受講者

※上記①における受講者の入れ替え（IDの削除・追加）について 例

1年目　100 IDで 2 ID削除する 2年目　200 IDで利用開始する

新ID・パスワード送信ID・パスワード送信なし

受講者
受講者期中退社により2名削除

●98名の既存受講者には
　ID・パスワードは送信されません。

●102名の追加の受講者には
　ID・パスワードが送信されます。

入社により
追加

1 2 3
3 5

4 5 100
1 100 101 200

更新

2ヵ月前

営業部
100名 更新 全コースライブラリ全コースライブラリ

15%
割引

例：4月更新の場合は
　  1月末までがお申込期限となります。

2ヵ月前までに
申込むと

1年目 2年目

・ 既存の受講者へはID・パスワードは、再度送信されない
）いさだく覧ごを」※「下以、は合場るえ替れ入を者講受（  

・ 毎年同じコース（コンプライアンス、個人情報など）を受講
  する場合、前年の受講履歴が残り、事後テストの得点以外の
  履歴は更新されない （P.89 Q7参照）
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継続利用（更新）に関する よくあるご質問

可能です。継続割引価格も適用できます。ただし、学習履歴およびIDは引き継がれません。

 マネジメント系ライブラリ（または技術・技能系ライブラリ）で購入しましたが、更新時に全コースライブラリに
 変更は可能ですか？

A. 

Q1.

 200ID購入しましたが、更新時に100IDに変更は可能ですか？

可能です。100IDでの継続割引価格が適用されます。更新前に、受講履歴をダウンロードされることをお奨めします。

Q2.

A. 

コース単位での履歴削除は可能です（ログインIDを指定しての削除はできません）。
リセットした学習履歴は過去履歴として保存され過去の履歴をダウンロードすることができます。
なお、アンケートの回答データは保存されません。

 更新時に、毎年教育が必要な個人情報保護など、同じコースを受講したい場合、前年の受講履歴を削除する
 ことはできますか？

A. 

Q7.

受講履歴およびＩＤは削除されます。利用終了時までに受講履歴をダウンロードされることをお奨めします。なお、利用期間
終了後に、再度お申込いただいた場合、過去の履歴は引き継がれません。

 更新しない場合、受講履歴およびＩＤはどうなりますか？

A. 

Q3.

継続しない受講者の受講履歴およびＩＤは削除されます。更新前に受講履歴をダウンロードされることをお奨めします。

 更新時に受講者を入れ替える場合、受講履歴およびＩＤはどうなりますか？

A. 

Q4.

ID削除のタイミングは、新規ID追加後の翌月です。
更新前に受講履歴をダウンロードされることをお奨めします。
なお、不要IDの削除は継続時のみ行えます。利用期間中のID削除はできません。
ライブラリアシストにて利用停止の申請をおこなってください。

ID削除のタイミングはいつですか？

A. 

Q5.

IDを引き継ぐ場合、既に設定している内容も引き継がれます。変更したい場合は、「管理者メニュー」にて受講期間の
修正が必要です。（P.73参照）

 更新時に管理者メニューで設定した受講期間はどうなりますか？

A. 

Q6.

IDを追加する場合は、継続割引価格は適用されません。

 継続割引で購入後に、IDを追加した場合も継続割引となりますか？

A. 

Q8.

A. サービス終了の３ヵ月前から申込ができます。Ｍｙページに、継続申込のボタンが表示されます。

Q9.継続の申込はいつからできますか？

A. 受講者人数未確定としてお申込ください。人数が確定したら、Myページから申込締切日までに本申込を行ってください。

Q10.早割で申込をしたいのですが、人数が確定していません。
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JMAM eラーニングライブラリ® 価格表（1年間の利用料金）

各ライブラリに含まれるコースを、1年間、何コースでも学習できます。
（円・消費税8%込み）

2018年2月現在

※同一受講者で、複数のライブラリをお申込いただくことはできません。
※10名以上は、1名単位でのお申込ができます。
※中間の受講者数や3,000名を超える場合は、別途お問い合わせください。

受講者数 全コースライブラリ
（194コース）

マネジメント系ライブラリ
（137コース）

技術・技能系ライブラリ
（94コース）

100名
まで

1,000名
まで

1～10名

20名

30名

40名

50名

60名

70名

80名

90名

100名

200名

300名

400名

500名

600名

700名

800名

900名

1,000名

1,500名

2,000名

2,500名

3,000名

145,800 

196,920 

248,040 

299,160 

350,280 

401,400 

452,520 

503,640 

554,760 

605,880 

1,057,320 

1,496,880 

1,758,240 

1,995,840 

2,197,800 

2,399,760 

2,732,400 

3,065,040 

3,397,680 

4,989,600 

6,593,400 

8,185,320 

9,789,120 

75,600 

114,720 

153,840 

192,960 

232,080 

271,200 

310,320 

349,440 

388,560 

427,680 

760,320 

1,069,200 

1,259,280 

1,425,600 

1,568,160 

1,710,720 

1,954,260 

2,197,800 

2,423,520 

3,564,000 

4,704,480 

5,844,960 

6,985,440 

97,200 

144,480 

191,760 

239,040 

286,320 

333,600 

380,880 

428,160 

475,440 

522,720 

902,880 

1,283,040 

1,496,880 

1,710,720 

1,888,920 

2,055,240 

2,340,360 

2,625,480 

2,910,600 

4,276,800 

5,654,880 

7,021,080 

8,387,280 

●本社
〒103-6009 東京都中央区日本橋2-7-1 東京日本橋タワー9階

能力開発営業本部
TEL：（03）6362-4804（平日9：00～17：00）　FAX：（03）3272-8123

事業所一覧

●北海道営業部
〒060-0001 北海道札幌市中央区北１条西4-2-2
 札幌ノースプラザ 9階
TEL：（011）251-5811（平日9：00～17：00）　FAX：（011）251-5837

●東北営業部
〒980-0811 宮城県仙台市青葉区一番町1-9-1
 仙台トラストタワー 18階
TEL：（022）266-1555（平日9：00～17：00）　FAX：（022）267-5072

●大宮営業部
〒330-0854 埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-10-16
  シーノ大宮ノースウィング14階
TEL：（048）677-6585（平日9：00～17：00）　FAX：（048）641-6556

●横浜事業本部
〒220-8119 神奈川県横浜市西区みなとみらい2-2-1
 横浜ランドマークタワー 19階
TEL：（045）514-4775（平日9：00～17：00）　FAX：（045）228-2850

●中部事業本部
〒450-0002 愛知県名古屋市中村区名駅4-26-25
 メイフィス名駅ビル 6階
TEL：（052）581-3272（平日9：00～17：00）　FAX：（052）581-3275

●京都営業部
〒600-8216 京都府京都市下京区西洞院塩小路上ル
 東塩小路町608-9 日本生命京都三哲ビル 5階
TEL：（075）342-2551（平日9：00～17：00）　FAX：（075）342-2552

●関西事業本部
〒530-0001 大阪府大阪市北区梅田2-2-22
 ハービスENTオフィスタワー 19階
TEL：（06）4797-2220（平日9：00～17：00）　FAX：（06）4797-2221

●中国・四国営業部
〒730-0016 広島県広島市中区幟町13-11
 明治安田生命広島幟町ビル 10階
TEL：（082）221-0701（平日9：00～17：00）　FAX：（082）221-9426

●西日本事業本部
〒812-0011 福岡県福岡市博多区博多駅前1-2-5
 紙与博多ビル 11階
TEL：（092）473-1962（平日9：00～17：00）　FAX：（092）472-5987

パーソナル・ラーニング事業本部
〒103-6009 東京都中央区日本橋2-7-1 東京日本橋タワー9階
TEL（03）6362-4345（直通） ＜発信者番号を通知しておかけください。（平日9：00 ～ 17：00）＞
ホームページ　 http://www.jmam.co.jp eラーニングライブラリ

Microsoft®、Windows®、またその他のマイクロソフト製品の名称および 製品名は、米国Microsoft Corporationの米国および
他の諸国における商標または登録商標です。
Adobe、Adobeロゴ、Adobe® Acrobat®、Adobe® Reader®、Adobe® Flash® はAdobe Systems Incorporated
（アドビシステムズ社）の米国ならびに他の国における商標または登録商標です。
「iPhone」、「iPad」は、Apple Inc.の商標です。iPhoneの商標は、アイホン株式会社のライセンスに基づき使用されています。
「AndroidTM」、「Google Chrome」は、Google Inc.の商標または登録商標です。「Safari」、「iOS」、「iBooks」は、Apple Inc.の商標です。
TOEIC®はエデュケーショナル・テスティング・サービス（ETS）の登録商標です。
その他の会社名、システム名、製品名は、各社の商標または登録商標です。
eラーニング ライブラリ® は、株式会社日本能率協会マネジメントセンター（JMAM）の登録商標です。
© 2018 JMA MANAGEMENT CENTER INC. （無断複製転載を禁ずる） 

成長を願うすべての人へ。

その他の人材育成支援サービス
通信教育
豊富なラインナップと学習効果が実感できる教材で、知識の習得
からビジネスシーンにおける実践までサポートします。

アセスメント
質の高い適性検査。採用から昇格試験まで、また研修等で"気づき"
を促進する検査を多数揃えています。

集合研修
管理職研修やビジネススキル・知識の分野で多くのビジネス
パーソンの学びに貢献。200名以上いる講師陣がお客様の企業に
お伺いしています。

公開セミナー（JMAMビジネスカレッジ）
企業の枠を超えた参加者同士が同じ課題に取り組むことで、1人
ひとりの気づきを引き出します。

J-クロシング
「時代の“潮流と深層”を読み解く」というコンセプトのもと、ビ
ジネスに限らず、政治・文化・スポーツ等さまざまな分野で活躍
されている方の講演映像を定額制で視聴できるサービスです。

MY MOTTO ～私の道しるべ～
個別対話、グループ対話を通じて、これからのリーダー（経営幹
部）に必要な人間力を高める経営幹部育成プログラムです。
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●本社
〒103-6009 東京都中央区日本橋2-7-1 東京日本橋タワー9階

能力開発営業本部
TEL：（03）6362-4804（平日9：00～17：00）　FAX：（03）3272-8123

事業所一覧

●北海道営業部
〒060-0001 北海道札幌市中央区北１条西4-2-2
 札幌ノースプラザ 9階
TEL：（011）251-5811（平日9：00～17：00）　FAX：（011）251-5837

●東北営業部
〒980-0811 宮城県仙台市青葉区一番町1-9-1
 仙台トラストタワー 18階
TEL：（022）266-1555（平日9：00～17：00）　FAX：（022）267-5072

●大宮営業部
〒330-0854 埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-10-16
  シーノ大宮ノースウィング14階
TEL：（048）677-6585（平日9：00～17：00）　FAX：（048）641-6556

●横浜事業本部
〒220-8119 神奈川県横浜市西区みなとみらい2-2-1
 横浜ランドマークタワー 19階
TEL：（045）514-4775（平日9：00～17：00）　FAX：（045）228-2850

●中部事業本部
〒450-0002 愛知県名古屋市中村区名駅4-26-25
 メイフィス名駅ビル 6階
TEL：（052）581-3272（平日9：00～17：00）　FAX：（052）581-3275

●京都営業部
〒600-8216 京都府京都市下京区西洞院塩小路上ル
 東塩小路町608-9 日本生命京都三哲ビル 5階
TEL：（075）342-2551（平日9：00～17：00）　FAX：（075）342-2552

●関西事業本部
〒530-0001 大阪府大阪市北区梅田2-2-22
 ハービスENTオフィスタワー 19階
TEL：（06）4797-2220（平日9：00～17：00）　FAX：（06）4797-2221

●中国・四国営業部
〒730-0016 広島県広島市中区幟町13-11
 明治安田生命広島幟町ビル 10階
TEL：（082）221-0701（平日9：00～17：00）　FAX：（082）221-9426

●西日本事業本部
〒812-0011 福岡県福岡市博多区博多駅前1-2-5
 紙与博多ビル 11階
TEL：（092）473-1962（平日9：00～17：00）　FAX：（092）472-5987

パーソナル・ラーニング事業本部
〒103-6009 東京都中央区日本橋2-7-1 東京日本橋タワー9階
TEL（03）6362-4345（直通） ＜発信者番号を通知しておかけください。（平日9：00 ～ 17：00）＞
ホームページ　 http://www.jmam.co.jp eラーニングライブラリ

Microsoft®、Windows®、またその他のマイクロソフト製品の名称および 製品名は、米国Microsoft Corporationの米国および
他の諸国における商標または登録商標です。
Adobe、Adobeロゴ、Adobe® Acrobat®、Adobe® Reader®、Adobe® Flash® はAdobe Systems Incorporated
（アドビシステムズ社）の米国ならびに他の国における商標または登録商標です。
「iPhone」、「iPad」は、Apple Inc.の商標です。iPhoneの商標は、アイホン株式会社のライセンスに基づき使用されています。
「AndroidTM」、「Google Chrome」は、Google Inc.の商標または登録商標です。「Safari」、「iOS」、「iBooks」は、Apple Inc.の商標です。
TOEIC®はエデュケーショナル・テスティング・サービス（ETS）の登録商標です。
その他の会社名、システム名、製品名は、各社の商標または登録商標です。
eラーニング ライブラリ® は、株式会社日本能率協会マネジメントセンター（JMAM）の登録商標です。
© 2018 JMA MANAGEMENT CENTER INC. （無断複製転載を禁ずる） 

成長を願うすべての人へ。

その他の人材育成支援サービス
通信教育
豊富なラインナップと学習効果が実感できる教材で、知識の習得
からビジネスシーンにおける実践までサポートします。

アセスメント
質の高い適性検査。採用から昇格試験まで、また研修等で"気づき"
を促進する検査を多数揃えています。

集合研修
管理職研修やビジネススキル・知識の分野で多くのビジネス
パーソンの学びに貢献。200名以上いる講師陣がお客様の企業に
お伺いしています。

公開セミナー（JMAMビジネスカレッジ）
企業の枠を超えた参加者同士が同じ課題に取り組むことで、1人
ひとりの気づきを引き出します。

J-クロシング
「時代の“潮流と深層”を読み解く」というコンセプトのもと、ビ
ジネスに限らず、政治・文化・スポーツ等さまざまな分野で活躍
されている方の講演映像を定額制で視聴できるサービスです。

MY MOTTO ～私の道しるべ～
個別対話、グループ対話を通じて、これからのリーダー（経営幹
部）に必要な人間力を高める経営幹部育成プログラムです。



©2018 JMA MANAGEMENT CENTER INC.（無断複製転載を禁ずる）AA2023 2018.02

ラーニングライブラリe
JMAM

e-
le
ar
ni
ng
 L
ib
ra
ry

ラーニングライブラリ

通信教育

アセスメント

公開セミナー

集合研修

e

J
M
A
M   

ラ
ー
ニ
ン
グ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
カ
タ
ロ
グ 

2
0
1
8

カタログ

 2018

e

©2018 JMA MANAGEMENT CENTER INC.（無断複製転載を禁ずる）AA2023 2018.02

ラーニングライブラリe
JMAM

e-
le
ar
ni
ng
 L
ib
ra
ry

ラーニングライブラリ

通信教育

アセスメント

公開セミナー

集合研修

e

J
M
A
M   

ラ
ー
ニ
ン
グ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
カ
タ
ロ
グ 

2
0
1
8

カタログ

 2018

e




